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　橘たちばなあかりは人を待っていた。

　駅の近く、ショップが立ち並ぶ表通りからは少し外れた裏通り。明かりといえば頼りなく光る街灯くらいのもので、午後十時を過ぎているという時間も合わさり、辺りに人影らしきものはまったくなかった。

　そんな場所で一人、橘あかりは人を待っていた。

　服装は高校の制服のままで、はっきりいって場違いな格好だ。

　長い髪の毛を一つにまとめ、それを前にもってきている。顔つきはとても穏やかで、見るものをホッとさせる温かさがある。立ち姿もとてもおしとやかで、礼儀正しそうな性格が見ているだけで伝わってきた。

　腕時計に目をやる。あかりは「そろそろかな」と、誰だれに聞かせるでもなく呟つぶやいた。

　暗くら闇やみに足音が聞こえる。待っていた人物が姿を現したようだった。

「ランランラーン♪　明日はとってもアルゼンチン♪」

　意味不明な歌を、意味不明なほど陽気に歌う少女。

　上下黒のスウェットで、足元はサンダル。髪型はツインテールで、髪をまとめているゴムにはとても大きな花が装飾されている。

　悩みがなさそうな顔の目元が、ラメでキラキラと光っていた。

　あかりの方にその少女が歩いてくる。といっても、あかりに用があるというわけではない。ただ、通り道だというだけだ。

「こんにちは」

　その少女との間に直接的な面識はない。なので、あかりは少女を呼び止めるために声をかけた。

「はーい。チョリーっす」

　臆おくすることなく、少女はそう返してくる。

「え、あ、はぁ……ちょりーっす」

　面食らったあかりは、思わず片手を挙げて挨あい拶さつを返した。

　な、何なんでしょうか……この陽気さは……

　制服姿の少女とはいえ、夜道で見ず知らずの人間に声をかけられたのだ。少しは警戒した雰ふん囲い気きを放はなってもよさそうなものなのだが、頭に大きな二つの花をのせた少女は、その陽気さを一向に崩そうとはしない。

　そのまま、足取りも軽くあかりのそばを通り過ぎようとする。

「あ、ちょっと待ってください」

「うん？　もーやんに何か用？」

「もーやん？」

「あたしの名前だよ。んで、何か用？」

　馴なれ馴なれしい態度だが、媚こびるという感じではない。さっさと話を終わらせて、先に進みたがっているようだ。

「私の周りにいる人たちとは少し違う感じで、ちょっと調子が狂うんですけど……まあ、本題とは関係ないですね」

「？　意味わかんないヨーロッパ」

「……ヨーロッパには意味があるんですか？」

「あるわけナイジェリア」

「……………はぁ。相手をしてもしょうがなさそうなので、さっさと本題に入りますね」

「どぞ」

　妙な空気を払ふつ拭しよくするために、あかりは軽く咳せき払ばらいをした。

「最近多発している強盗事件はご存知ですか？」

　陽気一色だった少女の顔が、少しだけ硬くなった。

「なんのこと？」

「今言ったとおりのことです。何かの拍子で相手が出した財布を無理やり強奪し、そのまま逃げるという強盗がよく出没しているんですけど……心当たりはありませんか？」

「……にゃいよ」

　目が泳ぎ始めた。周りを気にし、今にも駆け出しそうだ。

「色々あって、私はその犯人を捜しているわけなんですけど……」

「そうなんだ。それじゃあ、おつかれーっす」

　少女は背を向けて、この場を後あとにしようとする。

「……つまらないごまかしはもうやめましょう。あなたがその強盗犯だと知っているから、私はここにいて、あなたと話をしているんです。お疲れ様で、話が済むわけないじゃないですか」

　核心的な言葉を飛ばす。そして、少女の足が止まる。

「ごめん。許して。勘弁……お疲れサマンサ。というわけで、さようなら」

「無理ですよ。何を言われても、あなたを見み逃のがすつもりはありませ―――」



　何かを投げてきた。

　いや、超高速で、それは撃ち出された。



「ツッ――」

　狙ねらわれたのは左肩。半身引いて、ギリギリ回避することができた。

「げッ。かわすとかありえないんですけど……」

　純粋に、あかりが攻撃を避よけたことに驚いている。それだけその不意打ちに自信があったのだろう。

　会話が途と絶だえる。

　知覚するのがやっとだった高速の一撃に、意識の全すべてが持っていかれた。

「……ええっと。お聞きしますが、今のは何ですか？」

　思わず聞いてしまったが、答えを期待してはいない。相手が警戒している自身のとっておきを相手にベラベラと話すなど、馬ば鹿かのすることだ。

「うん？　今の？　今のはもーやんの秘密兵器で『連斬する魚鱗スケイルチエーン』っていうんだ」

　そう言って自分のことをもーやんと呼んでいる少女は、ジャラジャラと音を立てながらその武器をあかりの前にさらした。

「……」

　言葉なく、それを見つめる。

　それは鞭むちのような、鎖のような、不思議な武器だった。

　魚の鱗うろこのような金属が連つらなり、鞭のような形状になっている。もーやんが右手を揺らすと、それに合わせて波を打つようにして揺れた。

「これはとっても便利な武器でね、もーやんの気持ちに合わせて伸びたり縮んだりしてくれるんだ」

　手にある『連斬する魚鱗スケイルチエーン』を撃ち出すようにして、もーやんが右手を振るう。

　見せつけるために見当外れの場所を狙ねらったそれは、先ほどと同じように超高速で空間を貫くと、ヨーヨーのようにもーやんの手元に戻ってきた。

「でも、もの凄すごく便利ってわけじゃないんだよね。人間以外には当たらないし」

　すぐそばにある電信柱に向かって『連斬する魚鱗スケイルチエーン』を飛ばす。確かに存在しているはずなのに、その武器は電信柱と一切接触することなく、通り抜けてしまった。

「ほら、お化けみたいに通り抜けちゃう」

　物体には触れることなく、それはもーやんの手元に戻ってきた。

「でもまあ、人間には効果があるみたいだから、ベベンベンベン便利でしょ」

　説明を終えると、自慢のおもちゃを見せびらかすようにして、もーやんは笑った。

「ええ。とっても便利なものみたいですけど……いいんですか？　そんな風に自分の武器を私に説明したりして」

「うん？　何か問題でもアルゼンチン？」

「……いえ、あなたに問題がないのならそれで構いませんけど……」

　この子は変わった子なんだろう。

　時間にして数分程度という、もの凄く短い接触でそれを悟った。

「だから、もーやんのことは放ほうっといた方がイングランド」

　と言って、再びその場から立ち去ろうとする。

　もーやんにしたら、逃げるためにナイフを見せつけたようなものだ。それ以上、あかりが追ってくるとは思っていない。

「そのご自慢の武器は、どこで手に入れたんですか？」

　声をかけられ、もーやんは振り向いた。

「街の武器屋。一万ゴールドもする高い武器だったよ」

「真ま面じ目めに」

　真面目な口く調ちようで威い嚇かくすると、もーやんは身を縮めた。

「作ったんだよ」

「作った？」

「うん。こんな武器が欲しいなって思ってたら、作れるようになってタンザニア」

「そうですか。それは不思議な話だことで……で、その、さっきから気になってたんですけど、語尾、どうにかなりませんか？」

「気になルーマニア？」

「ええ。何というか……あまり、耳触りがよくないものでして」

「もーやんの癖くせだから、しょうがなインドネシア」

「国名にお詳しいようで……まあ、本題とは関係ないから気にはしないようにしますけど」

　作れるようになった不思議な武器。

　あかりには心当たりがあった。だが、今は正直そんなことはどうでもいい。

　相手にどんな武器があろうとも、目的は当初と何も変わってはいない。

「少し、面倒になっただけですね」

　それが、あかりの素直な感想だった。

「およ。その目は、まだもーやんのことを諦あきらめてないみたいだね。だけど、それだと怪け我がすることになっちゃうヨーロッパ」

「ヨーロッパは国名じゃないですよ」

「知ってルクセンブルク」

　軽口を叩たたきながら、『連斬する魚鱗スケイルチエーン』を揺らす。その気になれば、それは弾丸並みの速度であかりに向かってくるはずだ。

　軽く、息を吐いて呼吸を計った。

　ミスは許されない。その攻撃は、ミスを取り戻す暇を与えてくれない速さで撃ち出されてくるのだから。

　二、三回、もーやんは武器を揺らした。そして、必殺の攻撃を撃ち出してくる。

　思考よりも速く相手を射抜く一撃は、足を狙ねらって低く撃ち出された。何も考えず、とにかく体を動かしてそれを回避する。

　目標を捉とらえることができず、空を切るだけだった『連斬する魚鱗スケイルチエーン』は、あかりが次の行動の準備に入るよりも速くもーやんの手に収まる。

　構え、次の一撃のために狙ねらいを定める。完全にあかりを侮あなどっており、余裕というよりも慢心に近い瞳ひとみの色だ。

「怪け我がはしないよん。ちょっち痛い思いするだけだから」

「そういうのを怪我をするっていうんですよ」

「うん？　もーやん今何か言った？」

「……自分の発言くらい覚えておいてください」

「忘れちゃっタンザニア」

　軽口を叩たたきながら再び撃ち出してくる。今度は高め、肩の辺り。横に体をずらしてそれをやり過ごす。だが、完かん璧ぺきにそれを回避したとしても反撃に移ることができない。

「避よけないでほしいんだけど」

　三度目の攻撃。あかりには、もはや会話をする余裕がない。

　肩を狙ってきた攻撃を、さっきと同じように体をずらして避ける。空間を切り裂いていく武器と、あかりの体との距離が数ミリだけ縮まっていた。

　嫌な感じです。攻撃が単調だから助かってますけど、もしもフェイントなんか入れられたら……

　戦闘中だというのに、もーやんはゲームでも楽しんでいるかのような陽気な顔をしている。この様子なら、もうしばらくはこの単調な攻撃が続きそうだ。

　逃げてるだけじゃ駄目ですね。どこかでちゃんと、反撃しないと。

　頭ではそれがわかっているが、いざとなると足が止まってしまう。

　頭に焼きついてしまった高速の一撃が邪魔をする。近づけば近づくほど危険度が上がるという単純な理屈が、あかりに一歩を踏み出させないでいた。

　四度、五度、六度。『連斬する魚鱗スケイルチエーン』が体のそばの空気を切り裂く。体との距離は徐々に縮まっていき、避けるタイミングも微妙にずれてきた。

「超凄すごい。全部かわすなんて……もーやんから百点をあげるよ」

　少しだけ、目の色を変えた。こうなったらもう時間の問題だ。一歩を踏み出さないと、何もできないまま終わってしまう。

　本気を出して集中しないと。恐こわいなんて、言ってられませんね。

　あかりはポケットに手を入れた。

　そして、それを取り出す。

「？　眼鏡めがねなんて出してどうすんの？」

　取り出したものは、どこにでもありそうなごくありふれた眼鏡だった。

「目が悪いノルウェー？」

「いえ。どちらも裸眼で充分なほどの視力です。ただ、気持ちの問題で、これをしていた方が――」

　言って、あかりは眼鏡めがねをかけた。

　ただそれだけ。

　ただそれだけで。



「――躊躇ためらいなく、テメエをぶっ潰つぶせる気分になるんだよ」



　あかりの雰ふん囲い気きが劇的に変化した。

「……？」

　もーやんと名乗る少女はキョトンとしていた。

　さっきまでの面おも影かげはなく、噛かみついてそのままその肉を噛み千ち切ぎりそうな顔をしているあかりに、明らかに動揺している。

「ええっと、何がどうなってるの？」

　何も知らないもーやんが状況説明を求めてくる。が、あかりがそれに答える義務はない。

「何もどうもなってねえよ。てめえが今からアタシにぶん殴られる。それだけだ」

「ううん……よくわかんないけど、つまりは眼鏡ちゃんになったってことだ」

「ああ。そういうことだよ」

　つまらない会話を聞き流し、あかりはもーやん目指して走った。

　向かってくるあかりに反応し、そうはさせまいともーやんが武器を撃ち出す。

　これまでの攻撃に、勝るとも劣らない高速。低く足を狙ねらってきたそれを、あかりは全神経を集中して横に跳んで避よけた。

　その後あとの隙すきを突いて顔面を殴ってやろうと、あかりが距離を詰める。だが、あかりが間合いに入るよりも速く、撃ち出された『連斬する魚鱗スケイルチエーン』がもーやんの手元に返ってきた。

　さっきまでだったら、ここでいったん退ひいた。だが、今のあかりはそんなことはしない。撃ち出される鉄の鱗うろこを見み据すえ、さらに一歩を踏み出した。

　それに対し、もーやんが『連斬する魚鱗スケイルチエーン』を撃ち出す構えに入る。

「焦んなっつーの。馬ば鹿か」

　無駄口を叩たたくが、余裕は少ない。攻撃が発動してからでは間に合わないという判断から、あかりは宙返りでその身を空中高く舞わせた。

　その高さが半はん端ぱではない。

　もーやんの身長のはるか上。二階の窓から、直接建物に侵入できそうな高さだ。

「うわッ。すっごーインドネシア」

　口を開けてあかりを眺めながら、もーやんはそんな声を出した。

『蝶ちよう』

　それは橘たちばなあかりだけが使える特殊な能力だった。

「でも、どんなに高くても、狙ねらい撃っちゃうもんね」

　銃を構え、鳥を狙う狩人かりゆうどのように、相手は下からあかりを狙っている。

　ただ宙を舞っているだけでは撃ち落とされる。だから、あかりは前もってそれを仕掛けておいた。

「うっそぅ……」

　それは、信じられないものを見た時にだけ出る声だった。

　何もない空中。あかりは重力を無視して、そこに立っていた。

「……空飛ぶのは反則だって」

　攻撃することを忘れ、あかりを見上げ呆ぼう然ぜんとするもーやん。

　追撃がないことを確認すると、あかりはふわりと舞い上がり地面に着地した。

『空中楼閣エリアルスクエア』

　目を凝こらして見れば気づくことができる。あかりは宙に浮かんでいたわけではなく、相手に気づかれないようにして張り巡らせたワイヤーの一つに立っていただけだ。

　今空中には、あかりが仕掛けたワイヤーが八つある。それはもーやんがこの裏通りに来る前に、配置しておいたものだった。



    

  
    
      



    

  
    
      　空中に張り巡らせた空間。

　あかりだけが進入を許される、あかりだけの空間。

「幽霊と喧けん嘩かはしたくないんだけど」

「心配すんなって。アタシはがっつり生きてるから」

「だったらいいんだけど……」

「ふん。大して心配してねえくせに」

「あは。ばれた」

　言って、再び『連斬する魚鱗スケイルチエーン』を放はなってくる。距離があるから、今度は余裕を持ってそれをかわした。

「あんま、調子に乗るなよ」

　意識を攻撃へと切り替え、次の行動に移る。

　放った一撃目が相手の手元に戻る。それに合わせるようにして、あかりは軽い素そ振ぶりであるものを投げた。

　それはわずかに存在する光を反射し、キラキラと光っていた。

「？」

　キラキラと光を放ち、ゆっくりと飛んでくる何かを、もーやんはまったく警戒せずに左手で払い落とそうとした。

　だが、意思を持っているかのように、それは払い落とそうとした左手に絡みついた。

「お、お、お、お……なにこれ？」

　予想通り、間の抜けた声で驚く相手を見ていると、笑いがこぼれそうになった。

「『星屑の投擲シユーテイングスロー』っていうんだ。先端が光ってるのはわざとで、それが気になってアホみたいに伸ばした手に絡みつくって技なんだけど……気に入ったか？」

「ぜ、全然」

　左手を振り回し必死になって振りほどこうとしているものは、先ほどあかりが足場に使ったのと同じワイヤーだ。それが今は蛇のように腕に絡みつき、もーやんの動きを制限している。

「やだなぁ。超やだなぁ……こういう面白くないのって嫌い」

　封じられていない、武器を持った右手で攻撃を仕掛けようとする。

　それを妨害するために左手に絡みついたワイヤーを引っ張ると、もーやんは簡単にバランスを崩し、放たれた『連斬する魚鱗スケイルチエーン』はあさっての方向へ飛んでいった。

「ちょっ。邪魔しないでよ」

「ふん。邪魔されるほうが悪いんだよ」

　それはとても、無む茶ちや苦く茶ちやな理屈であった。

「もしかしてだけど……もーやんはピンチなのかしら？」

「ふん。ピンチじゃなくて、大ピンチなんだよ」

「それは困っタンザニア」

　焦った表情で、一歩下がり間合いを取ろうとする。

　そんなもーやんを見ながらあかりは、突然左手に絡みついているワイヤーを解ほどき、奪った自由をもーやんに返した。

「およよ。もしかして、見み逃のがしてくれるってわけ？」

　答えず、眼鏡めがねをかけたあかりは目線を下に落とした。

「今のうちに逃げろってわけだ。何でこうなったのかよくわかんないけど……見逃してくれてありがと眼鏡ちゃん」

　大ピンチから一転、チャンスを得たもーやんは嬉うれしそうに逃げ出そうとした。

　が、世の中そんなに上う手まくいくわけがない。それにせっかく捕まえた獲物を無償で見逃すほど、眼鏡をかけたあかりは優しい性格をしていない。

　逃げようとしたもーやんがあるものを踏む。それはあかりが武器として使っていたワイヤーで、それを踏んだ瞬間、今度はもーやんの両足にワイヤーが絡みついた。

「え、お、ちょっと……」

　突然両足の自由を奪われたもーやんは、きちんとした受身も取れず地面に磔はりつけになった。思いっきりこけたショックで動けなくなっているもーやんに近づく。顔には、隠しきれない邪悪な笑みが浮かんでいた。

「そいつは『合理的な罠リーズナブルトラツプ』っていうんだ。相手が触れたら発動するもんで、お前が踏んだからお前の足に絡まったんだけど……どうだ？　気に入ったか？」

「ぜ、全然」

　それは、地面に突っ伏したままのうめき声のような返事だった。

　だが、まだ心は折れていない。這はい蹲つくばりながら、もーやんは逃げようとしている。

「ピーンチ。ピーンチ。大ピーンチ。正義の味方。早く助けにきて」

　相手が晒さらす無ぶ様ざまな姿に呆あきれながら、あかりは身柄を確保するためにもーやんに近づいた。

「おい。あんまり往生際の悪い真ま似ねは――」



　それは風を切り、空気をぶち抜いた。



　最後の奇襲だった。体を起こすと同時に、もーやんは今までで最も速い一撃を撃ち出してきた。

　避よけるのは、間に合わなかった。

　だから――防ぐことにした。

　キーンという、金属と金属がぶつかる乾いた音。

『連斬する魚鱗スケイルチエーン』が、あかりの体を捉とらえることはなかった。

「うっそーん。やだッ。もしかして眼鏡めがねちゃんも……」

　ゆっくりともーやんに近づく。手が届く距離になると、あかりはその頭を遠慮することなく思いっきりぶっ叩たたいた。

「うぶげぇッ」

　すると目に星を浮かべて、もーやんは動かなくなってしまった。

　月の光を反射して、あかりが手に持つものがわずかに光る。

「ったく。手間かけさせんなよ」

　目に星を浮かべているもーやんに向かって、あかりは面倒くさそうに言い放はなった。
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　朝から天気がよく、その日のあかりは上機嫌だった。

　街外れの小高い丘の上に建っている洋館。豪邸と呼んでも差しさわりがないほどの大きさを持っているその家が、あかりの自宅であった。豪邸といってもそれは見た目だけで、中身はごく普通の一般家庭とそう大差ない。

　テレビやソファー、それにテーブルといった日常生活に必要なものが、必要な分だけ置いてあるリビングはキッチンと繋つながっている。

　四月という時期は、生活するのには最適である。

　快適な気温の中。入学したばかりの高校の制服に身を包んだあかりは、身のこなしも軽く、キッチンで朝食の用意をしていた。

　ガチャリと、リビングの扉が開く音がする。

　姿を現したのは、姉のひかりだった。

　あかりに比べて若干きつい目つきをしており、端整な顔立ちは、文句なしに美女だといえるものである。髪型はロングヘアで、腰まである黒髪は一分の隙すきもないほどに真まっ直すぐに伸びていた。

　そんな美女が、今はゾンビみたいな姿を披ひ露ろうしている。

　下着にブラウスを羽は織おっているだけという格好。超がつくくらい面倒くさがり屋の彼女は、家ではいつもラフな格好をしていた。

「あかりちゃん……あかりたん……あかりすわん……」

　ねっとりとした、溶けかけのような声を出しながらひかりがテーブル前の椅い子すに腰を下ろす。そしてそのまま、今度は体全体が溶け始めていった。

　二人暮らしの家には、あかりとひかりしかいない。なので、このゾンビの面倒はあかりがみないといけない。

「はい姉さん。コーヒー」

　返事もなく、ゾンビとなった姉が差し出されたカップに手を伸ばす。ちなみに、カップは姉お気に入りの熊くまがプリントされたものだ。

　コーヒーを飲むために顔を上げる。口と目は半開きで、声に聞こえないこともない、よくわからない音が体から漏れていた。

「シャンとしていれば美人なのに」と、あかりはいつも心の中で思っていた。

　縁側で日向ひなたぼっこをしているお婆ばあさんのような顔で、ひかりはコーヒーをすすっている。

　彼女は小説家だ。

　女性の繊細な心情を丁寧に描く恋愛小説家として、その評価は高く、熱狂的なファンも多い。また詩集もいくつか発表しており、そちらも小説と同様に高い評価を得ていた。

　だが、そんな著名な小説家だというのに、あかりは姉の作品を一度も読んだことがなかった。理由はとても簡単で、興味がないからだ。

　姉の作品であろうが何であろうが、興味がないものを読む気にはならない。また、姉も自分の作品をあかりに読ませようとはしなかった。

　なので、あかりは姉の作品のタイトルどころか、ペンネームすらも知らない。ただ、小説家をやっているという事実だけを知っていた。

「また徹夜でお仕事してたんですか？」

「ううん。昨日は時が経たつのも忘れて、仕事じゃなくてゲームしてたわよ」

「昨日は、締め切りが近いって言ってましたけど？」

「近いとは言ったけど、守るとは言ってないでしょ」

「……」

「明日は明日の風が吹くわよ」

　こんな姉が世間で評価されるような小説を書くことができるのだろうか。あかりには、疑問であった。

「あーあ、石油王に愛の告白をされたいな。そんでもって、一生遊んで暮らしたいな……」

　行儀悪く、椅い子すの上で三角座りしながら、ひかりはそんなことを呟つぶやいた。

　あかりは「叶かなうといいですね」と返すと、キッチンに戻って途中になっていた朝食の用意を続けることにした。





「そういえば、昨日のことは結局どうなったの？」

　朝食の最中。焼いたパンをかじりながら、ひかりがそんなことを聞いてきた。

「連続強盗のことですか？　それだったら、きちんと釘くぎを刺しておいたから大丈夫だと思いますよ」

「なに？　キリスト様みたいに手のひらに釘を打ち込んだの？　あかりちゃんってば、結構残酷なことするのね」

「そんなことしません。ちゃんと口で、もう悪い事をしたら駄目ですよって言いました」

　それを聞いて、ひかりが意地悪く笑う。

「釘を刺したっていうくらいだから、そんな優しい言い方じゃないんでしょ？　どうせ、次にこんなことしたら、二度と街中を歩けなくなるくらい顔をボコボコにしてやるぞ、とか言ったんでしょ？」

「うッ……」

「はは。眼鏡めがねをかけた時のあかりちゃんは思考がわかりやすいから、お姉ちゃん好きよ」

　ちょっと馬ば鹿かにするように笑いながら、ひかりがおかわりしたコーヒーを口にする。すぐに「熱いじゃないチクショー」と言って、舌を出した。

「……でも、そんな脅おどすなんて曖あい昧まいな方法をとらなくても、警察に突き出せばよかったじゃない」

「その必要はないと思いましたし……それに、依頼は犯人の確保じゃなくて、犯行が行われないようにすることだったじゃないですか。だから、私の判断で適当にまとめておきました」

「ふーん。確かに、そう言われれば聞こえはいいけど……本当は他にも理由があるんじゃないの？　ほら、相棒でもあるお姉ちゃんに、その辺の事もちゃんと言いなさいよ」

　姉であると同時に、ひかりは仕事の相棒でもあった。

　橘たちばなあかりは、普段は普通に学校に通う高校生をやっている。だが、ごくたまに、昨夜のような表には出せない仕事をしていた。

　この仕事を最初に始めたのはあかりの父だ。だが、今は事情があってあかりと姉で仕事をこなしている。

　あかりいわく探偵業なのだが、やっている仕事は探偵とは程遠い。人の護衛や、悪人の確保。または犯罪めいたことの手助けなど、とてもではないが、普通の探偵が行わないようなことを仕事としている。

　その仕事のパートナーと呼べる存在が、姉のひかりである。

　姉が仕事を取ってきて、あかりが仕事をこなす。そんな役割分担で、二人は今まで仕事をやってきた。

「それはその……ええっと……ちょっと、説明しにくいんですけど……あの……」

　言葉を濁にごすあかりに向かって、姉は犯人を指摘する名探偵のように言った。

「わかってるわ。みなまで言わなくても大丈夫よ。あたしはあかりちゃんのお姉ちゃんだから、その気持ちがよくわかるわ―――――要は、めんどくさかったんでしょ？」

　その一言を受け、あかりは申し訳なさそうに首を縦に振った。

「請うけた仕事ですから、面倒くさいで済ませたら駄目だというのはわかってるんですけど……あの子の――犯人の女の子の話を聞いてると、それでもいいかなって思いまして」

「どんな話を聞いちゃったの？」

「ええっと、犯行は友達の仕返しのために行ったものだったそうです」

「仕返しだから悪い事をしてもいいっていう理屈は成り立たないわよ。この国では、仇あだ討うちは認められてないもの」

「それはわかってますけど、前に姉さんに聞いた被害者の方々も、あまり褒ほめられるような人間じゃないみたいでしたし……」

「どっちもどっちで、最後まで真ま面じ目めに関かかわるのが面倒になったってわけね？」

「……そういうことです」

　今考えると、ちょっと中途半はん端ぱだったような気もする。

　あかりは反省して、少し身を縮めた。

「ま、それはそれで良かったんじゃないの。さっきあかりちゃんが言ったように、依頼の内容は犯人を捕まえることじゃなくて、犯行を行われないようにすることだもの。だから、その犯人の子がもうしないって言ってるんだったら、それで良いと思うわよ。もしも何か文句でも言われるようだったら、あたしが何とか言っておくから」

　依頼主との交渉は全すべて姉に任せている。なので、あかりは依頼主に関する一切のことを知らない。負い目を感じるような依頼は受けないだろうという、姉の倫理観を信じているからこその無知であった。

「被害者がそれを表おもて沙ざ汰たにできないから事件にはならない。だけど実際に事件は起きていて被害者が出てる。だから犯人をどうにかしないといけない。だけど事件は起きてないことになっているから、表立っては犯人をどうにかすることができない。となるとどうするか？　表じゃなくて、裏で犯人をどうにかしようという流れになってくる……ほんと、世の中ってややこしいものね」

「私は、被害にあっているのに表沙汰にできない、被害者の人たちがいけないと思いますけど」

「そこが世の中のややこしさってわけよ」

　続いて、「ああそれにしてももっと美人になりたいな」と呟つぶやく姉に、「シャンとしてれば美人なんですけど」と、心の中で呟き返した。

「……そういえば、その、昨日の犯人さんのことで、姉さんに聞きたいことがあるんですけど？」

「なに？　今度あたしが無駄遣いしても怒らないって約束してくれるんだったら、答えてあげるわよ」

「それは、姉さんが二日で使わなくなる美容用品ばっかり買うから……………って、それは関係ないですよ。私が言いたいのは、その犯人さんがおかしな武器を使っていたっていうことです」

「おかしな武器って……例の、人を傷つけるのにしか役に立たないあれのこと？」

「はい。それのことです」

　シャンとした顔でひかりが何かを考える。

「……さあ、あたしはよくわからないけど……考えてどうにかなる問題じゃないんだったら、放ほうっておくしかないんじゃないの」

「確かに、そうですけど……」

　昨日出会った少し変わった少女のことを思い出す。

　ああいう人間が武器を持っていること自体が、問題だと思う。

「あかりちゃんは強いから、『鋼糸操術ライン』だけでどうにかなるでしょ？　仮にどうにかならなかったら、その時考えればいいわけなんだから」

「はぁ……相変わらず、いい加減ですね」

『鋼糸操術ライン』というのは、昨日あかりが使っていた『空中楼閣エリアルスクエア』などの、ワイヤーを使った技の総称のことをいう。元々はひかりが使っていた技術だったが、直じき々じきに教わり、今ではあかりが使っていた。

　ひかりがコーヒーを一いち瞥べつする。まだ熱いと判断したようで、手は出さなかった。

「んじゃ連続で悪いんだけど、次のお仕事の話をしてもいいかしら？」

「次、ですか？」

「ええ。めんどくさいっていうんだったら、また後あとにでもするけど」

「いえ、大丈夫ですよ。お金を貰もらえるというのであれば、その分の仕事くらいはちゃんとこなしますから」

「あらら、クールなことで。お金にこだわるなんて今時らしいわね」

「それ以外、こういうお仕事をする意味はありませんから」

「お金目当て……ね」

　意味ありげに、ひかりは笑った。

　知っているけど黙っていてあげる。そんな笑い方だった。

「まあいいわ。それじゃあ話を進めるけど」

　そう言って姉が見せてきた写真には、一人の少女が写っていた。

「今度はこの子を守るのがあかりちゃんの仕事よ」

「この子は？」

「顔ぐらいは知ってるでしょ？　あかりちゃんのクラスメートの木き嶋じま亜あ子こちゃんよ」

「木嶋さんって……」

　写真の中の少女は、とても綺き麗れいな顔で笑っていた。

　ショートカットで人懐っこそうな笑顔。体型は小柄で、その小ささが笑顔の可愛かわいらしさを引き立てている。

「……誰だれですか？　この子は？」

　パンを咥くわえようとしていたひかりの動きが止まる。そして、わかりやすい呆あきれ顔で見つめてきた。

「……クラスメートの顔くらい、ちゃんと覚えときなさいよ」

「そう言われましても……」

　写真の中の少女を懸命に見つめてもピンとはこない。

　たとえどんな関係であったとしても、知らないものは知らないということだ。

「まだ入学して一ヶ月も経たってませんから、顔を覚えてないのは仕方ないと思います」

「あ、でた。それを言っちゃあお終しまいだよ的一言。あかりちゃんの場合は、覚えてないじゃなくて覚える気がないでしょ。小学校を卒業してすぐに、クラスメート全員の顔と名前を忘れるなんてあかりちゃんくらいのものよ。高校生になったんだから、興味がなくても人の顔くらいは覚えるようにしなさいよ」

「そ、それは努力しますけど……」

　興味がないから覚えることができない。あかりにとって、他人というのはそういう存在であった。

　このままだと居い心ごこ地ちの悪い思いをさせられそうだったので、あかりは話題を変えるために質問をすることにした。

「それで、どうして私がこの子を守らないといけないんですか？」

「あら。いつもはそんなこと聞かないくせに……どうしたの？　顔は知らなくても、興味は湧わくっていうことかしら？」

「別に。興味じゃなくて疑問を持っただけです」

　ひかりの軽い嫌味に対し、あかりは少しすねたようにそう言い返した。

「じゃあ別にいいじゃない。知ったところで得があるわけじゃないし」

「損があるというわけでもないですよね。だったら、教えてくれてもいいじゃないですか？」

「ええッ。めんどくさいな」



    

  
    
      



    

  
    
      　露骨に嫌そうな顔をする。説明を渋った理由の大半はそれなのだろう。

　しばらく冷ましていたコーヒーを口に運ぶ。「まだ熱いじゃないのコンチクショー」と文句を言って、また舌を出した。

　あかりが口にした言葉通り、写真の少女自体には何の興味もない。だが、ごく普通のクラスメート（あかりにクラスメートだという自覚はないが）を守れと言われ、「はいそうですか」とすぐに納得できるほど、あかりの日常的な感覚は麻ま痺ひしていない。

「その子の――亜あ子こちゃんのお母さんからのお願いよ」

「お母さんですか」

「ええそうよ。色々と物騒な世の中だからね。愛する娘を守るために他人の助力を求めるなんてのは、珍しい話じゃないわ。超がつくくらいの美人だったら、放ほうっといても誰だれかが勝手に守ってくれるんでしょうけど……………ああほんと、世の中って不公平」

「そういう問題じゃないと思いますけど」

　写真の中の少女は美女ではない。だが、笑顔は愛らしい。

「この子を何から守るんですか？」

「知らない」

「……知らないって」

「特に何からとかは言ってなかったわ。まあ、しばらく守って無事だったらそれでいいってことじゃないの」

「深く考える必要はないということですか？」

「そういうことね」

　カップを両手で握り、ひかりが再度コーヒーに挑戦する。フーフーと息を吹きかけながらも、今度は何とかそれを口にすることができた。

「それじゃあ、少し様子を見てから、色々と考えることにしますけど……」

　壁にかけてある時計に目をやる。そろそろ家を出ないと、学校に遅れてしまう。

「とりあえず、姉さんには帰ってから報告することにしますね」

　食器を片付け、あかりはリビングを出ようとした。

「あ、ちょっと待ってあかりちゃん」

　いまだ朝食の途中の姉が声をかけてくる。ひかりは食べるのが遅いので、まだ半分以上が残っていた。

「何ですか？　パンやコーヒーのおかわりだったら自分でやってくださいよ」

「どこの世界に半分以上残ってるもののおかわりを頼む馬ば鹿かがいるのよ。あかりちゃんはあたしを軽く見すぎよ」

「それはごめんなさい。それで何の用ですか？」

「とりあえずベロが熱いからお水ちょうだい」

「……」

　そう言った姉の顔は、とても真ま面じ目めなものだった。





　朝のホームルームが終わり、一時間目が始まる前の休み時間。話し声でうるさい教室の中、憂ゆう鬱うつそうにあかりはため息をついた。

　世間的には、優しい少女で通っているあかり。昼間は、高校一年生の女子としてごく普通に学校に通っている。

　むろん、クラスメートたちは、あかりの仕事や性格のことは知らない。知られたら面倒なことになるのは容易に想像できるので、あかり自身、誰だれにも話すつもりはない。

　心を許していない人間には、永久に秘密にすること。それは、あかりにとってそういう性質のものであった。

　それが、クラスメートの一人に知られるかもしれない。

　そう思うと、自然と憂鬱なため息がもれてしまう。

　左側前方の席に座っているショートカットでいつも笑顔を絶やさない、底抜けの元気が取り柄の明るい少女。

　件くだんの木き嶋じま亜あ子こである。

　自分の席で授業の準備を整えている亜子を、後ろからぼうっと見つめる。

　机から教科書を取り出す動作一つ一つがキビキビとしており、それだけで、真面目で純粋な性格をしているんだろうなと予想できた。

　子供っぽい子……木嶋さんって、本当に私と同い歳どしなんでしょうか。

　小さな背中。ハキハキとした行動。意味もなく絶やさない笑顔。それらを見ていたら、つい、そんなことを思ってしまう。

　何で私が、こんな子を守らないと……

　今日何度目かの、ため息がこぼれた。

　仕事なのだから、守れと言われれば守る。だが、何から守ればいいのかというのは、よくわからない。

　前にクラスメートの噂うわさ話ばなし、原因不明の昏こん睡すい事件が起こっているという話を耳にしたことがある。が、それはあくまでも噂うわさでで、現実に起こった事件としては認識されていない。

　過保護な親がそういう噂を聞いて、自分の子供可愛かわいさにそんな依頼をしたのだろうか。だとすると、相手は特定の人物などではなく、世界中にある漠然とした危険だということになるが……

「はぁ……そういうのは、普通の探偵に頼めばいいのに」

　気が滅め入いる。そんな、お嬢様を守る執事のようなことは、面倒だからしたくない。それに、下へ手たをしたら自分の仕事と性格のことが、みんなに知られてしまうかもしれない。

　考えれば考えるほど心配で頭が重くなってくる。だが、このまま頭を横にして眠るわけにはいかない。

　とりあえず、話くらいはしてみましょうか。

　守るとなれば当然近くにいたほうがいい。そして近づくとなれば、話の一つや二つはしないといけない。

　授業が始まるまで、まだ若干の時間があった。

　ごみを捨てに行くふりをして席を立ち、その帰り際に、さりげなく亜あ子こに近づき話しかけようとする。

　だが、実際に話しかけることはできず、あかりの動きは止まってしまった。

　あれ？　話しかけるって、どうやったらいいんでしょうか？

　他人と接することを好まないあかりには、それがわからない。

　誰だれかに話しかけられる機会はそれなりにあるので、会話自体は無難にこなすことができるのだが……自分から話しかけるとなると事情が変わってくる。

　きっかけとなる一言目が、頭に浮かんでこない。

　席のそばに立つと、亜子はあかりの気配を察して顔を上げた。

「お、おはようございます」

　目が合ったことを幸いと思い、とりあえず思いついた言葉を口にする。

「うん。おはよう。橘たちばなさん」

　一度も話をしたことがないが、亜子はちゃんとあかりの顔と名前を覚えていたようだ。

　挨あい拶さつを返すと、亜子はイメージ通りの可愛かわいらしい笑顔で笑いかけてきた。

「あの、ええっと……今日は、天気がいいですね」

「そうだね」

「こういう天気だったら、雨の心配とかはしなくてもよさそうですね」

「うん。そうだね」

「明日の天気は何でしょうか？　私としては、晴れのほうが嬉うれしいんですけど……………」

　ふと、思った。この会話に、意味はあるのだろうかと。

　これではいつもの無難な会話と何も変わらない。天気の話を続けて、仲良くなれるとは思えない。

　どうしよう。仲良くなるための会話が、全然わからないです……

　何でもいいから話題が欲しいと、すがるような気持ちで亜子の机を見つめる。

　机の上には、授業とはまるで関係のない雑誌が広げられていた。その雑誌はテレビ情報誌のようで、亜子はその中のアニメ特集の記事を真剣な顔をして眺めていた。

「アニメ、好きなんですか？」

　それをきっかけに話しかける。声をかけられた亜あ子こは顔を上げ、クリッとした子猫みたいな瞳ひとみをあかりに向けた。

「うん。アニメは好きだけど……橘たちばなさんも好きなの？」

「え、いえ。私は、アニメとかはあまり見ないもので、あの、ええっと……」

　話しかけたことで目的が達成されたような気分になってしまった。なので、次の一言が出てこない。

「……」

　亜子が次の言葉を待っている。会話というキャッチボール。どうやら、ボールを持っているのはあかりのようだ。

「今一番面白いのって、どれなんですか？」

　適当に思いついたことを聞いてみる。亜子は笑顔のまま、雑誌を指差した。

「面白いで聞かれたら、亜子は全部面白いと思うけど……一番だったらこれだよ」

「これは？」

「ニャンころ仮面っていう名前で、亜子が今一番ハマってるアニメだよ」

　タイトルを聞かされても何のことだかさっぱりわからない。あかりには、アニメは全すべて同じものにしか見えなかった。

「……ええっと」

　アニメをきっかけに話を広げようとするが、どうにも上う手まくいかない。話術云うん々ぬんという前に、会話を盛り上げようという気持ちが絶対的に不足していた。

「……じゃあ、授業が始まりますから私は失礼しますね」

　このままだと変な空気になると判断したあかりは、そうなる前に自分の席に戻ることにした。本当にしたかった会話は欠片かけらもできなかったが、とりあえず相手の顔と名前を覚えることができたので、それでよしとする。

　別れの挨あい拶さつをすると、亜子は返事として笑顔を返してくれた。それを受けて自分の席に戻る。すると、今度は気疲れからため息が出そうになった。

　会話って……こんなに疲れるものでしたっけ？

　あかりは、あまり他人に興味を持たないという自分の性格を再認識した。

　何だかとっても……面倒です。

　それから授業が始まるまでの時間を、あかりは机に頭を突っ伏して過ごした。



　授業中や休み時間。あかりは亜子を観察していた。

　本音を言うと近づいて話しかけたかったのだが、朝の経験が邪魔となってそれができない。だからあかりは遠巻きに亜子を眺め、会話に困らないように亜子のことを知ろうとした。

　亜あ子こはいつも笑っている明るい子だった。

　その笑顔は中性的で、ふとした時に見ると幼い美少年のようにも見える。

　授業中は大体退屈そうにしていて、気を抜くとすぐに眠ってしまう。

　ゴミなどが落ちていたら、誰だれに言われるでもなく自分から拾ってゴミ箱に捨てる。

　どこにでもいそうな普通の少女。

　ただ、一つだけ気になることがあった。

　それは、あかりとはまた違う感じで、亜子が一人を好むということだった。

　その可愛かわいらしい雰ふん囲い気きに反し、休み時間の度にそばに寄ってくるような友達は一人もいない。話しかけられたらちゃんと笑顔を向けて対応するのだが、それ以上深く話をしようとはしない。

　自分で意識的に距離を取って、一人になろうとしている。

　自分の席で一人雑誌を読んでいる亜子が、あかりにはそう見えた。

　亜子のことはほとんど何も知らない。だからあかりはそんな亜子を見ても、人見知りする子なんだなくらいにしか思わなかった。



　チャンスをうかがう時間だけが過ぎていき、とうとう六時間目になった。

　六時間目は体育だ。クラスの女子全員が体操服に着替え、準備運動としてそれぞれのペースでグラウンドを走っている。当然走る速さにはバラつきがあり、速い者と遅い者の間には一周近くの差があった。

　本気を出せばあかりも速く走れる。だが、目立つのが嫌なのでそんなことはしない。

　中間くらいの位置で息を切らして走っている亜子の後ろを、あかりは自然に見えるように演技をしながら走っていた。

　結局ほとんど話もできずにこんな時間になってしまいましたけど……これからどうしましょう。

　今日一日ずっと観察していたが、敵らしい存在は一つも見受けられなかった。それに、肝心の亜子自身にも、何かを恐れて警戒しているという様子はなかった。

　私は、この子を何から守ればいいんでしょうか……

　あらためて今回の依頼の面倒さにあかりは深くため息をついた。

　――そんな風にため息をついた瞬間。

　それを踏んでしまった。

「はみゅうッッ」

　前を走っていた亜子が視界から消える。あかりが踏んだのは亜子の踵かかとで、そのせいで亜子は派手に転んでしまった。

　しまッ――

　後悔してももう遅い。あかりはものの見事に守るべき相手を転ばせてしまった。

「ご、ごめんなさいッ。木き嶋じまさん、怪け我がはありませんか？」

　転んだ亜あ子この体を支える。見ると、膝ひざの辺りが怪我でうっすらと赤くなっていた。

「う、うん。亜子なら大丈夫だよ。それより橘たちばなさん、気をつけたほうがいいよ。このグラウンド、下からいきなり手が出てきて走ってる人の足を掴つかむみたいだよ。亜子が体験した学校の七不思議だから、気をつけないと橘さんも足を掴まれてみんなの知らない世界に連れて行かれちゃうよ」

「……え、ええっと」

　真ま面じ目めな顔で、自分が転んでしまった原因を分析する亜子。その七不思議の正体は私ですと、あかりは言えなかった。

　転んでしまった原因はこの際気にしないことにして、亜子の怪我を確認する。かすり傷程度の怪我なのだが、このままにしておくというわけにもいかない。

「膝、怪我してるみたいですけど……痛くはないですか？」

「膝だったら大丈夫だよ。亜子の体はこう見えても鉄でできてるから、これくらいの怪我だったら痛くも痒かゆくもないよ」

　心配させまいと笑顔を見せながら、亜子が自分の膝を勢いよく叩たたく。その結果、猛烈にすっぱい梅干でも食べたような顔で痛みと戦うことになってしまった。

「全然大丈夫じゃないじゃないですか。無理しないで、いったん保健室に行きましょう」

「でも、亜子はこのタスキを、亜子を信じて待ってくれてるみんなに届けないと……」

「大丈夫ですよ。木嶋さんはタスキなんか持ってませんから」

「うん？　あ、ほんとだ……………この前読んだ漫画と現実が、ごっちゃになっちゃったみたいだよ」

「それくらい動揺しているということです。だから、とりあえず怪我の手当てをしましょう」

「でも……」

　渋る亜子を無視し、駆け寄ってきた体育教師に保健室に行く許可を貰もらう。付き添いということで、あかりの同行も許可された。

「橘さん。亜子は一人で大丈夫だから、放ほうっておいてもいいよ」

「そういうわけにはいきません。怪け我が人にんなんだから人を頼らないと駄目ですよ。それに木嶋さんが転んでしまったのは……」

「？　亜子が転んだのは？」

「……何でもないです。早く怪我の治療に行きましょう」

　あれは七不思議のせいだ。

　自分の不注意が原因で、守るべき人間を怪我させたなんてマヌケな話があるわけがない。そう自分に言い聞かせ、あかりは亜あ子こを連れて保健室に向かった。



　保健室には人がいなかった。

　だが、怪け我がは大したことなかったので、あかりは自分で亜子の治療をすることにした。

　ガラス戸の中から傷薬を探す。亜子は丸まる椅い子すに座り、あかりの行動を見つめていた。

「橘たちばなさん。後あとは亜子が一人でどうにかするから、橘さんは授業に戻ってよ」

「一人でどうにかするって……傷薬の使い方とか、ちゃんとわかってるんですか？」

「大丈夫だよ。温かいお湯で、このお薬を飲んだらいいんだよね」

　そう言って、すぐそばの机にあった箱を指差す。箱には大きな文字で、頭痛薬と書かれていた。

「……………頭痛薬で擦り傷は治りませんからね」

　あかりにそう言われ、亜子は恥ずかしそうに目線を逸そらした。

　このまま一人放ほうっておいたら、怪我を悪化させて帰ってくることだろう。

「木き嶋じまさんが私に気を遣う必要はないですよ。怪け我が人にんは怪我人らしく、黙って治療されてください」

「でも……亜子は、人に優しくされたら駄目だから……」

　意味不明なことを言い出した。

　正直言って面倒くさい。何の制約もない普段のあかりだったら、ここでお言葉に甘えて退散していることだろう。それでも退散しないのは、せっかくできたチャンスを逃のがすのは勿もつ体たいないと思っているからで、それ以外の理由は特にはなかった。

　治療に必要なものを全すべて見つけ、場所をガラス戸の前から亜子の前に移す。観念したのか、亜子は何も言わずに怪我をした足をあかりに差し出した。

「木嶋さんは、普段からよく怪我とかするんですか？」

　ガーゼに消毒液をつけ傷口を消毒する。

「あ、亜子はあんまり怪我とかはしないけど……橘さん。ちょっと痛いよ」

「我慢してください。ちゃんと消毒しないと、治療する意味がないですからね」

「でも、亜子は善玉菌だけじゃなくて、悪玉菌とも一つの体で上手にやっていける自信があるから、別に消毒しなくても……」

「いいんですか？　消毒しないと傷口が化か膿のうして、最悪足を切断することになるかもしれませんけど」

「……………亜子は痛いのを我慢して、悪玉菌とお別れする道を選ぶことにするよ」

「それでいいんですよ」

　消毒を終え、その傷跡にテープを貼はる。大した怪我ではなかったので治療はあっという間に終了してしまった。

　そして終了して、気づいた。

　……あっ。これから何を話したらいいんでしょうか。

　せっかくのチャンスなのに、ほとんど何も得てはいない。わかったのは、普段はあまり怪け我がをしないということくらいのものだ。

　迂う闊かつでした。治療に集中しすぎて、肝心の木き嶋じまさんに近づくという目的をすっかり忘れてました。

　反省し、使った器具を元の場所に戻しながら会話のきっかけを探る。

　亜あ子こは足を振りながら怪我の調子を確認していた。調子はいいようで、二、三度足を振ると、朝から何度か見た可愛かわいらしい顔で笑った。

　あ、そういえば……

　朝の会話を思い出す。話題としては、それしか思いつかなかった。

「木嶋さんって、ニャンころ仮面ってアニメが好きなんでしたっけ？」

　器具をしまいガラス戸を閉める。振り返った時に見た亜子の目は、キラキラと光り輝いていた。

「うん。そうなんだよ。亜子はニャンころ仮面が好きで……橘たちばなさんは見たことある？」

「いえ、私は、そのアニメは見たことないですけど」

　目を煌きらめかせ、話したくてしょうがないという顔をしている。思っていた以上に面倒くさいスイッチを入れてしまったのかもしれない。

「ニャンころ仮面はね、日曜日の朝にやってるアニメで、正義のサイボーグ女子高生が正体を隠すために猫をモチーフにした覆面を被かぶって、プロレス技を使って戦うっていうものなんだ」

「はあ、そうなんですか」

「亜子はその中でもね、相手役の魔法使い『魔女っ子ドロピー』が大好きなんだ。ドロピーは敵役なんだけどね、可愛くてドジで一生懸命で、驚いた時に思わず口から出ちゃう『はみゅ』って言葉が凄すごく可愛くて亜子のマイブームになってて、主役のニャンころ仮面と同じくらい人気があるんだ」

　くだらない会話だと心の底から思えた。声を大にして、「そんなことはどうでもいい」と言いたいが、そこは我慢する。

「他にも敵役として黒魔術が好きな女の子が出てくるんだけどね、その子も可愛いんだよ。亜子は久しぶりに激げき萌もえのアニメと出会っちゃって、毎週楽しみにニャンころ仮面を見てるんだ。それにね――」

「あのぅ」

　声をかけると、亜子はピタリと話すことをやめた。

「うん？　どうかした……………あ、そうだよね。橘さんはニャンころ仮面を見たことがないんだよね。ごめんね。亜あ子こが一人で暴走しちゃったね」

「いえ、別に気にしなくてもいいですけど」

「ごめんね。亜子、相手のこととか気にしないで話しちゃうから……」

　不意に、申し訳なさそうに、亜子が拒絶するような空気を出し始める。近づかれたら迷惑だというほどではない。できれば近づかないでほしいという感じだ。

　せっかく近づいた距離を亜子が離そうとする。このままだと、また面倒くさい思いをする羽目になる。

「いいですよ。私も聞いていて、面白そうだなっと思いましたから。それに、私と木き嶋じまさんは友達なんですから、そういう小さいことはあまり気にしないでください」

　離れそうになった距離を詰めるのに便利だと思ったから、友達という言葉を使った。

　無論そう思っていたわけじゃないし、この先、そう思うこともない。ただ、面倒くさくなることを防ぐためだけに、あかりは亜子に向かってその言葉を使った。

「友達……亜子と橘たちばなさんが？　でも、橘さんとは、あんまり話をしたことがないし……」

「じゃあ今から友達になったらいいじゃないですか。時間をかけないと、友達になれないってわけじゃないんですから」

「……」

　それなりに、友達という言葉には効果があったようだ。亜子は心が揺らいでいるといった感じの表情を見せている。

　視線を泳がせ、唇を尖とがらせ、考えを巡らせる。

　再びあかりを見た時の顔は、今日見た中で一番きれいな笑顔だった。

「わかったよ。じゃあ、亜子と橘さんは友達だよ。だからこれからは、橘さんのことはあかりちゃんって呼ぶことにするよ」

「え、ああ。それはどうも」

　突然、呼び方が「橘さん」から「あかりちゃん」に変わったことに少なからず驚いた。

　少しモジモジしながら、亜子があかりを見つめてくる。

「あかりちゃん。今日はお財布持ってきてる？」

「あ、はい。財布ならいつも持ってきてますけど」

「そっか。じゃあ、今日の放課後は暇？」

「はい。何の予定もありませんけど……それがどうかしたんですか？」

　小さな顔を笑顔でいっぱいにする。思わず、あかりは微笑ほほえみ返してしまった。

「じゃあ、今日の放課後、亜子はちょっと買い物に行こうと思ってるんだけど……よかったら、あかりちゃんも一緒に行かない？」

　放課後も亜子を守るという仕事は続く。なので、この誘いを断る理由はなく、むしろあかりとしては歓迎すべき話だ。

「遊びに行くのは構いませんが……どこに行くつもりなんですか？」

「ええっとね、そうだね、一言でいえば、夢と欲望の国って感じのところなんだけど……」

「ゆ、ゆめとよくぼう……」

「いや、あの……あかりちゃんの好みに合わないようだったら、すぐに帰ることにするよ」

　急速に亜あ子この表情がくもり始める。

　どこに行こうとしているのかはわからないが、ここで誘いを断るのは得策ではない。

「わかりました。せっかく木き嶋じまさんが誘ってくれたんですから、私も一緒に行きますよ」

　再びプレゼントでも貰もらったかのような笑顔を見せる。どこかはわからないが、そこが亜子にとってはとても楽しい場所だというのは間違いなさそうだ。

「じゃあ、授業に戻ろう。あかりちゃん」

　友達という言葉を使ってから、急に馴なれ馴なれしくなってきたような気がする。

　あかりが亜子に近づいたのは、あくまでも仕事のためだ。確かに、守るためには近くにいたほうがいい。かといって、友達と呼べるほどに近づきたいと思っているわけではない。

　人と付き合う際には、誰だれにだってその人特有の心ここ地ちのよい距離というものがある。

　あかりの場合は、それが人よりも遠い。

　顔と名前を知っていて、会話をする時にいちいち説明する必要がないくらいの距離がちょうどいい。

　絶対的に、あかりは周りの人間に興味がなかった。

　表おもて沙ざ汰たにはできない仕事をし、人よりも戦う技術に優すぐれていて、眼鏡めがねをかけたら性格が凶暴になるなんてややこしい性格をしている。だから自覚していた。私は周りの人間とは違うと。だから、誰かと友達になりたいとは思わなかったし、誰かと友達になる必要もなかった。

　今日できたのは、みせかけの友達だ。

　用が済んだら、関かかわりあう必要はない。今は用があるから関わっている。それ以上でも、それ以下でもなかった。

　世界中の幸せを独ひとり占めしたような顔で亜子が笑っている。

　何だか変な気持ちがして、あかりはそっと亜子から目を逸そらした。





「ここだよあかりちゃん。ここが亜子のお勧めのお店だよ」

　約束した放課後。あかりは亜子に誘われるがままに電車に乗り、見知らぬ駅前に来ていた。見慣れない街並みは、一見すると電気街のようだが、雰ふん囲い気きが何か違う。

　アニメ絵の看板や、電気街には相応ふさわしくない学生の集団。飛び交う意味不明の単語。初めて聞くような音楽。全すべて、あかりにとっては初体験のことだった。

「ここは？」

　見上げるほど高い建物。雰ふん囲い気き、本屋のようだが。

「亜あ子こがよく買い物に来るお店だよ。ここだったら、初心者のあかりちゃんでも大丈夫だと思うよ」

　事情がわからず、ぼんやりと状況に流されているあかりとは対照的に、亜子は大好物を前にしているかのような笑顔を浮かべている。

　この先どうなっていくのか、あかりにはまるで予想がつかない。

「ほら、行こうよあかりちゃん」

　亜子に手を引かれ、店内に連れて行かれる。エスカレーターに乗って三階にたどり着くと、ニャンころ仮面フェアという大きな看板が目に入った。

「ええっと……ここはいったい？」

「保健室であかりちゃん言ってたよね。ニャンころ仮面のことが、ちょっと面白そうに思えたって」

「え。まあ、言ってはいましたけど……」

「だからここで勉強したらいいよ。わからないことがあったら亜子が全部教えてあげるよ」

「は、はぁ……」

　所狭しと、本やグッズが並んでいる。人も多く、下へ手たに移動することもできない。

　何で私が……こんなところに？

　出そうだったため息をグッと我慢する。

　仕事とはいえ、どうしてついて行くと答えてしまったのだろう。

　決して間違ってはいない選択とはいえ、後悔せずにはいられなかった。

　辺りを見回す。生まれて初めての不思議空間に、あかりはただ戸惑うだけだった。

「ほら。あかりちゃんも本能の赴おもむくままに色々と見て回ったらいいよ」

「ほ、本能で見て回るようなものなんですか、これって……」

「可愛かわいいものを可愛いと思うのは普通のことだよ。だから、あかりちゃんも欲しいと思ったものはすぐに買ったほうがいいよ」

　何かを悟っているかのような言い方。場所が神社で格好が僧そう侶りよだったら、思わず手を合わせているところだ。

　陳列されている商品に目を通す。

　制服姿で、プロレスのマスクのようなものを被かぶっている女子高生のイラスト。おそらくこれが、話に出ていたニャンころ仮面なのだろう。

　まあこの、ピンクのマスクは可愛いと思いますけど……

　ニャンころ仮面が被っているマスクはピンク色で、猫がモチーフになっており可愛らしいものだった。このデザインなら、子供向けというのも納得できる。

　隣には、黒い大きな帽子を被かぶりマントを着込んだ、金髪の少女のイラストがあった。制服姿の少女とは違い、こちらはファンタジーっぽい格好をしている。

　亜あ子こが言っていた魔女っ子ドロピーというのは、この子のようだ。

　そのすぐそばに、実物として実際に被れるニャンころ仮面マスクが置かれていた。

　本当に売ってるんだと思い、値段に目をやる。絶句するほどの、高値だった。

「た、高いんですね。こういうのって」

　亜子に賛同を求める。が、肝心の亜子がいない。

　ちょッ……急にいなくならないでくださいよ。

　目を放はなした隙すきにいなくなってしまったことに焦り、店内を見回す。

　狭い店内の隅っこのほうにひっそりと存在しているコーナーに亜子はいた。そこで楽しそうに本を読んでいる亜子は、あかりが近づいても気づかないほどに集中している。

「木き嶋じまさん」

「はみゅッッ」

　普通に声をかけたのだが、なぜか亜子は跳び上がりそうなほどに驚いた。

「どうしたんですか？　そんなに驚いて」

「え、ええっと。それは……」

　いつもニコニコと笑顔を絶やさない亜子が、今は珍しく動揺している。突然声をかけられたから驚いたというのとは、少し違うようだ。

「なにを読んでたんですか？　見たことない表紙ですけど、面白いんだったら私も――」

　と言って、すぐそばにある本を手に取る。

「あっ。あかりちゃんには、ちょっと難易度が高いと思うけど……けど……けど……」

　亜子の忠告を聞かず、適当にページをめくる。

　絶句して赤面したのは、すぐだった。

「なッ、なッ、なッ……」

　すぐに本を閉じて、元の場所に戻す。

「なに？　え、あ……う……ええっと……う、あの、男の人が……いえ、あの、その……男の人同士が……え、うそ……あれ……」

「ええっとね、うんとね、ああっとね……亜子も、その、そういうのが大好きってわけじゃなくて、亜子が好きなのは、ちゃんとしたヒーロー物だよ。だけど……ちょっとだけ、興味があったから読んでたんだけど……だ、大丈夫だよ。少し免疫ができたら、そんなにあたふたしなくなるよ」

「え、う……で、でも……男の人同士が……え、あの……大丈夫？　あたふた？　え、そんな……えッ？」

　先ほどの漫画から受けた衝撃が頭を離れない。

　美少年と美少年があんなことを……………こんな漫画が世の中にあっていいのだろうか。

「ううん……亜あ子こよりも初心者のあかりちゃんには、かなりショックなことだったみたいだね。よしッ。安心してよ。亜子が催眠術であかりちゃんの記憶を消してあげるよ」

「え、え……」

「ちょっと頭を下げてあかりちゃん」

　言われるがまま、頭を下げる。

　催眠術など信じてはいないが、この動揺が収まるというのならそれにすがってみたいとも思う。

「いくよ、あかりちゃん」

「は、はあ」

「えぃッ。モンゴリアンチョップッ」

　何をされるんだろうと思っていると、突然――本当に突然、頭を両方の手刀で思いっきり叩たたかれた。

「はみゅぅッ」

　悲鳴を上げたのは亜子だった。

　加害者であるにもかかわらず、亜子は両手に息を吹きかけてもだえ苦しんでいる。その一方で、あかりは鈍い痛みに言葉を失っていた。

「ふぅ、ふぅ……硬いんだね。人の頭って。亜子の手が砕けちゃうかと思ったよ。でも、これで大丈夫だよ。亜子の催眠術で、あかりちゃんの嫌な記憶は消えちゃったはずだから」

「……はぁ。まあ、さっき見たものは確かにほとんど忘れましたけど……」

「それはよかった。亜子としても嬉うれしいよ」

「代わりに、怒りがこみあげてきそうです」

「それは催眠術じゃあどうしようもないよ。我慢だよあかりちゃん」

　悪びれることなく、ニコニコ顔で自称催眠術師はそう告げた。

　催眠術って……ただ、思いっきり殴られただけなんですけど。

　殴り返せばすっきりするだろう。だが、ここは我慢ということで、あかりは固く拳こぶしを握り締めるだけにとどめておいた。





　その後あとは、漠然と店内を見て回るだけだった。といっても、興味と知識がないので、見たものの半分以上は覚えていない。あかりにしたら、お世辞にも有意義とはいえない時間だった。

「今日はとっても素敵な時間だったよ。今からもう一回行きたいくらいだよ」

　地元の駅前に帰ってくると、亜子がそんなことを呟つぶやいた。

　無意味に思える時間も、亜あ子こにとっては素敵なものだったようだ。

　小さな笑顔は、言葉にはできないくらいの幸せに埋め尽くされていた。

「あかりちゃんとこんな風に遊べるとは思わなかったよ。亜子は天下一の幸せ者だよ」

「はぁ、そう言ってもらえると私としても嬉うれしいですけど……欲しいものがある時は、ちゃんとお金を用意してきてくださいね」

　欲しいものがあるのだがお金が足りないということで、あかりは亜子にお金を貸してあげた。財布からお金を出している時、「もしかして私はこのために連れてこられたんじゃあ」と、あかりは思った。

　お金の話をすると、亜子は言葉もなく遠くを見つめだした。視線の先には、もちろん何もない。

　お金は返ってくるのだろうか。それが、心配だった。

「今日はとっても楽しかったよ、あかりちゃん。今日の楽しかった思い出を胸に、亜子はこれからも世間の荒波に立ち向かい、秩序のない現代にドロップキックをしながら、懸命に生きていくことにするよ」

「そんな大げさな……」

　別れの挨あい拶さつに聞こえないこともない言葉を口にすると、亜子はあかりに背中を向けた。

「それじゃあバイバイ」

　と言って、駆け出そうとする。

「あ、ちょっと待ってくださいよ。一人で帰らないで、一緒に帰りましょうよ」

　不本意ではあるが、あかりとしては、亜子を家までしっかりと送り届けたい。

　ここで一人駆け出されては、今までの苦労が全すべて無駄になってしまう。

「はみゅ？」

　亜子は、なぜか困ったような表情を向けた。

「はみゅじゃないですよ。どうせもう寄るところはないんですから、一緒に帰りましょうよ」

「う、うぅん……」

　うつむき、お腹なかが痛いかのような声を出す。その姿は、親をどうやって騙だまそうかと考えている子供のようだ。

「……どうしたんですか？　何か都合が悪い事でもあるんですか？」

「ええっと、それはその……」

　制服の裾すそをいじりながら、モジモジし始める。

　なんだか、お説教でもしているような気分だ。

　やっとのことで、亜子は顔を上げた。

「実はね、亜子は狼おおかみの子供を飼ってるんだよ。それで政府機関から追われて、世界一のスナイパーに命を狙ねらわれてて……とにかくもの凄すごく危険な状態なんだ。それでこのままじゃあかりちゃんを巻き込んじゃうから、今日はここでお別れしたほうがいいよ」

　世界一のスナイパーに命を狙われている人間が、あんな笑顔で買い物を楽しむわけがない。そもそも、なぜ狼おおかみの子供を飼うくらいで、政府機関に追われることになるのだろう？

　信じる理由を見みい出だすことができない無む茶ちや苦く茶ちやな説明。

　だが、なぜか顔だけは――真ま面じ目めだった。

「じゃあねあかりちゃん。もう窓のそばには立たないほうがいいよ。スナイパーに撃ち殺されちゃうからね」

「え。私は狼の子供を飼ってないから、狙われる心配はないと思うんですけど……」

「流れ弾の心配もあるよ。だから気をつけてね。バイバイ」

　勝手なことを言い残すと、亜あ子こは走ってあかりの前から立ち去っていった。

　一人で帰りたがる理由を聞く暇もない。どこかに落とした財布を取りに戻るかのような、快走っぷりだ。

「はぁ……面倒くさいことを追加しないでくださいよ」

　追いかけて捕まえるのは簡単だ。だが、そうして捕まえたところで、亜子は再び訳のわからないことを言って逃げ出してしまうに決まっている。

　追いかけて捕まえることができない。かといって、そばを離れるわけにもいかない。

　しょうがなく、あかりは亜子に気づかれないように後あとをつけることにした。





　街の中心部辺りにある公園。学校の三つや四つは簡単に入るであろう大きな公園に、亜子は一人でやってきた。そして適当に散歩を始める。道端に咲いている花に感動したり、落ちているゴミを拾ったりして、亜子はいつものように笑顔を浮かべながら散歩を楽しんでいた。

　何をやってるんでしょうか、あの子は……

　家に帰るのが嫌だから、適当に歩いているという感じではない。かといって、純粋に散歩を目的としているようにも見えない。

　何かを待っていて、その時間潰つぶしのために歩いている。

　あかりには、そんなふうに見えた。

　寄り道をして時間を潰したので、日が落ちるのは早かった。そして合わせるように、公園から人影が消えていく。電灯がつき、辺りの風景が見えなくなってきた頃ころ、公園にいるのは亜子とあかりの二人だけになった。

　適当に歩いた末、亜子は公園の南側にある噴水の前にまでたどり着いた。そして、噴水の正面にあるベンチに腰を下ろす。

　噴水は色んな光でライトアップされていて、綺き麗れいだった。

　まだ帰らないつもりなんでしょうか……

　隠れて様子を見ているあかり。できることなら接点を持つことなく終わってほしいので、声をかけたりはしない。

　突然、亜あ子こが自分の鞄かばんから何かを取り出した。それは真っ黒な帽子とマントで、亜子は手て馴なれた感じで着込みだした。

　帽子とマントを身に纏まとった亜子の姿は、小さな魔法使いといった感じだった。

　コスプレ……と、いうものでしょうか。こんな時間まで残って何をするかと思えば、そんなことだなんて……

　完全に拍子抜けしてしまった。彼女を守らないといけないという使命感が、もの凄すごい勢いで薄れていくのを感じる。かといって、ここで背中を向けて帰るわけにもいかない。仕事の最中なのだ。「やる気がないから帰ります」は通用しない。

　このまま見守っていても何も起こりはしないだろう。こちらから動かないと、進展はなさそうだ。

　あかりは適当な理由をつけて亜子の前に姿を現すことにした。そこで帰ることを促うながし家まで送り届ければ、今日の仕事が終了する。

　そう思い、亜子に歩み寄ろうとした。



　その瞬間、急激に世界が緊張していった。



　空気が重くなり、のどが渇いてくる。見えない大きな手に、体を握られているような気分だ。

　何かはわからない。だが、何かヤバイことが起ころうとしているのはわかる。

　見れば、亜子の周りの空気も変わっていた。いつも笑顔を絶やさない少女のものとは違う。戦う覚悟のある、戦士のような雰ふん囲い気き。

　あんな顔ができるなんて、夢にも思わなかった。

「……」

　空気の急激な変化に動揺しているあかりの前に、ありえないものが現れた。

　それは黒い獣。全すべてを飲み込む暗くら闇やみのような黒い体を持った、獅し子しのごとき獣が亜子と対たい峙じしていた。

　なに……あれ……

　動くよりも先に考えてしまう。

　理解できないものは恐こわい。恐いから体が動かない。そんな単純な理屈が、あかりをその場に縛りつける。

　黒い獣が、一歩亜あ子こに向かって歩き出した。

　それを見て、何をしなければいけないかを思い出す。

　あんなのに襲われたら、木き嶋じまさんが……

　あかりは亜子を守るためにここにいる。この瞬間、呆ほうけて固まっているわけにはいかない。

　あかりは覚悟を決め、眼鏡めがねをかけた。そして亜子と黒い獣に向かって飛び出していく。

「木嶋ぁッ。さっさと逃げろッ」

　名前を呼んだが、亜子は反応しない。黒い獣を見み据すえ、佇たたずんでいる。

「逃げろって言ってんだよ。馬ば鹿かッ」

　効果のほどは疑問だが、あかりは黒い獣に向かって『星屑の投擲シユーテイングスロー』を放はなつことにした。ダメージはないにしろ、怯ひるませることくらいはできるだろう。

　走りながら、ワイヤーの用意をする。

　どうやって亜子を助けるか。そればかりを考えていた。



　足が止まった。

　奇跡を――魔法を見せられた。



　その奇跡を起こしたのは亜子だった。

　亜子の右手を黒い炎が包んでいた。

　対たい峙じする獣と同じような、底が見えない、全すべてを飲み込んでしまいそうな黒。

　亜子はその右手を振り、黒い炎を黒い獣に浴びせかけた。すると、黒い獣は炎に包まれその身を焼かれ、煙のように消え去ってしまった。

　それを黙って見つめる亜子。あかりは、一歩を踏み出すこともできなかった。

　何だよ……今の……

　黒い炎が、黒い獣を消し去った。しかもそれを行ったのは、さっきまで平和な顔をして買い物を楽しんでいたクラスメートだ。

　見てすぐに理解しろと言われて、理解できるような光景ではない。

　亜子は帽子を深く被かぶった。どうやら、自分の顔を隠そうとしているようだ。だが、そばにいるのが見覚えのある人間だということに気づくと、亜子は顔を隠すことをやめた。

　そして、あかりと視線を合わせようとする。

　情けない話。あかりは一瞬、びくついてしまった。

「……………あかりちゃん？」

　聞こえてきたのは、何度も聞いた、クラスメートの少女が自分の名前を呼ぶ声だった。
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「……………あかりちゃん？」

　名前を呼ばれて、あかりは一気に冷静になった。そして冷静になると、疑問が湧わき出てきて、また混乱しそうになる。

　それぐらい、ありえないものを見せられた。

「今のは……なんだ？」

　とにかく質問をしてみた。次の質問は、返事を聞いてから考えればいい。

「今のは……ええっと、あの、その、ええっと……………」

　亜あ子この困り顔が、急に驚き顔に変わる。

「あれ？　あかりちゃん？」

　時差をおいて、それに気づいたようだった。

　一瞬顔を見て、一言会話を交わしただけの今ならまだ隠しきれる。あかりはしまったという感情を表に出さないように、平静を装いながらかけている眼鏡めがねを外してポケットにしまいこんだ。

「ええっと、そうですよ……」

　眼鏡を外したことで、あかりの雰ふん囲い気きが一変する。

　魔法使いのような格好をしている木き嶋じま亜子の前に立っているのは、いつもどおりの温和で優しい橘たちばなあかりであった。

「うん？　あかりちゃん。今、眼鏡をかけてなかった？」

「いえ、あの……気のせいじゃないですか。私、眼鏡なんてかけませんし、それに暗いですから、見間違えたんだと思いますよ」

　キョロキョロと亜子が辺りを見回す。今夜は月が出ておらず、光といえば少し頼りなげに光っている街灯と噴水を照らしているライトくらいのものだった。

「ううん、そうなのかな？」

　亜子が腕を組んで悩み始める。あかりとしては、このまま見間違いで済ませるのが一番楽で助かる。

「ほら。メガネザルとかも、遠くから見たら眼鏡をかけているように見えますけど、実際にはかけてないじゃないですか。それと同じで、木嶋さんも何かを眼鏡と見間違えたんだと思いますよ」

　おっとりとした口く調ちようで適当に思いついたことを並べ、純粋で素直な亜子の思考を誘導する。元々確証があるわけではなかったので、亜子はあっさりとその誘導に従った。

「……そうだね。亜子もそんなに目がいいわけじゃないし、あかりちゃんの言うとおり見間違えたんだと思うよ。でも、知らなかったな」

「何がですか？」

「あかりちゃんは、メガネザルさんに似てたんだね」

「えッ」

「近くで見たら可愛かわいくて優しそうな女の子にしか見えないんだけど、遠くから見たらメガネザルさんに見えるなんて……あかりちゃんは、色んな顔を持ってるんだね」

「……いえ、あの、確かに、色んな顔を持っているというのは自覚してますけど……サルには似てないと思います」

　サルに似ていると言われるのは屈辱的だ。訂正したいが、そのせいでまた眼鏡めがねのことに話題が変わっても困る。あかりは泣く泣くメガネザルに似ているという亜あ子この誤解をそのままにして、話を進めることにした。

「それで、木き嶋じまさんはこんなところで何をしてたんですか？」

　今度は亜子が返答に困る番だった。

「ふみッ。ふみゅッ。ふにゃらら……ほにゃら……ほへ？」

　動揺し、訳のわからない語句を連発する。「ほへ」にたどり着いても、まだ頭の中はグルグルと回っているようだった。

「何って……うん？　あかりちゃんがここで、亜子があそこで……うん？　あ、ええっと……こんばんは」

　一瞬冷静さを取り戻しても、すぐにまた混乱し始める。ある程度こちらが制御してあげないと会話が成立しそうにない。

「木嶋さん。これは何本ですか？」

　人差し指を一本立てて、亜子に尋ねる。

「ええっと、一本だよ」

「よくできました。じゃあ、ここはどこですか？」

「公園」

「あなたの名前は何ですか？」

「木嶋亜子だよ」

「はい。その通りです」

　きちんとした受け答え。これで、まともな会話ができそうだ。

「じゃあ、聞きますけど、木嶋さんはこんなところで何をしてるんですか？」

「うん？　こんなところ？　こんなところはそんなところで、そんなところはあんなところで……うん？」

　同じ質問をすると、同じように馬ば鹿かになってしまった。

　眼鏡をかけて凶暴になっている状態だったら、間違いなく張り倒しているだろう。

「木嶋さん。そんなに動揺しないでください。私は、こんな時間にこんな場所で、そんな格好で何をしているのかを聞いているだけですから」

　両肩に手を置いて、一言ずつしっかりと聞かせる。気分は、迷子と接しているデパートの店員だ。

「え、ええっとね……亜あ子こは、ええっと、色々あって、その、ええっと……そうだ。あかりちゃんはこんなところで何をしてるの？」

「わ、私ですか？　私は様子が変だった木き嶋じまさんを追いかけてきただけですよ」

　当然、本当の理由を口にはしない。思いついたことを適当に言って、話が先に進めばそれでいい。

「亜子を追いかけてきたの？」

「はいそうです。それでもう一度聞きますけど、木嶋さんはこんなところで何をしているんですか？」

　三度目の質問。今度は、質問を理解できないという顔ではなく、どう答えたらいいんだろうという顔を見せた。

「ええっとね。亜子は、たまたまここを通りかかっただけで……ほら、今日はとっても月がきれいだから、それを見ながら散歩してたんだ」

「月ですか？」

　空を見上げる。

　あいにく、今日は月が出ていなかった。

「……………残念。亜子は勘違いしてたみたいだよ」

　ちょっとだけ、亜子は恥ずかしそうな顔をしていた。

「そうですか。で、木嶋さんは、散歩の時はいつもそんな格好なんですか？」

「そんな格好？　おおッ」

　自分で見る自分の格好に感動している。

「ええっとね。これは亜子特製の格好で、ええっと、ええっとね……あかりちゃん、見覚えない？」

「ドロピー……でしたっけ？」

「うん。大正解だよ。これであかりちゃんは、亜子の秘密を一つ知ったことになったね。次はスリーサイズがばれるのかな？　亜子はちょっと恥ずかしいよ」

　両手で頬ほおを押さえ、恥ずかしそうな仕草を見せる。

　あかりとしてはまったく興味がないので、そんな仕草を見せられても困る。

「でも、いくら友達とはいえ、亜子の秘密だけがばれていくのは不公平だよ。だから、亜子としては先にあかりちゃんのスリーサイズを――」

「さっきの、黒い炎みたいなのは何ですか？」

　ピタリと、亜子の言葉が止まった。

「見間違いかもしれませんけど……木嶋さん。さっき、黒い炎みたいなので狼おおかみみたいな生き物を燃やしていませんでしたか？」

　らしくない緊張感が亜あ子こを包んでいる。触れてはいけない核心に指先だけがそっと触れた。そんな気がした。

「……うん？　それは、あかりちゃんの見間違いだと思うよ」

「そうでしょうか？」

「そうだよ。ええっとね。さっき、亜子は黒い野良犬がいたから餌えさをあげようとしてたんだ。だけど、そこであかりちゃんが大きな声で近づいてきたから、びっくりして逃げちゃって……その時、亜子もびっくりして黒いマントをバタつかせちゃったから……」

「それが、黒い炎のように見えたというわけですか？」

「うん。そうだと思うよ」

　説明を始めてから終わるまで。亜子は一度もあかりの顔を見ようとはしなかった。

　幽霊の正体を語るような説明は理に適かなっていて、普通だったらそれで納得できるだろう。だが、あかりは実際にそれを体験した。

　世界を包んだあの緊張感。

　あれは、見間違いや勘違いで説明できるようなものではない。頭が錯覚だったと説明しても、体は納得してくれない。

　だが――

「そうですか。私も木き嶋じまさんと同じで、暗いから見間違えちゃったんでしょうね」

　亜子に更さらなる説明を求めたところで、納得することを言ってくれるとは思えない。

　気苦労を重ね、ようやく普通に会話ができる仲になったのだ。その問題はまた時間を置き、それとなく聞き出せばいい。

　それよりも今は、亜子の安全を最優先したい。

　またあの黒い獣が出てくる可能性があるのだから、今は一刻も早く、亜子を家に帰らせないといけない。

「夜にコスプレをして散歩するのが木嶋さんの趣味だというのはわかりました。だけどこんな時間ですし、早く帰らないとご家族の人が心配すると思いますから、今日はもう帰りましょう」

「家族？」

　不意に、真ま面じ目めな顔をあかりに向けてきた。

　なにか、おかしなことでも言ってしまったのだろうか？

「……ええっと、そうだね。こんな時間だから、もう帰らないといけないね。それじゃあさよならだよ。あかりちゃん」

　直立状態の亜子。あかりだけを帰らせて、自分はここに残る気満々のようだ。

「木嶋さんも帰るんですよ」

「はみゅ？」

「はみゅじゃなくて、こんな人ひと気けのない暗いところに、木き嶋じまさんを残して帰るなんてことはできませんよ」

「……ええっと、亜あ子こはもう少しここにいたい気分だから、もう少しここにいるよ」

「駄目ですよ。痴漢でも出たらどうするんですか？」

「大丈夫だよ。その時は亜子のプロレス技でやっつけるから」

「プロレス技？」

「うん。実はね、亜子はニャンころ仮面以外にもプロレスが好きなんだよ。だから悪い人が現れたら、亜子がプロレス技で撃退するよ」

「撃退って……」

　細くて小さな目の前の少女。どう贔屓ひいき目めに見ても強そうには見えず――痴漢どころか、野良犬にも負けてしまうような気がする。

「木嶋さんにそんなことができるわけないじゃないですか。とりあえず物騒ですから、ここからは連れて行きますよ」

　あかりは立場上、亜子が家に帰るまでを見張っていなければいけない。何をやりたがっているのかは知らないが、これ以上面倒な思いをするのはごめんだ。あかりとしてはさっさと亜子を家に帰したい。

「でも、ええっと……亜子には、その、ええっと……」

　今度はうつむいて、指を弄いじり始めた。何をそんなに渋っているのだろう？

「とにかく大丈夫だから、亜子のことは放ほうっておいてもいいよ」

　言われ、あかりはため息をこぼした。

「放っておけるわけがないじゃないですか。木嶋さんと私は友達なんですから。一人残して帰るなんてことはできませんよ」

　あの時と同じ、便利だと思ったからその言葉を使った。

　不思議と、その言葉は亜子の心によく届くようだ。亜子のうつむいた顔に宿った決意が、徐々にその色を薄めていく。

「あかりちゃん……何で亜子を追いかけてきたの？」

　面倒くさい質問だが、答えないわけにはいかない。

「それは、木嶋さんが心配だったからですよ。さっきの別れ際も、まるで逃げるように帰ったじゃないですか。それで、何か心配事があって、それを一人でどうにかしようとしているのかなって思って」

「亜子を追いかけてきたの？」

「そういうことですね」

「……」

　そしてそのまま沈黙する。あかりよりも背が低い亜あ子こがうつむいているので、顔がよく見えなかった。

　やがて亜子が顔を上げる。幼くて小さな顔には、いつもの笑顔が戻っていた。

「わかったよ。それじゃあ、今日はもう帰ることにするよ」

　その言葉を聞いてあかりはホッとした。

　帰ることを決心すると、亜子は手際よく帽子とマントを脱ぎ、鞄かばんの中にしまった。そして鞄を持ち、あかりを引き連れて進もうとする。

「よし。それじゃあ帰ろ。あかりちゃん」

「え、あ……はぁ、帰りましょうか」

　それから、くだらない世間話をしつつ、あかりは亜子を家まで送っていった。亜子には帰り道が同じだと説明したが、本当は反対方向だ。

　亜子の家は住宅街にあるごく普通の家だった。別れぎわ、亜子はいつもの笑顔で手をふった。

　亜子を送ってから、あかりは来た道を引き返し自宅を目指した。

　一人になってからの帰り道で考えることは多い。

　黒い獣。黒い炎。間違いなく、亜子は何かを隠している。

　聞き出すためには、このまま友達ごっこを続けないといけない。

　そう、望んでもいない、この友達ごっこを。

　考えが深まってくると、またため息がこぼれた。

　上う手まくは表現できない。

　なんだか、とにかく、面倒くさかった。





「ただいま」

　家に着くと、あかりは自室に向かうよりも先にリビングに顔を出した。若干、のどが渇いていたので水の一杯でも飲むつもりだった。

「おっす。隊長ッ」

　リビングには姉がいた。

　朝見た、下着にブラウスという横着な格好はもうしていない。今は短パンにタンクトップという、動きやすそうな格好をしている。

　お帰りという出迎えの言葉はなく、姉はテレビを前にして意味不明の気合を入れていた。

「……何してるんですか？　姉さん」

　無視してもよかったが、聞いてみることにした。

「おっす隊長。がんばりまっすッ」

　言葉は姉に届かなかったようだ。気分良く、酔いしれるようにテレビに向かっている。

「姉さんっ。何してるんですか？」

　強めに呼ぶことで、やっと姉はこちらに気づいてくれた。

「あら、お帰りあかりちゃん。悪いけど今合宿の最中だから、用事があるなら後あとにして」

　そっけなく対応して、再びテレビに向かう。

　何に夢中になっているんだろうと思いテレビを覗のぞき込む。映っているのは筋肉隆々の外国人で、あかりにはよくわからないダンスを踊っていた。

「……作家を辞めて、ダンサーにでもなるんですか？」

「うん？　そんなわけないじゃない。曲に合わせて踊るなんて、めんどくさくてやってらんないわよ」

「じゃあ何をやってるんですか？」

「エクササイズよ。軍隊式の運動を取り入れたもので、効果は抜群ってネットで評判なんだから」

「はあ……それで、姉さんは軍人にでもなるんですか？」

「軍人じゃなくて、美人になるのよ。みてなさい。今に、ゴージャス橘たちばなって言われるくらいの、わがままボディを手に入れてみせるから」

「……そうですか。まあ、頑張ってください」

「おっす。隊長を信じて、頑張るわよ」

　テーブルの上には見慣れない小さなダンボールがあった。そこからＤＶＤのパッケージが覗いていることから考えると、また姉が、通販で無駄なものを買ったのだろう。

　美容のためといって、ひかりはよく通販で健康器具などを買う。しかし、どれも大して長続きはせず、すぐに飽きたと言って物置に送っている。

　エクササイズ用のＤＶＤはこれで三本目。今度は何日もつのだろう。

「そうやって美容にお金をかけなくても、姉さんは充分美人だと思いますけど」

　半分本音でそう言うと、なぜかギラついた目で睨にらまれた。二人っきりの姉妹だが、何年一緒にいてもこの姉が考えていることはよくわからない。

「あかりちゃんは成長期で、放ほうっといても脂肪が燃えてスタイルが良くなっていくからわからないのよッ。とっくの昔に成長期が終わったのに胸が小さくて、くびれが少ない私の気持ちがッ」

「び、美人と胸の大きさは関係ないじゃないですか……」

　無意識に、あかりは胸を隠すポーズを取った。

　妹ではあるが、胸はあかりのほうが、サイズにして二つほど大きい。今その胸に、姉の噛かみつくような視線が向けられている。

　しばらく憎悪の対象を睨むと、ひかりは「ふんッ」と鼻を鳴らした。

「とにかく、あたしは男を魅了するわがままボディを手に入れるから、邪魔しないでよね」

「最初から邪魔をする気はないですけど……………いつかその努力が実を結んで、姉さんが望んでいる体が手に入ったらいいですね」

「はあ？　何よその、宇宙の果てに列車で行って、機械の体が手に入ったらいいですねっていう感じの言い方はッ。さすがのあたしも、体にメスを入れるつもりはないんだから」

「そうですか。じゃあ姉さんの思うように頑張ってください」

「きぃッ。なにその言い方。ちょっとくらい胸に無駄な脂肪がつまってるからって、勝ったなんて思わないでよ」

「ちょっとくらい胸に無駄な脂肪がないだけで、私を敵視するのはやめてください」

「あぁッ。出たわよ。出ましたわよ。マリーアントワネット理論が。『胸がなければ、大きくすればいいじゃない』悔しいッ。そうできるんだったら、とっくの昔にそうしてるわよ」

　逆恨みも甚はなはだしい。

「もうッ。あかりちゃんは邪魔だからどこかに行って。あかりちゃんがどこかに行かないんだったら、あたしはここで自爆するわよ」

　長い間一緒に過ごしてきたが、姉が自爆という特技を持っているとは知らなかった。

　自爆されたら面倒なので、あかりは自室に向かうことにした。

「あ、ちょっとタンマあかりちゃん」

「何ですか。行けとか止まれとか、私は姉さんのペットじゃないんですよ」

「ペットを飼うんだったら熱帯魚がいいわ。あの水槽の透明感がとても神秘的で……って、そんなのはどうでもよくて――今日の晩御飯ってなに？」

　……それこそ、どうでもいいような気がした。

「体型のことを気にしてるんでしたら、夕食は野菜を中心にした、低カロリーで栄養価の高いものにでもしましょうか？」

「ええぇッ。今日は焼肉が食べたいな」

　この人はどこまで本気で美人になることを望んでいるんだろう。

　それがとても、疑問だった。





「そういえば、あれはどうだったの？」

　ジュウジュウと小気味のいい音を立てながら焼けていく肉を眺めながら、おもむろにひかりが聞いてきた。

　エクササイズは焼肉の用意ができたと同時に終了してしまった。あくまでも予想だが、もう二度と行われることはないだろう。

「あれって……どれですか？」

「あかりちゃんのクラスメートの亜あ子こちゃん。あの子は結局どうだったの？」

　肉を焼いていたあかりの箸はしが止まる。

「……何だか、よくわからないというのが本音です」

「？　よくわからないってどういうことよ？　お役所のお仕事じゃないんだから、担当者がいなくて事情が説明できませんは通用しないわよ」

「いえ、別にそういうわけじゃなくて……」

「じゃあ、見て聞いて触って感じて考えたことをスラスラっと口にしたらいいじゃない。事情がわからなくても、それくらいはできるでしょ？」

「だったら説明させてもらいますけど……」

「ちょっと待って。このお肉がもうちょっとで焼けるから、話すならそれからにして」

「……お役所のお仕事じゃないんですから、もう少し融通をきかせてくださいよ」

「お役所だろうが何だろうが、目の前で肉が焼けてたら放ほうっておけないっていうのが人情ってもんよ」

　そうして適度に焼いた肉を箸でつまむ。肉を口に運ぶ姉の顔には、子供のような無邪気な笑みが浮かんでいた。

「それで、亜あ子こちゃんがどうしたって？」

　肉を食べ終わったひかりが話を振ってくる。無駄に話が遠回りするのは、いつものことだった。

「あの子……魔法使いかもしれません」

　淡々とそれを告げると、ひかりが覗のぞき込むようにして瞳ひとみを見つめてきた。

「魔法使い？　まほさんのお使いじゃなくて、魔法使いでいいの？」

「はい」

　半信半疑、あかりが頷うなずく。そんなあかりの隙すきを突いて、ひかりはあかりが焼いていた肉を掻かっ攫さらっていった。

「あっ」

　気づいて声を上げてももう遅い。ひかりは一切気にすることなく、話を続けようとする。

「魔法使いだなんて、ずいぶんオカルトなことを言うのね。占い信じない、神様クソくらえ、赤い糸なんて引き千ち切ぎってやるぜが売りのあかりちゃんらしくないわよ」

「そんなの売りにしたことないですけど……」

「ジョークよジョーク。あかりちゃんがそんなこと言うもんだから、あたしもちょっと動揺しちゃったのよ」

　目にも留まらぬ速さで焼けた肉を略奪し、焼けてない野菜をあかりの方へと送り込む。とてもじゃないが、動揺している人間のできる動きではなかった。

「それで、つまりは何を見ちゃったの？」

　質問は端的で的確だった。いつもこの調子なら、話が早くて楽でいいのに。

「黒い獣と、黒い炎です」

「あらら。それはファンタスティックなことで。遊園地にいるマスコットキャラを狩って、中身の人間を引きずり出すのが趣味なあかりちゃんのセリフだとは思えないわ」

「……そんな趣味ありません」

「ジョークよジョーク。あかりちゃんの発言にあたしも動揺してるのよ」

　口に運ぶ途中、肉がひかりの箸はしから逃げ出してテーブルの上へと落ちた。ひかりは慌あわてず騒がず、三秒ルールと言ってそれを箸でつまんで再び口に運んだ。

「黒い獣と炎だなんて、見間違いじゃないの？　常識で考えてみなさいよ。西から昇った太陽が東に沈むなんて、現実には見れないものでしょ。それと同じよ。黒い獣と炎なんて、普通の街中で見れるもんじゃないわよ」

「それはわかってます。私も見間違いだと思おうとしましたけど……」

「体がそれを否定するってワケね」

　説明するよりも早くそれを理解した姉の言葉に、あかりは小さく頷うなずいた。

「まあ、案ずるよりも生むが易やすし……………違った。急がば回れ……………でもなくて、ええっと……あ、思い出した。百聞は一見にしかずって言葉があるように、人間、実際に見たものはどう頑張っても否定できないものだからね。体験したあかりちゃんが間違いないって言ってるんだったら、そういうことなんでしょ」

　凄すごく良い事を言った。姉が露骨にそんな顔をしているが、あかりとしては、小説家なのに、ことわざの一つがすぐに出てこないという事実のほうが悲しかった。

「で、亜あ子こちゃんはその黒い獣と戦ってるっていうわけなのね？」

「はい。そうだと思いますけど……まだ、詳しくは聞いてなくて」

「亜子ちゃんがそれを秘密にしてるの？」

「秘密というか、話したくないって感じで……」

「あかりちゃんの眼鏡めがねみたいなもんだ」

　あまりにも的確な一言だったので、思わずムッとした目線をひかりに向けてしまった。ひかりはどこ吹く風といった様子でその目線を受け流すと、意味もなく投げキッスを返してきた。

「別に人に迷惑かけてるわけじゃないんだから、そんなにコンプレックス持つ必要はないと思うけど」

「……嫌いなんです。眼鏡をかけて粗暴になる自分と、眼鏡をかけないと恐こわくて戦えない自分が」

「ふーん。乙女の悩みってわけね。普通だったら愛だの恋だので悩むもんなんだけど……そこはまあ、あかりちゃんってことね」

「私だって、ちゃんと恋愛で悩んだりしますよ」

「なんですと？　あかりちゃん、好きな男でもいるの？」

　その質問にあかりが答えることはなく、わずかに頬ほおを桃色に染め下を向いてしまった。

「はは。他人の恋愛なんてどうでもいいっていうのよ。せいぜい意中の男と仲良くなって、あたしを放ほうっておいたらいいわ。そのうち家で腐乱死体になって発見されてやるから」

　色恋沙ざ汰たの話題になると、とたんに不機嫌になってしまった。正直、このひがみ根性はどうにかしてほしい。

　すねた顔をするひかりだったが、一口焼肉を食べるとすぐにその機嫌は元に戻った。

「話がずれちゃったみたいだから元に戻すけど……亜あ子こちゃんのことはまだ始まったばかりだから、その辺はじっくりと攻めていったらいいわ。こっちはこっちで、動かざること山の如ごとしって感じでじっくりと仕事をするから」

「……仕事をするんだったら、ちゃんと動いてくださいよ」

「大丈夫よ。逃げることゴキブリの如しって感じの速さも持ってるから」

「……」

「というわけで、お仕事の話はこれくらいにして焼肉に集中しましょう。今日はっきりとあたしは自覚しちゃったわ。あたしは、焼肉がないと生きていけないんだって。だからもう離さないわ。毎日焼肉でも、あたしは文句なんて言わないわよ」

　仕事関係の話はそこで打ち切りになり、姉は大好物の焼肉へと向かっていった。

　有意義と呼べるような話ができたわけではないが、今はそれでもしょうがない。ひかりが言ったとおり、まだ始まったばかりなのだ。情報はこれから集めて、考えるのはそれからにしたらいい。

　要は、亜子が怪け我がをしなければ問題ないのだから――

『あかりちゃん』

　と、馴なれ馴なれしく名前を呼ぶ声と、人懐っこそうな笑顔を思い出した。思い出した理由は、自分にも説明できない。

　だからすぐに、あかりはあの子のことを考えるのをやめた。

　一心不乱に肉を食べていたひかりが、急に箸はしを置く。

「食べすぎた。食べ過ぎた結果……あたしは肉に飽きちゃいました……………お寿す司し食べたい……赤みのマグロが超食べたい……」

　姉の戯ざれ言ごと。

　もちろんあかりはそれを無視して、自分の肉を食べることに集中した。





　昨日から急に、ため息をつく回数が増えたような気がする。

　いつもと同じ教室の風景を見つめながら、あかりはそう思った。

「あかりちゃん。一緒にご飯食べよ」

　昼休みになると、亜あ子こは小さな弁当箱を抱えてあかりの席にやってきた。

「は、はあ……」

　心の入ってない返事をする。乗り気ではない内面が、少しだけ顔に出てしまった。

　机の上に広げた弁当箱を、亜子が興味津々の顔で覗のぞき込んでくる。

「あかりちゃんのお弁当かわいいね。自分で作ってるの？」

「はい。そうですけど」

「そうなんだ。凄すごいな……あ、そのミートボール亜子にちょうだい」

　返事をするよりも早く、亜子があかりの弁当箱からおかずを奪い取っていく。

　まるで躾しつけのなっていないペットのようだ。

「私、あげるとは言ってませんけど……」

「あ、そうだった。ごめんね。許してあかりちゃん」

　謝罪を口にしながら、満面の笑みを向けてくる。そんな顔をされたら、これ以上文句は言えない。

「次からは気をつけてくださいね」

「うん。気をつけることにするよ」

　そう言って笑顔で、亜子が二つ目のミートボールを奪っていく。

　天てん真しん爛らん漫まん。そんな言葉がぴったりな、無邪気な姿だった。

　――昨日のことが、夢だったような気がしてくる。

　あれは本当に亜子だったのだろうか。

　自分の目で見て、会話もしたはずなのに……今の亜子と、あの時見た少女の姿を重ねあわせることができない。

　向かい合って食事をしている亜子と目が合う。すると、亜子は楽しそうに親しそうに微笑ほほえみかけてきた。

　しばらくは、この子に合わせるしかないですね……あれが私の勘違いだったとしても、結局、やることは同じなんですから。

　そう思い、気持ちを切り替える。

「木き嶋じまさん」

「なに？」

「実は私、今日も木嶋さんと一緒に帰りたいと思ってるんですけど……」

　あかりの一言で、亜子の笑顔が更さらに可愛かわいらしいものになる。

「うん。だったら一緒に帰ろうよ。亜子も、デート感覚で、あかりちゃんと一緒に楽しく帰りたいよ」

「でも、ちょっと問題がありまして」

「どんなの？　環境や経済の問題だったら、残念だけど亜あ子こは何もしてあげられないよ」

「いえ、そんな大げさなことじゃなくて……実は、今日は部活動がある日なんです。それで、できれば終わるまで待っててほしくて」

「そうなんだ。じゃあ、亜子は図書室にでも行って時間を潰つぶすことにするよ」

「ごめんなさい。終わったらすぐに行きますから。一人で帰ったりしないでくださいね」

「大丈夫だよ。亜子はそこら辺の名犬以上に良い子だから。銅像になっちゃうくらい、一生懸命健けな気げにあかりちゃんを待ち続けるよ」

　あかりには亜子を守るという使命がある。だから、本来なら部活を休んで、片時も目を放はなさないほうがいいのだが……

　学校の中にある危険など、高たかが知れている。仮に大きな危険があったとしても、同じ学校内ならすぐに駆けつけることができる。

　そう自分を納得させ、仕事のことを少しだけ忘れる。

　今日という日は、あかりにとって特別な日だった。





　放課後の中庭。色彩溢あふれる花壇の前に、あかりは立っていた。

　あかりは園芸部に所属していた。入学してすぐに入部したクラブで、あかりは欠かすことなく真ま面じ目めに、週に一回の活動に参加していた。

　ただ、純粋にクラブ活動だけを目的にしているかといえば、そうでもない。

「こんにちは、橘たちばなさん。それじゃあ、今日の活動を始めようか」

　優しく穏やかな声であかりにそう言ったのは、二年生で園芸部の部長を務めている、月つき島しま惣そう一いちという男子であった。

　声こわ音ねと同じ、優しくて穏やかな顔つき。体全体から良い人という雰ふん囲い気きが溢れていて、今もあかりをとても優しい目で見つめていた。

　亜子の時とは違う意味で、ため息が出そうになる。

「はい。それじゃあ、今日もよろしくお願いします」

　挨あい拶さつもそこそこに、あかりは惣一に見み惚ほれてしまった。

　月島先輩……今日もかっこいいな。

　初めて惣一を見かけたのは、入学式が終わってしばらく経たったある日のことだった。

　放課後になって帰ろうと思っていたあかりの視界に、たまたま園芸部として活動中だった惣一が入ってきた。そしてその優しい顔つきと笑顔を見た瞬間、あかりは魔法にかかってしまった。

　一度見ただけで他人の顔を覚えるということはほとんどなく、初対面の人間に対し、こちらから話しかけるなんて考えられない。それがあかりの生き方で、それがあかりにとっての当たり前だった。

　だけど、その少年だけは違った。

　一ひと目め惚ぼれだった。体に電流が流れるという感覚を、その時初めてあかりは味わった。それからの記憶は曖あい昧まいで、気づけば惣そう一いちに話しかけていて、気づけば園芸部に入部することになっていた。

　園芸部にはあかりと惣一の二人しかいない。なので学年が上の惣一が部長をやっている。

　人がいないおかげで、大好きな月つき島しま先輩と二人っきりでいられる。

　その事実を頭に思い浮かべるだけで、あかりは夢のような気分を味わうことができた。

「『空は蒼あおくて、日は暖かい。

　雲は白くて、君は優しい。

　幸せなんてそんなもの。

　遠くを見る必要なんてなくて。

　高くを望む必要もない。

　いつだって、幸せはそばにあるものだから。』」

　不意に、惣一がそんなことを言った。

　惣一には詩を呟つぶやくという変わった癖くせがあった。といっても、即興でオリジナルの詩を作成しているというわけではない。惣一が好きな作家の詩集からの抜粋で、その時の気分に合った詩を口に出しているだけだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「結局、変わらない日常が、人間にとっての一番の幸せっていうことだね。こんな天気のいい日に花の手入れができるっていうだけでも、僕たちは充分幸せ者なんだろうね」

「はい。私もそう思います」

　蕩とろけそうな顔で、あかりはそう答えた。

　詩の内容はどうでもよかった。惣そう一いちが聞かせてくれたということに意味があり、それだけであかりは身も心も蕩けさせられてしまった。

「ごめんね橘たちばなさん。急に詩なんか聞かせて。友達とかにはウザイって言われてるから、できることなら自重しようと思ってるんだけど……どうしても気分が良くなると、勝手に口から出ちゃって」

「いえ。気にしないでください。月つき島しま先輩が口にする詩。優しくて、私は大好きですから」

「そう。そう言ってもらえると嬉うれしいよ」

　はにかみながら笑う。その顔を見ていると、無条件で抱きつきたくなった。だが、それをしてしまったらただの変質者になるので、そこは自重する。

　いつものように、大好きな先輩との、二人っきりの部活が始まる。それを意識すると、今日一日で溜たまったストレスは泡のように消えていった。

「あ、いた。あかりちゃーん」

　ゼロになったストレスが、またわずかに溜まった。

　名前を呼びながら駆け寄ってくる少女が一人。いうまでもなく、亜あ子こである。

　今日は週に一回のクラブ活動日で、大手を振って片思いの相手と一緒にいられる日だ。だから、一人で帰らないでほしいと釘くぎを刺し、亜子を待たせ、この時間を大切にしようと思っていたのに……

「え、ああっと……な、何か用ですか、木き嶋じまさん」

「うん。実はね、図書室で大人おとなしくあかりちゃんのことを待ってようと思ってたんだけど……みんなが静かに本を読んでる雰ふん囲い気きに耐えられなくて」

「一人で先に帰るつもりですか？」

「ううん。それは大丈夫だよ。あかりちゃんとの約束だから、亜子は世界最後の日まで良い子で待ってるつもりだよ。ただ、今はちょっと、退屈だったから学校の中を散歩してただけで……そうだ。あかりちゃんの言ってた部活動って、もう終わったの？」

「いえ、まだ終わったわけではなくて……」

　ふと、亜子をこの場から追い払う口実を思いついた。

「ごめんなさい。今はまだ部活動の最中ですから、悪いんですけど、亜子さんはどこか離れたところで見学しててくれませんか？」

　こう言えば、部外者である亜子はこの場から離れるしかない。

　邪魔者を排除できると思うと、自然と邪悪な笑みが出そうになる。あかりはそれを優しい笑顔で、必死になって隠した。

「そうなんだ。じゃあ亜あ子こは邪魔みたいだから、どこか離れたところからあかりちゃんを見守ることに――」

　不意に、亜子の言葉が途切れる。追いかけた視線の先にいたのは、いつものように優しい顔をしている惣そう一いちであった。

「あ、惣一君。惣一君は、こんなところでなにしてるの？」

　うん？　惣一君？

　亜子が憧あこがれの月つき島しま先輩を苗みよう字じではなく名前で呼んだ。それは、あかりにしたら青せい天てんの霹へき靂れきともいえるほどのとんでもない出来事である。

「やあ、亜子ちゃん。僕も、橘たちばなさんと同じで部活の最中なんだけど……亜子ちゃんと橘さんって友達だったんだね。知らなかったよ」

　今度は惣一が、亜子のことを名前で呼んだ。

　目の前がクラッとする。先ほどまでの楽園は、いったいどこにいってしまったのだろう。

「うん。あかりちゃんとは最近友達になったんだよ。それより部活動って言ってたけど、惣一君って何部なの？」

「僕は園芸部だよ。花の面倒とかをみてるんだ」

「そうなんだ。きれいなお花さんが見られるのは、惣一君のおかげだったんだね」

「いや、そんなに立派なことはしてないけどね」

　満面の笑顔で惣一と亜子が会話をしている。そこには、ちょっとやそっとでは入り込めない、二人だけの親しそうな雰ふん囲い気きがある。

　わずか数秒で、あかりが部外者になってしまった。

「あ、あのぅ……」

　恐る恐る質問をする。下へ手たに空気を壊して、邪魔者のように思われるのは避けたい。

「お、お二人は、お知り合いなんですか？」

　答えてくれたのは、惣一であった。

「うん。亜子ちゃんとは昔からの知り合いなんだ」

「え、ええっと。それは、どの程度の知り合いで……」

「え？」

「い、いえ。何でもないです」

　惣一が返す、ごく普通の答えと反応。この様子なら、恋人同士だったんじゃないのかという心配をする必要はないようだ。

　そうですよね。昔からの知り合いの一人や二人、誰だれにだっていますよね……それがたまたま、木き嶋じまさんだったっていう話なんですから、心配する必要はないですね。

　無駄な嫉しつ妬とをする必要はない。そう考えるとざわついていた心が穏やかになっていった。

　無邪気ないつもの顔で、亜あ子こがあかりと惣そう一いちの顔を見比べる。

　ふと、嫌な予感がした。

「あかりちゃんと惣一君は園芸部だったんだね、知らなかったよ……よしっ。亜子も園芸部に入部することにするよ。いいよね？」

　よくありません！

　と、心の中で激しく叫ぶ。

「うん。僕は別に構わないし、部員が増えるのは大歓迎だよ。いつまでも二人で、寂しいなって思ってたんだ」

「え？」

　思わず、声がもれた。

「うん？　どうかしたの橘たちばなさん」

「い、いえ別に……」

　二人っきりの時間を楽しんでいたのは、自分だけだったんだ……

　知りたくなかった事実に、あかりが落ち込む。

　どうやら、もう結末を変えることはできないようだ。一度できた流れはもう変わらない。あかりの楽園は、部外者によって完全に壊されてしまった。

「橘さんも、それでいいかな？」

　愛する惣一からの言葉。彼の予想と期待を裏切らないためにあかりが言えることは、一つだけだった。

「はい。私も、それで構いません……」

　それは、精一杯の作り笑顔であった。

　ぐッ。まさか、木き嶋じまさんがここまで私の生活に侵食してくるなんて……

　全すべてが終わったら、絶対に絶交してやろうと心に誓う。

　愛いとしい惣一との時間は、もう返ってこない。

　あの笑顔を、いつまでも独ひとり占めしたかったのに……

　すがるような気持ちで、惣一の様子を窺うかがう。

「……」

　なぜだろう。

　とても唐突に、そして一瞬だけ――惣一は悲しげな顔を見せた。

「『君はいつも笑うさ。優しい顔で。

　君はいつも包むさ。優しい腕で。

　君はいつも許すさ。優しい心で。

　だけどそれが嘘うそだってわかったとき。

　僕は君に、何を言ってあげられるのかな？』」

　惣そう一いちの視線の先にいるのは亜あ子こだ。亜子は、世界中の幸せを独ひとり占めしたような顔で、満足げに笑っている。

「月つき島しま先輩。どうかしたんですか？」

「あ、いや。なんでもないよ。それじゃあ、とりあえず続きをやろうか」

　そう言って笑った顔も、少し悲しげだった。

　どうして惣一がそんな顔をするのか。あかりには、わからなかった。





　部活動が終わると、惣一とはお別れになった。許されるのならば、世界最後の日まで離れることなくそばに寄り添っていたいのだが……常識的に許されるわけがなく、あかりは寂しさを表に出さないように、「さよなら」と言って手を振った。

　惣一がいなくなって亜子と二人きり。

　惣一との関係を問いつめたいが、下へ手たに聞いて望まない答えが返ってきても困る。何か言いたそうな顔でソワソワしていると、亜子が話しかけてきた。

「土いじりしたら手や顔が汚れちゃったね。そうだあかりちゃん。こういう時、亜子がいつも行ってる素敵な場所があるから、今日はそこにあかりちゃんを案内するよ」

　亜子はそんなことを言って、昨日と同じようにあかりをある場所へと連れて行った。

　どこに行くんだろうと思いながら亜子の後あとをついていく。すると、まさかの場所に連れてこられた。

　駅から離れた路地の一角。古びて、それなりの歴史がありそうな銭湯があった。

「ええっと……木き嶋じまさんが言ってた、素敵な場所ってここのことですか？」

「うん。そうだよ。見た目はちょっと寂しいけど、ゆったりできていいところなんだよ。お風ふ呂ろがとっても大きいから、あかりちゃんも気兼ねなく一日の疲れを落としたらいいよ」

「はあ、それはいいんですけど……私、洗面用具とか持ってませんよ」

「それだったら大丈夫だよ。いつでも銭湯に行けるようにって、亜子はいつもシャンプーとか石せつ鹸けんを持ち歩いてるから。タオルも予備があるから、それをあかりちゃんに貸してあげるよ」

「はあ、それは、準備がいいことで……」

「それじゃあ、レッツゴーだよあかりちゃん」

「あ、ちょっと待ってください」

　慣れた様子で入っていく亜子の後を、あかりはちょっと緊張した面持ちで追いかけた。



　時間が時間なので、中にはあかりと亜子以外の人影はなかった。

　亜子は常連としてよく顔を出しているのだろう。入り口で入浴料を少しサービスしてもらっていた。友達ということで、ついでにあかりもサービスしてもらった。

　なぜ私がこんなところに……

　生まれて初めての銭湯ということで、あかりは不必要に警戒しながら辺りを見回した。

　街中の小さな銭湯ということで全体的にはあまり広くない。十人も客が来たら、いっぱいになりそうだ。

　とりあえず銭湯に来たということで、あかりは服を脱ぐことにした。制服のボタンを外し、上着を脱ごうとする。

　突き刺さるような、他人の視線を感じた。

「な、何ですか……」

　興味津々の顔で、亜あ子こがあかりの胸を凝視していた。

「いいなぁ。あかりちゃん、胸がおっきいんだね」

「別に、普通ですけど」

　反射的に胸を隠す。同性とはいえ、ジロジロと見られるのはあまり気分のいいものではない。

「戦艦についてる波動砲くらい強力な武器だよ。いいなぁ。ねえあかりちゃん。写真撮ってもいい？」

「絶対に駄目ですッ」



    

  
    
      



    

  
    
      「はみゅ。それは残念だよ」

　諦あきらめて亜あ子こも服を脱ぎだす。それでも、隙すきをついて盗撮されるんじゃないかと心配だったので、あかりは亜子が浴場に入っていくのを確認してからようやく上着のボタンに手をかけたのだった。



　思っていたよりも、浴室自体は広いものではなかった。だが、施設はそれなりにそろっている。真ん中に普通のお風ふ呂ろがあり、隅のほうには泡あわ風ぶ呂ろとサウナがあった。

　亜子と二人きりなので、遠慮なくそれらを使える。

「へえ。意外に落ち着けそうですね」

「うん。まだ早い時間だからね。あと一時間くらいは、亜子とあかりちゃん専用のお風呂だと思っていいよ」

　亜子に借りたタオルで前を隠しているあかりとは対照的に、亜子は一切体を隠してはいない。大きなお風呂だということで、テンションが上がっているようだ。

　木き嶋じまさんには、恥じらいというものがないんでしょうか……

　湯気の中、子供のようにはしゃいでいる亜子は、とても同級生とは思えない。

「あかりちゃーん。こっち来て」

「なんですか？」

　中央にある普通のお風呂の前に立たされ、壁のほうを向かされる。先の予想をせずに次の行動を待っていると、急に亜子が背中から腕を回して抱きついてきた。

「ちょ、ちょ……木嶋さんッ。いくら女の子同士とはいえ、裸で抱きつくのは……」

　動転するあかりをよそに、亜子は気合の声を上げた。

「バックドローップ。うにぃッ」

「……」

　どうやら、亜子の目的はあかりを投げて浴槽に叩たたき込むことのようだ。その本気度は、体に回った腕からよく伝わってくる。だが、残念ながら亜子の非力では、あかりを投げ飛ばすということはできなかった。

　しばらくうめいた後あと、亜子が手を離す。

「ふう。やっぱりあかりちゃんは重いね。亜子の力じゃどうしようもないよ」

「……私は重くありません。木嶋さんが非力なだけです」

「そうなのかな？　それは残念だよ。亜子じゃあ師匠のようにはいかないね」

「師匠って？」

「亜子にアニメと漫画とプロレスと銭湯の素晴らしさを教えてくれた人だよ。亜子は尊敬の念をこめて、その人のことを師匠って呼んでるんだ。師匠と銭湯に行くと、いつも亜子が師匠に投げ飛ばされてるから、今日は新米のあかりちゃんを投げ飛ばそうと思ったんだけど……残念だよ。あかりちゃんは重かったよ」

「だから、私は重くは――」

「わーい。今日は泡あわ風ぶ呂ろが独ひとり占めだ」

「ちょッ。人の話を……」

　あかりを置いて駆け出すと、亜あ子こは湯で体を流すことなく、誰だれもいない泡風呂に突っ込んでいった。

　そして幸せそうな顔をして、浴槽に浮かぶ。

　あかりは呆あきれながらも、とりあえず体を洗うことにした。

　壁際のシャワーで頭を流し、シャンプーを泡立てる。髪の毛を洗いながら、ふと思った。

　今日も、あの子はあの公園に行くんだろう。そこでまた、あの炎で――

　そもそも、あの獣はいったい何なんだろう？

　そして何で、亜子が戦っているんだろう？

　だけど、考えても答えが出るわけがなかった。

　シャンプーをしながら、横目で泡風呂に浮かんでいる亜子の様子を窺うかがう。だが、もうそこに亜子の姿はなかった。

　あれ、どこにいったんでしょうか？

　とりあえずシャンプーを洗い流そうと、頭にシャワーをかける。が、いつまで経たっても頭のシャンプーが流れ落ちてくれない。不思議に思いながらもシャワーを浴び続けていると、後ろに亜子がいることに気づいた。

「何してるんですか？」

　笑顔の亜子の手には、蓋ふたの開いたシャンプーの容器が握られていた。

「ふふ。ちょっとした悪戯いたずらだよ。髪の毛を洗っている人の後ろから、こうやってシャンプーをかけ続けたら、いつまで経っても泡が落ちなくて困ったなぁになっちゃうんだよ」

「木き嶋じまさん。もしかしてさっきから……」

「泡が落ちなくて困ったなぁだったね。あかりちゃん」

　悪戯が成功したことに、亜子は笑顔で満足していた。

　無言であかりはシャンプーの泡を手のひらにのせた。そしてそれを、亜子の瞳ひとみを目掛けて飛ばす。

「あうッ。あ、う……あわわ……目が、目が痛いよ……」

　あかりの泡攻撃に視界を奪われ、酔っ払いのようにふらつく。そのまま、亜子は浴槽に躓つまずき湯船へと落ちていった。

「はみゅぅッ」

　悲鳴のようなものが聞こえたが無視をする。自分が悪いのだから、同情なんてしない。

　この子は本当に子供っぽくて馬ば鹿かでアホで変な子で……あの正義の味方気取りのことも、本当はノリノリでやってるんでしょうね。

　軽く憤慨しながら、亜あ子この様子を見る。

　亜子は湯船の中にうつぶせで浮かび、死んだふりをして楽しんでいた。



「ふう、とっても極楽だよ」

　二人で並んで湯船につかる。あかりは体をタオルで隠しているが、亜子は依然として自分の体を隠そうとはしない。

　亜子いわく、「タオルを頭に乗せるのが通つうな入り方なんだよ」ということらしかった。

　ふんわりとした、穏やかな空気が流れる。亜子は全身の力を抜いているようで、気を抜くとすぐに全身が浮かび上がりそうになっていた。

「……今日も、公園に行くんですか？」

　唐突に、それを聞いた。

　今がもっとも、それに適したタイミングだと思ったからだ。

　空気が変わり、上目遣いであかりを見つめてくる。亜子は顔を少しだけ湯船に沈めると、ブクブクという泡と共に息を吐いた。

「昨日、木き嶋じまさんと別れてから少し考えたんですけど……やっぱり、あれは見間違いじゃなかったと思います」

　更さらに、亜子はブクブクと息を吐いた。

「私がそれを実際に見てしまったから、見間違いじゃないって思ったんです。そして木嶋さん。あなたは、何かを知ってますよね？」

「……」

「昨日のあれは何だったんですか？　そして、どうして木嶋さんが、あんなことを……」

　顔を半分だけ沈め、亜子は何かを考えているようだった。

　突然、亜子が全身を湯船に沈めた。そして浮き上がってきた顔には、いつものふざけた雰ふん囲い気きはなかった。

「あかりちゃんは、亜子を心配してくれてるの？」

「……そう、ですね」

　自分は嘘うそを言っていない。

　なぜか、そんな言葉が頭に浮かんだ。

「じゃあ、あかりちゃんにだけは……教えてあげるよ」

　潜った拍子に頭から落ちたタオルを、亜子は再び自分の頭に乗せた。

「亜子はね……ちょっと不思議な力を持ってるんだ」

「どんな力ですか？」

「……神器錬成師ソーマメーカーって、知ってる？」

　初めて聞く名前だった。あかりは、知らないという意味の沈黙を返した。

「神様の器って書いて、ソーマっていうんだよ。その、ソーマを作り出す力を持っている人のことを、神器錬成師ソーマメーカーって呼ぶんだ」

「木き嶋じまさんが、それなんですか？」

　小さく亜あ子こは頷うなずいた。

「……それで、ソーマってのはどんなもののことをいうんですか？」

「うんとねぇ……一言でソーマっていっても、種類は色々あるんだよ。普通に武器みたいなものを作り出す人もいれば、亜子みたいに炎や電気を作り出す人もいるし……ど、動物を作る人もいるよ」

　動物を作る人。そう言う亜子の姿は、何かを隠そうとしているように見えた。

「便利なんですね、ソーマって」

「うん、そうだね。だけどね、それなりにルールはあるんだよ」

「どんなルールですか？」

「ソーマは一人につき一個しか作ることができなくて、一度作り出したら二度と変更することができないんだよ。それに、心の力で作り出したものだから実体がなくて、ソーマ以外の普通のものには触れることができないんだ」

「……でも、それで人を攻撃することはできるんですよね？」

「うん。体に傷をつけることはできないけど、命自体を攻撃するって感じで、ダメージを与えることはできるんだよ……………って、よくわかったね。あかりちゃん？」

「いえ、勘で言ってみただけです」

　もーやんという、不思議な武器を使っていた少女を思い出す。亜子の話から察するに、あの少女が使っていた『連斬する魚鱗スケイルチエーン』こそが、ソーマと呼ばれるものなのだろう。

「そのソーマってのは、人にあげたりすることはできるんですか？」

「うん。武器みたいな感じのものだったら、人にあげることもできるみたいだよ。亜子は人にあげたことがないからよくわからないけど……それが、どうかしたの？」

「いえ、ちょっと聞いただけで……意味はないです」

　つまらなそうに呟つぶやくと、今度はあかりが顔を少しだけ湯船に沈めた。

　話とは別に思うことがあった。だが、どうでもいいことだったから、頭から消した。

「それで、木嶋さんは炎を作り出したということですか？」

「うん。炎や電気みたいに、自然現象で発生するものだったら他のものにも触ることができて便利なんだよ。だから亜子は炎にしてて――『竜王の焔バハムートフレイム』って名前なんだ」

「バハムート？」

「竜の王様って意味だよ。かっこいいでしょ」

　竜王といわれても、亜子が相手ではピンとこない。王様というよりは、町の花屋のほうが似合っている。

「で、色が黒いのはなぜなんですか？　普通、炎っていうのはオレンジ色をしていると思いますけど」

「え、ええっとね、それはね……亜あ子こが、他の神器錬成師ソーマメーカーの人とは少し違っているからなんだ」

「どう違うんですか？」

「ええっとね。作るものが、全部真っ黒になっちゃうんだ」

「どうしてですか？」

「えっ。それは……ええっと……何でだろうね？」

　何かを隠そうとしているような態度。

　下へ手たに問い詰めて話が終わってしまうことを恐れ、あかりは深くは聞かないことにした。

「でも、黒いといっても、ちょっと呼び名が変わってて……『黒使いウイードブラツク』って呼ばれてる以外は、あんまり変わりはないよ」

　そう言って、亜子は申し訳なさそうに顔を逸そらした。

「……」

　話を聞き、ふと思った。

　そういえば、一番大切なことをまだ聞いていない。

「木き嶋じまさんが不思議な力を持っているということはわかりました……それで、木嶋さんが戦っていた、あの黒い獣みたいなものは一体何なんですか？」

　今現在思いつく、亜子に危害を与えるような相手といえばあの黒い獣だけだ。できることなら、亜子の力のことよりも、そっちの方を知っておきたい。

　無邪気で人懐っこい、小動物みたいだった亜子の雰ふん囲い気きが変わる。湯船の中の指先を見つめ、居い心ごこ地ちの悪そうな顔をして黙り込んでしまった。

　数秒間黙って待っていると、やっとのことで亜子は口を開いた。

「わ、わかんない……かな」

「わからない？」

「うん。あの動物が何なのか、亜子もよく知らないんだ。ただ、悪い事をしてるみたいだから……亜子が戦わないとって思って……」

「正義の味方というわけですか？」

「うん。そういう……ことかな」

　当初予想していたものよりも、ずれた展開になってきたようだった。

　漠然とした物騒な世界から亜子を守る事が仕事だと思っていたが、どうやら違うようだ。亜子にはちゃんとした敵がいた。それも、黒くて大きな獣という、とてつもなく厄介そうな敵が。

　でも、まあ……考えようによったら、そっちのほうが楽かもしれませんね。要はあの黒い獣から、木嶋さんを守ればいいわけなんですから。

　少し悩んで、あかりはそう結論づけた。

　これで多少は友達ごっこにも意味を見みい出だすことができる。するべきことがわかったことで、あかりの中にやる気というものが生まれてきた。

「あのさ……あかりちゃん」

　少し雰ふん囲い気きを変え、亜あ子こが声をかけてくる。

「なんですか？」

「隠してて、ごめんね」

　なぜ謝られるのか、意味がわからなかった。

「……いえ、私は別に何も気にしてませんけど……それよりも、木き嶋じまさんは今日も公園に行くんですよね」

　若干の躊躇ためらいの後あと、亜子は小さな声で「うん」と答えた。

「わかりました。じゃあ、私も一緒に行きます」

「え？」

「木嶋さん一人を危ない目にはあわせられませんからね。役には立たないかもしれませんけど、私も一緒に行きます」

「え、え……それは、ええっと……危ないから駄目だよ」

「何を言っても無駄ですよ。友達なんですから、駄目だって言ってもついていきますよ」

　口にして思った。こういう時、友達という言葉は便利だと。

「……で、でも……」

　再び顔が湯船に沈みだす。悩んだ時に身を縮めるのは、亜子の癖くせのようだった。

「……」

　それからしばらくの間、時間にして数分程度、二人は一言も交わさずに湯船に浸つかっていた。亜子は顔の半分を湯船に浸けて悩んでいる。一方のあかりは、そろそろのぼせてしまいそうだった。

「わかったよ。じゃあ、あかりちゃんも一緒に来ていいけど……危ないから、亜子から離れたら駄目だよ」

「はい……わかりました」

　答えた頃ころには、すっかりあかりの頭は湯上がっていた。

「じゃ、じゃあ、そういうことで……私は先にあがりますね」

　あかりが先に湯船から出る。雪のように白かった肌は、ゆでだこのように赤くなっていた。

「あ、そうだあかりちゃん」

　声をかけられ振り向く。暑さでぼうっとしていたあかりは、振り向きざまにバランスを崩して転んでしまった。

「気をつけないと、転んじゃうよって言おうと思ったんだけど……」

「……………できれば、もう少し早く……言ってほしかったです」

　強打したお尻しりが痛い。だが、湯船に比べ床はひんやりとして、ちょっと気持ちよかった。





　昨日と同じ、人影と光のない夜の公園。

　魔法使いの格好をした亜あ子この隣を、あかりは歩いている。二人で公園の見回りを始めて三十分程度の時間が経たっていた。

　銭湯から出ると、二人は直接公園に向かうことになった。

　夜の風は少しだけ冷たくて、火ほ照てった体にちょうどよかった。

「あかりちゃん。もしも恐こわくなったら、亜子を置いて一人で逃げてね」

「え？」

「亜子は一人でも大丈夫だから、心配しなくてもいいよ。それよりも、それであかりちゃんが怪け我がでもしちゃうと、亜子が悲しいから……あかりちゃんは、亜子のことは考えないで、危なくなったらすぐに逃げてね」

　心配してくれてるんだ。

　顔を見て、それがわかった。

「大丈夫です。私も、それなりに覚悟はしてますから……それに、他の人よりも、恐い思いをするのには慣れてますから」

「そうなの？　なんで？」

「それは……」

　結局本当のことは言わず、「秘密です」とあかりは返した。亜子は追及せずに「いつか教えてね」と言って笑った。

　夜空は意外に綺き麗れいだった。

　今日の空には、白い月が浮かんでいた。

「今日は、あの黒い狼おおかみみたいなのは出ないんでしょうか？」

　隣を歩く亜子に、そんなことを聞く。

「どう、なのかな。亜子にも、そのあたりのことは……よくわからなくて……」

　気のせいだろうか。何かを、隠しているようにも見えた。

「わからないんですか？　木き嶋じまさんは、どこにいつあの黒い獣が出現するかわかっていて、こういうことをしてるって思ってたんですけど……」

「それは、その、ええっと……亜子の、熟練した勘としかいえないんだけど……大体の時間と場所は、これで、間違いないと思うよ」

「どうして、そう言えるんですか？」

「それは、その……ええっと……」

「なんとなく、そう思っただけだよ」と、亜あ子こが呟つぶやく。下へ手たに追及して、追い返されるようなことになるのだけは避けたかったから、それ以上は聞かなかった。

「じゃあ、もしかすると木き嶋じまさんの予想が外れて、今日は出ないということも――」

「うん、あるかもしれないね。もしもそうなった場合は、あかりちゃんと亜子のお月見デートってことになっちゃって、写真週刊誌に載っちゃうかもしれないよ。そうなったらあかりちゃん。どんなコメントする？」

「木嶋亜子なんて人は知りませんって答えます」

「えっ。そんな……裸を見せ合った仲なのに……」

「た、確かにそうですけど……人聞きの悪い言い方はやめてください」

　亜子には、優しく無邪気に笑う顔が本当によく似合った。

　捻ひねくれた性格をしているあかりでもそう思ってしまうような可愛かわいらしさがある。

　その笑顔に影響されたのかもしれない。

　いつの間にか、亜子と話をすることに、違和感がなくなってきていた。

　まだ、気疲れのようなものは若干ある。だけど、時間が経たてば……それも消えていくような気がする。

「そういえばあかりちゃん。ネットか何かで、ニャンころ仮面は見てくれた？」

「え？　あ、いえ、見てませんけど……」

「そう。それは残念だな。亜子としては、騙だまされたと思って一度は見てほしいよ」

「そんなに面白いんですか？　それって」

「うん。そんなに面白いんだ」

　前にした会話を思い出す。亜子がしている格好は、その中に出てくるキャラクターのもののはずだ。

「……ドロピーでしたっけ？　その帽子とマントは？」

「うん、そうだよ。ドロピーは亜子が一番好きなキャラなんだ」

「でも確か……その子は悪役ですよね？　木嶋さんは、主人公よりも悪役のほうが好きなんですか？」

「ううん。そうじゃないよ。亜子はあくまでもドロピーが好きなんだ」

　帽子を被かぶりなおし、亜子は八重歯を見せながら小さく笑った。

「ドロピーはね、悪役だけど、本当は戦うのが好きじゃないんだ」

「……」

「相手役として、黒魔術が大好きな女の子が出てくるんだ。その子は環境問題に熱心に取り組んでいる子で、自分の黒魔術でどうにかして地球の環境を良くしようと思っていたんだ。それで、ドロピーはその子によって魔法の世界から召喚されてこっちの世界にやってきて、環境を破壊しようとする悪い大人おとなたちを魔法を使ってやっつけるんだ。だけど、何も知らない人たちから見たら、ドロピーは魔法を使って人間を苦しめている悪い子にしか見えなくて……………そんなドロピーからみんなを守るために、サイボーグ女子高生のニャンころ仮面が戦うんだよ」

「そうなんですか？　でもそれだと、ドロピーは悪役って感じがしませんけど……」

「うん。そうなんだよ。それがニャンころ仮面の面白いところなんだよ。黒魔術が好きな女の子は環境のために。ドロピーは自分を召喚したその女の子のために。ニャンころ仮面はみんなのために。登場する子全員が、それぞれの戦う理由を持ってるんだよ」

「……それで、ドロピーって子は、本当は戦うことが嫌いなんですか？」

「うん。ドロピーは本当は戦いたくないんだよ。戦いたくないけど、自分を召喚してくれた女の子の願いを叶かなえてあげるために……ドロピーは、ニャンころ仮面と戦うんだ」

「……本当の悪役がいないんですか？　意外に、今時のアニメって奥が深いんですね」

「うん。だから、機会があったら、いつかあかりちゃんにも見てほしいな」

「ええ。機会があったら、見てみようと思います」

　それぞれの戦う理由。

　何日か前に出会った、変な少女を思い出す。

　あの子にも、戦う理由がちゃんとあった。

「木き嶋じまさん」

「うん？　なに？」

「木嶋さんは何で、戦ってるんですか？」

「……」

　ショートヘアの小さな顔。質問の意味を理解しようとするその顔に、可愛かわいらしい八重歯が見えた。

　何で、こんなこと聞いたんだろ……

　その質問には、何の打算も計算もなかった。あかり自身、なぜ聞いたのかわからない。

　亜あ子こは唇を尖とがらせて、答えを考えていた。

「助けてあげたい、人がいるんだ」

　そしてゆっくりとそう言った。

「……誰だれです？　助けたい人って」

「ふふ、内緒だよ。あかりちゃんと一緒。女の子には、たくさん秘密があるんだよ」

「そうですか。じゃあ、いつか教えてくださいね」

　そう言った顔がどんな顔だったのか。本人であるあかりは、知ることができない。

　だけど、亜子の顔を見ていたら、どんな顔をしていたのか大体わかった。

　きっと、それなりに楽しそうな顔をしていたんだろう。

　助けてあげたい人……か。

　亜あ子この助けたい人。それは誰だれなんだろうと、考えを巡らせる。

　まさか、月つき島しま先輩じゃあ……

　ふと思いついたそんな考えを、すぐに否定する。二人の会話にそんな気配は一切なかった。

　じゃあ誰なんだろう。しかしあかりはその疑問を突き詰めようとは思わなかった。

　別に、誰であろうと関係ない。結論としてたどり着くのは、そんな言葉。

　考えても仕方がなかった。

　形だけの友達、今だけの親友。あかりにとって亜子は、そんな存在でしかない。

　心の底から心配しても、何の得にもならない。それがわかっているから、あかりはそれを考えないようにした。

　ただ、一つだけ心に残ることがあった。

『助けてあげたい、人がいるんだ』

　その顔が、ガラス細工のように、儚はかなく脆もろいものに見えた。



　―――――ッ。



「あかりちゃん？」

「ええ。聞こえました」

　悲鳴が聞こえた。少女の声で、場所は遠くない。

　亜子がマントを翻ひるがえして全速力で駆け出していく。その後ろをあかりは、つかず離れずといった距離を保ちながら追いかけた。

　たどり着いた場所では、悲鳴の主と思える少女が膝ひざをついて怯おびえていた。服装はあかりたちとは違う学校の制服で、塾が部活の帰りなのだろう。すぐそばに、大きな鞄かばんがあった。

　対面には、あの黒い獣がいる。

　亜子の足の速さでは間に合わない。近づいて黒い炎を叩たたきつけるよりも速く、あの黒い獣は少女を襲ってしまう。

　目の前で被害者が出ると、面倒ですからね。

　ワイヤーを握ると、あかりは黒い獣の目を狙ねらい『星屑の投擲シユーテイングスロー』を放はなった。

　前回と同じく、捕縛しようなんてことは考えていない。わずかでもいいから、注意を逸そらすのが目的だった。

　放たれたワイヤーが黒い獣に命中する。だが、あかりの攻撃は黒い獣に触れることすらなく、通り過ぎてしまった。

「あッ……」

　見間違いなどではない。明らかに、あかりの攻撃は黒い獣の体を通過した。

　まさか、あの黒い獣って……

　一つの仮定が頭をよぎる。だが、考えをまとめる暇などない。

　攻撃は通用しなかったが、注意を逸そらすことには成功した。目の前の少女への興味を失なくすと、黒い獣はその鋭く威圧的な眼光をあかりたちに向け、駆け出してきた。

　頭が体に命令を飛ばす前に、勝手に足が止まることを選択する。だが、亜あ子こはその足を止めようとはしない。全速力で駆けつけた勢いそのままに、黒い獣に向かっていく。

「ちょっ、木き嶋じまさんッ」

　声をかけても、反応などはない。

　闇やみ夜よを切り裂きながら魔法使いの格好をした少女は駆け、右手を『竜王の焔バハムートフレイム』で黒く染めながら、敵と対たい峙じした。



　一瞬だった。

『竜王の焔バハムートフレイム』が、敵である黒い獣を焼き尽くしたのは。



「すごい……」

　呟つぶやいたのは、そんな一言。

　亜子の身のこなし自体は、普通の人間となんら変わるものではなく、『鋼糸操術ライン』や、『蝶ちよう』と呼ばれる特殊能力を持っているあかりと比べたら、月とすっぽんといえるほどの差がある。

　だが、その身体能力の差を補って余りあるほどに、亜子が操る黒い炎は強力なものであった。手を振り、炎を撒まき散らすだけで、敵を撃退することができる。それは絶対的な強者の戦い方で、ある意味究極といえるものだ。

　私って、必要あるんでしょうか……

　そんな究極の戦い方で勝つ人間を、護衛する必要があるのだろうか。

　自分の存在意義に関かかわる問いなのだが、その光景を見て、あかりは思わずそう思ってしまった。

　黒い獣が消滅したのを確認し、亜子が振り返る。

　あかりの視界の隅では、獣に襲われた少女が呆ぼう然ぜんと座りこんでいる。

「あかりちゃん。逃げよう」

「え？」

　そう言うと、今度は一目散に来た道を引き返していく。急激な状況変化に戸惑うが、置いていかれるわけにはいかない。

　来た時と同じように、一定の距離を保ちながら亜子の後あとを追いかけていく。残された少女の安否を気遣うような暇は、一切与えられなかった。

「どうして逃げるんですか？　あの女の子、もしかしたら怪け我がでもしてるかもしれませんよ？」

　走りながら疑問に思ったことを口にする。亜あ子こは帽子が飛んでいかないように、押さえながら走っていた。

「それは大丈夫だよ。目が合った瞬間、亜子が笑いながら頷うなずいたら、あの子も頷いたんだよ。怪け我がをしてたらそんなことはできないから、怪我はないはずだよ。それよりも亜子たちの正体があの子にバレることのほうが一大事だよ」

「でも、またあの黒い獣が現れるかもしれませんし……」

「それも大丈夫だよ。亜子にはわかるんだ。もう、あのそばに黒い生き物はいないって」

　それは誰だれしもが、不思議に思うことだった。

「……どうして、わかるんですか？」

　大して確認もしていないのに、亜子はどうしてそれを断言できるのだろう？

　聞こえなかったのか、亜子は何も言わずに走り続けた。

　二人が悲鳴を聞いた場所にまで戻ってくる。

　一生懸命走ったのだろう。息一つ乱さずに立っているあかりとは対照的に、亜子は両手を膝ひざについてゼーゼーと息を切らしていた。

「ふう。何とか正体がばれずにすんだみたいだけど……あんなに一生懸命走ったのに息が切れてないなんて、あかりちゃんは元気なんだね。亜子は体力がない自分の体が妬ねたましくて、あかりちゃんのスタイル抜群のセクシーな体が羨うらやましいよ」

「た、体力とスタイルは関係ないです」

　会話自体のやり取りには慣れても、こういったセクハラめいた発言だけにはどうしても慣れることができない。

　冗談を返すことができず、顔を赤くして口く調ちようを強めるだけだった。

「ふう。亜子としては、胸が大きいあかりちゃんは陸上向きじゃないと思ってたんだけど……予想は外れるものだよ」

「だから、それと体力は全然関係なくて――」

　そんな話題はどうでもよく、それよりも聞きたいことがあった。

「聞いてもいいですか、木き嶋じまさん」

「なに？　胸のことばっかり言って怒ったんだったら、ごめんなさいだよ」

「あの黒い獣って――誰かのソーマなんですか？」

「……」

　黒い獣はあかりの放はなったワイヤーの存在を無視した。あかりが知っている全すべてのことの中で、そんなことができるものはソーマしかない。

　もちろん、あかりのソーマに関する知識などは高が知れたものだ。だからこそ、あかりよりもソーマに関する知識が多い亜子にそれを聞いて、はっきりとさせておきたかった。

「……わからないよ」

　さっきと、同じような返事だった。

「あの黒い獣のことは、亜あ子こはよく知らないんだ……ただ、はっきりしてるのは、さっきみたいに人を襲うっていうことくらいで……」

　どうして、あの黒い獣は人を襲っているんですか？

　聞いても、わからないと言われるだけだ。だから何も言わず、その言葉を飲み込んだ。

「怪け我ががなくて、よかったですね」

　次に出たのはそんな言葉。事実、亜子に怪我がなくてよかったとは思っていた。

　そんな言葉をかけられると、ついさっきまでの顔が嘘うそだったかのように、亜子の顔に笑顔が戻った。

「うん。あかりちゃんにも怪我なくてよかったよ。そんなことよりあかりちゃん、さっきロープみたいなものを投げて何かしてたみたいだけど？」

「き、気のせいです。きっと目の錯覚です」

「そっか、そうだね。あかりちゃん。亜子を心配してくれてありがとう」

　無邪気に向けられる笑顔と、感謝の言葉。正直、あかりは何もしていない。だけど、亜子は出し惜しみすることなく、最高にきれいな笑顔を向けてくれた。

　なぜだろう。

　少し、胸が痛んだ。
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「それじゃあ今日も出掛けてきますから。姉さん、何かあったらよろしくお願いしますね」

「はい。はいよ。わっかりました。あとのことはお姉ちゃんに任せてください」

　頼りにならない返事。上下ジャージ姿の姉は、リビングのテレビの前であぐらをかいて、なにやら不思議な踊りを踊っていた。

「……ところで、それは何ですか？」

　好奇心からつい聞いてしまった。

「うん？　何言ってんのよあかりちゃん。ヨガに決まってるじゃない。これから先、美容と健康にはヨガが一番って、あの人が言ってたわよ」

「あの人って誰だれのことですか？」

「深夜の通信販売に出てる人に決まってるじゃない」

　テーブルの上には、見たことのない小さな段ボール箱があった。どうやら、また通販で無駄遣いをしたらしい。

「この前やってた軍隊式のあれはどうなったんですか？」

「めんどいからやめた」

「……」

　心のこもった、真っ正直な答えだった。

「そりゃ体を動かせば痩やせるって話よ。あたしはそんな面倒なことはしたくないの。お金払ってるんだから、楽して美人にならせろってことよ」

「……そうですか。じゃあ、頑張ってください」

　複雑に体を捻ねじらせるひかりの関節から、ポキポキと小気味のいい音が聞こえる。あの様子なら、それなりに健康にはなることだろう。

「そういや、あかりちゃん。亜あ子こちゃんの件はどんな感じ？」

「どんな感じも何も、大体は姉さんに話してる通りで、今日もこれから夜の見回りですよ」

　あかりと亜子の二人が夜の公園を見回るようになって数日が過ぎた。

　その間、通算で四回、黒い獣が姿を現すということがあったが、いつも亜子の黒い炎で焼き払われ、消えていった。

　一度は見た光景の繰り返しで緊張感が薄れてしまいそうだったが、実際に人が襲われているのを見ると、そんな気も失なくなっていく。

　目的はわからないが、あれは人を襲っているのだ。そんな生き物を相手に、油断などはしていられない。

「あかりちゃんに怪け我ががなくて、依頼どおり亜子ちゃんを守れてるんだったら文句はないんだけど……」

　少し無理をしながら、ひかりが両足を首に引っかけようとする。ちょっと苦しそうな顔で、最初の挑戦は残念ながら失敗に終わった。

「亜あ子こちゃんが戦ってる、その黒い獣って結局なんなの？」

「さあ。それは木き嶋じまさんもよくわからないって言ってましたけど……」

「本当にそうかしら……話を聞いてる感じだと、亜子ちゃんはまだ何かを隠してるって感じがするけど……まあ、本人が秘密にしたいっていうんだったらしょうがないか。あかりちゃんのお仕事は、あくまでも亜子ちゃんを守ることなんだから」

「……木嶋さんは、何を隠しているんでしょうか？」

「それをあたしが知ってたら、こんなところでヨガなんてしてないわよ」

「じゃあ、どんなところで何をしてるんですか？」

　答えは考えていなかったようだ。ひかりはあかりの質問を無視して、再び両足を首に引っかけようとしていた。

「ところであかりちゃん。そんな場合じゃないのは百も承知で二百も合点で、次の仕事になりそうな話をしてもいいかしら？」

「今の仕事が大変で、そんな場合じゃないんですけど」

「それは百も承知で二百も合点よ」

「……まあ、話だけなら聞きますけど」

　再び両足を首に引っかけようとして失敗に終わったひかりは、間を置くために軽い深呼吸を二、三度した。

「最近、野外で突然、原因不明の昏こん睡すい状態に陥っちゃうって話が多発してるんですって。しかも目撃者はゼロ。っていうか、正確にいえば、目撃者が全部被害者になってるってことなんだけど。とにかくまあ、そういう事件が頻発してるのよ。事故や病気の可能性も考えられたんだけど、その可能性も薄そうで……」

「都市伝説みたいな話ですね。それだったら、私もクラスで噂うわさ程度には聞いたことがありますけど」

「都市伝説なんてものは所しよ詮せんは噂でしかないわ。あたしが言っているのは、根も葉もない噂じゃなくて、れっきとした被害者がいる事実よ」

「……それと、あの黒い獣が関係してるっていうんですか？」

「さあ。それはあかりちゃんが調べることなんだけど……あたしの勝手な予想では、無関係ってわけじゃないとは思うわよ」

　意地でも成功させようと思っているのだろう。懲こりずに、ひかりは自分の両足を首に引っかけるという挑戦を始めた。

　うなり声を上げながら、必死になって自分の体を折り曲げようとする。

　三度目の挑戦。今度は上う手まくいったようだった。

「罪のあるところには得がある。意味もなく、その黒い獣が人を襲っているとは思えないわ。どこかに必ず、それで得してる人間がいるはずよ」

　良い事を言っているのだが、両足を首に引っかけたままという情けない格好のせいで、説得力が半減していた。

「……はい。わかりました」

　その忠告を頭に残し、あかりはリビングを出た。

　服装は制服。目的地は公園。

『鋼糸操術ライン』に使うワイヤーと、眼鏡めがねはちゃんと持っている。

　準備は、万全だった。

「あれ？　ちょっと……あ、足が首から外れないんだけど……ちょ、あれ……助けてあかりちゃーんッ」

　リビングから聞こえてきた姉の声を無視し、あかりは家を出て行った。





　いつもと同じ夜の公園、場所は南に行ったところにある噴水の前。ライトアップされている噴水は、誰だれでも一度は目を奪われるだろう。

　待ち合わせの場所に先に来ていたのは亜あ子こだった。いつものように制服の上に、黒くて大きなマントと帽子を着込んでおり、見た目的には普段となんら変わるものではない。

　ただ、その身を包んでいる空気だけが違っていた。

「……」

　近づく人影に気づき、亜子は小さな顔をあかりの方に向けた。

「あ、やっほ。あかりちゃん」

　笑顔自体に変わりはない。が、なぜかその笑顔が作り物のように見えた。

「どうかしたんですか？　普段よりも元気がないように見えますけど」

「え、そうかな？　亜子的には普段と同じだよ。元気いっぱい夢いっぱい、お腹なかいっぱい大失敗って感じだよ」

　落ち込んでいるという様子ではない。受ける印象としては、これから起こる何かに怯おびえているといったところだ。

「そうですか。木き嶋じまさんがそう言うんだったら、大丈夫なんでしょうけど……」

　気配を感じた。

　いつもそうだ。あれが現れる時は決まって、世界を包む空気が収縮していくような感じを受ける。

「今日は、ちょっと早いお出ましみたいですね」

　目の前に現れたのは、夜の闇やみのように暗い、あの黒い獣だった。

「あかりちゃん。下がってて」

　あかりに注意を促うながし、亜あ子こが黒い獣に向かっていく。

　いつもと、同じということですか。

　脇わき役やくに徹することを決めたあかりは、適度な距離を保ち亜子の動向を見守ることにした。

　圧倒的な火力の前では、どんなものであろうと屈するしかない。

　その炎は黒く、激しく、強く、美しく――

　敵と認識した相手を、容赦なく焼き尽くす。

　圧倒的な強者が、圧倒的な火力で相手をねじ伏せるという光景が目の前に広がる。獣を包む黒い炎を、亜子は無言で見つめていた。

「反則ですね……あれは……」

　黒い獣は亜子の炎で焼き尽くされた。

　だが、張り詰めた空気は依然として変わらない。新しい気配を感じ、視線を向ける。その先にいたのは焼き尽くしたはずの黒い獣だった。

「ちょッ……連続ですか」

　亜子の死角から姿を現した黒い獣に、亜子はまだ気づいていない。少し離れたところにいた、あかりだから気づくことができた。

　だが、助けに向かおうとしたあかりよりも早く、黒い獣が亜子に向かって駆け出していく。走っても間に合わないと判断し、亜子に向かってワイヤーを投げその身を捕まえると、あかりは力任せにその小さな体を引っ張った。

「わぁッ」

　突然体を引っ張られたことで、亜子が間の抜けた声を上げた。

　自分に向かって飛んでくる亜子の体を受け止める。

「あ、あかりちゃん……」

　あかりの行動に、亜子はキョトンとした顔で驚いていた。だが、いつまでも呆ほうけているような時間はない。亜子はあかりに向けていた、何か言いたそうな顔を黒い獣に向け直し、集中した面持ちで黒い炎を構えた。

　手のひらをかざす。その手に黒い炎が――『竜王の焔バハムートフレイム』が宿る。

　その炎は、自らの強い力を誇るように激しく雄々しく燃えていて――

　黒い獣を一瞬で飲み込み、焼き尽くし、消し去った。

　辺りの気配を窺うかがう。世界を包む緊張感はもうすでに消え失うせている。

「もう、黒い獣は出てこないんでしょうか？」

「うん。もう出てこないと思うけど……」

　気配を変えたのは、亜子だった。ここに来てすぐに感じたあの感覚。亜子は、これから起こるかもしれない何かに怯おびえていた。

「あかりちゃん。今日はもう帰ってほしいんだ」

「え？　何言ってるんですか？　こんな状況で帰れるわけないじゃないですか」

「そ、それはそうなんだけど……」

　何を、気にしてるんでしょうか？

　あかりが亜あ子こを問い詰めようとすると、亜子はあかりから離れ、一人何もない方向を見つめて立ち尽くした。

　黒いマントが風に揺れる。少しずれた帽子を、軽く触って整える。後ろから見つめるその立ち姿は、本当に小さくてか弱くて――戦うなんて、無理だって思えた。

　誰だれかを待っているかのように、亜子はそこに立っていた。

　そこに、亜子が待っていた人間が現れたのは、数分程度の時間が経たってからだった。



　それは、小さな――とても小さな人影だった。



　その小ささが、状況の不気味さを物語っている。

　こんな時間に、こんな場所に、こんな小さな人影の人間がいる。誰がどう考えても普通ではない。

　小学生程度の体たい躯く。真っ黒なコートを着ており、頭はフードに覆おおわれている。落ち着き払ったその立ち姿から察するに、迷子というわけではないようだ。

　体つきから、少女だと予想できる。だが、顔が見えないので、まだはっきりとした判断はできない。

　ただ一つ確かなことは、亜子がその小さな人影を待っていたということだった。

　亜子と小さな人影。二人の間を流れる空気には、他の全すべてを拒絶する何かがある。

「ふーん。誰が邪魔をしているのかと思えば……やっぱり亜子だ。それもそうか。私の邪魔ができるのは、亜子しかいないし」

　突き放はなすような話し方をするその小さな人影が、頭を覆っているフードを取り、コートの中に隠れていた、長い髪をかきだす。その髪は、腰くらいまでの長さだった。

「……………」

　顔が見えた。

　あかりは、言葉を失った。

　その小さな人影は――木き嶋じま亜子と、同じ顔をしていた。

「それで、亜子はどうして私の邪魔をするの？」

　小さな体躯を持つ、亜子と同じ顔をしている少女がそんな質問をした。亜子はすぐには答えず、もったいぶるように間を置いてから答えた。

「……美み優ゆが、悪い事をしているからだよ」

　亜子は自分と同じ顔をしている少女を、美優と呼んだ。

　今いま更さらだが、二人が知り合いなのは間違いなかった。

「悪い事？　私のしていることの、何が悪いの？」

「悪いよ。黒い動物を作って、人のことを襲うなんて……悪くないわけがないじゃない」

　美み優ゆと呼ばれた少女は、つまらなそうに息を吐いた。

「偉そうなこと言わないで。何もわからないくせに、何もできないくせに……そんなこと言われても迷惑なだけ」

「偉くなんかないよ。ただ……悪い事を、悪いって言ってるだけだよ」

「あっそ……じゃあ、ずっとそう言っていれば」

　その体つきからは想像もできないほどに、美優は落ち着いていた。何を言われても揺るがない。どんなに否定されても変わらない。そんな強さを、彼女は感じさせた。

　二人が知り合いだということ以外、何もわからない。会話に入っていけるような雰ふん囲い気きではなかったが、このまま置き去りにされるよりはマシだと思い、あかりは口を挟むことにした。

「あの子って……何なんですか？」

　声を発したことで、美優の視線があかりの方へと移った。

「なに？　その女」

　亜あ子こにそれを尋ねる。だが、返事をしたのはあかりだった。



    

  
    
      



    

  
    
      「ちょっと、口の利き方が悪いんじゃないですか。年上には、とりあえず敬語を使うものですよ」

「そんなのどうでもいい……悪いけど、邪魔だから喋しやべらないで」

「……だから、口の利き方が悪いって言ってるんですけど」

　小生意気なその態度に、あかりはイラつきだしていた。そのあかりをなだめるために、亜あ子こがそっと体を美み優ゆとの間に入れる。

「ごめんあかりちゃん。今は黙って、亜子に全部を任せてほしいんだ」

「木き嶋じまさん……でも……」

「お願い」

　今まで見たことがない、真剣な顔だった。思わず言葉が奪われ、あかりは一歩だけ引き下がった。

　亜子が、美優と呼んでいる少女を見つめる。

「今まで、どこにいたの？」

「言わない。知りたいんだったら、自分で調べれば」

「……これから、どうするの？」

「さあ。よくわからない……だけど、きっと今までと変わらない。だって、私は――まだ、死にたくないから」

　会話の意図するところが、今ひとつよくわからない。自分はほとんど何も知らないんだということを、実感した。

「そっか……じゃあ、私は美優をやっつけるよ」

　亜子の一人称が私に変わった。

「好きにすれば。別に、助けてほしいとは思わないし」

　どうしようもなく、その少女は冷めていた。

　亜子の手に黒い炎が宿る。黒い獣が現れる時と同じように、空気が張り詰めていく。

　それでも、小さな少女はそれを意に介さず、冷めた表情を浮かべていた。

「悪いけど、今日は亜子と戦う気はない。今日は顔を見に来ただけ。私の『神威カムイ』を倒しているのは誰だれなのかを、知りたかっただけだから」

「美優……」

「それと、お母さんの言ってたのがどんな人なのか、興味があったんだけど……そんな女、何かの役に立つわけがない」

「お母さん？　美優、お母さんに会ったの？」

「うん。少し会って話をしただけだけど……亜子を守るために人を用意したって言ってた」

　ドクンと、あかりの心臓の音が強くなった。

「そばにいるのはその女だけ？　じゃあ、何も恐こわくない。役立たずは、どんなに頑張っても役立たずだから」

　美み優ゆの挑発にイラっとする。だが、亜あ子この手前、そこは必死になって我慢した。

「それでも、役立たずなりにその女が私の邪魔をするっていうんだったら……遠慮はしない。すぐに殺す」

「何度も言わせないでください。言葉遣いには、気をつけるものですよ」

　できる限り感情を抑え、それだけを言い返した。

「ふん。役立たずは勝手に吼ほえてれば」

　美優の視線が亜子の方を向く。当然、亜子は逃げずにそれを見つめ返した。

「用があるから、もう帰る。亜子とはまたすぐに会うことがあると思うけど……その時も邪魔をするっていうんだったら……」

　続きは口にしない。口にしなくても、わかるということだろう。

「じゃあね、亜子」

　長い髪を振り、美優が背中を向けた。その背中に石でも投げてやろうかと思ったが、さすがにやめておいた。

　そして小さな少女がこの場から立ち去る。

　一気に空気が弛し緩かんしていき、気分が楽になる。いつもと同じ夜の公園の風景が戻ってきた瞬間だった。

　戻ってきた世界にいるのは、あかりと亜子の二人だけ。

　お互いにごまかすことはできない。聞かなければいけないことがあった。

「あの子……木き嶋じまさんとどういう関係なんですか？」

　知り合いを思わせる口の利き方。体格こそ違うが、顔は亜子とほとんど同じだった。

　知らない、わからないという説明が、通用するわけがない。

「あの子はね――」

　うつむき、亜子は言った。

「――亜子の、双子の妹なんだ」

　亜子の一人称が自分の名前に戻る。私という格好つけた言い方をするのは、美優という少女の前だけなのだろう。

「双子？　それにしては、ずいぶんと体格が違うみたいですけど……」

「理由があって、美優は長い間入院していたんだ。それで、成長が遅れて……あんな小さな体をしてて……」

「そうですか。それで、何でその妹がこんな場所に姿を現したんですか？　木嶋さんを迎えに来たってわけじゃなさそうでしたけど？」

「……」

　亜子は被かぶっている大きな帽子を取った。そして感情を抑えるようにして、それを胸で抱きしめた。

「あの動物たちを作っているのは……………美み優ゆなんだ」

　予想ができた答えだった。だから、動揺はなかった。

「『漆シ黒ンなボるル死オのブ造デ形ス――神威カムイ』……亜あ子こたち、『黒使いウイードブラツク』が作り出す黒い生き物のことをそう呼ぶんだ」

「デス……あんまり、いい響きじゃないですね」

「美優はね、その神威カムイを使って、人を襲おうとしているんだ。亜子はそれと戦わないといけないから……だから……」

「姉妹で、喧けん嘩かをしているというわけですか……それで、何であの子は人を襲おうとしているんですか？」

「命が欲しいんだよ」

「命？」

「うん。亜子と美優はね、普通の神器錬成師ソーマメーカーと違って『黒使いウイードブラツク』って呼ばれる力を持ってるんだ。『黒使いウイードブラツク』がどんな風に違うかは、前に説明したよね？」

「はい。作るものが黒くなるって話ですよね」

「うん。それと同時にね、黒いソーマにはもう一つ特殊な力があるんだ」

「どんなですか？」

「人の命を、奪えるんだ」

　とても大切にしている大きな黒い帽子を、亜子は力いっぱい抱きしめた。

「黒いソーマには、傷つけた人の命を奪って、自分のものにする力があるんだ。美優はそれが目的で、神威カムイを使って……」

「悪い事をしているというわけですか？」

　人の命。それを奪うことにどれだけの価値があるのか？

　今のあかりには、理解できない話だった。

「木き嶋じまさんは、今日あの子がここに来ることがわかっていたんですか？」

「うん。なんとなくだけど……わかってたよ。双子だから、今近くにいるとか、今力を使っているとか……その辺のことが大体わかるんだ」

　そのせいで、今日の亜子は様子が違っていたのだろう。

「なるほど。やっと話が見えてきました。相手が妹だったから、木嶋さんは相手の正体を知っているのに、わからないって言ってごまかしてたんですね」

「……ごめんね」

「いえ、別にいいですよ。誰だれだって、知られたくないことの一つや二つはあるもんですから……それで、公園という場所を好んで出現するということには、意味があるんですか？」

「多分……ほとんど人がいないからだと思うよ」

「人目は少ないほうがいいということですか？」

「うん。美み優ゆも、あまり目立ちたくないと思ってるはずだから……だから、夜の公園を選んでるんだと思う」

　日中、人の多いところにあんな黒い獣が出現したらどんな騒ぎになるか？　それは誰だれにでも容易に予想できることだ。

　その結果訪れるであろう面倒を避けるために、あの少女は、なるべく人目につかない場所と時間を選んで、行動していたのだろう。

「事情は理解しました。でも、相手が妹だっていうんだったら、木き嶋じまさんが出てこなくても……他にも、神器錬成師ソーマメーカーと呼ばれる人はいるんですよね？　だったら、その人たちに任せれば――」

「駄目だよ」

「……どうしてですか？」

「黒いソーマと戦えるのは……同じ黒いソーマだけだからだよ」

「……」

「作り出したものが黒い。命を奪える。黒いソーマに触れることができるのは、同じ黒いソーマだけ。それが『黒使いウイードブラツク』が普通と違うところなんだよ。だから、世界一強い神器錬成師ソーマメーカーの人が、世界一強いソーマを持っていたとしても……」

「あの子の作り出す、黒い獣には勝てないということですね。だから、木嶋さんが黒い炎で戦って……」

　同情する話だった。だが、どれだけ思い悩み考え――心を痛めたとしても。

　あかりにとっては、それだけの話だった。

　誰が相手で、どんな理由があって戦っていたとしても関係ない。

　結局、亜あ子こを守る以外――あかりが戦う理由などはないのだから。

　面倒くさそうなことは、全すべて無視すればいい。

　亜子はうつむいたままだった。

　元気で明るい姿は、今は弱くか細く見えた。

「ねえ、あかりちゃん？」

「何ですか？」

「あかりちゃんは……何なの？」

「……」

　一番聞かれたくなかったこと。

　許されるのであれば。

　答えずに済むのなら。

　騙だまし通せるのであれば。

　何も、言いたくない。

「さっき、何か縄みたいなものを投げて亜あ子こを助けてくれたよね。それって、普通の子にはできないことだよね。それに、亜子よりも先に神威カムイの存在に気づいてて、身のこなしもちゃんとしてて……あかりちゃん、普通じゃないよね？」

「そんなことないですよ。私は、普通で……ちょっと必死だったから、そう見えただけなんじゃないですか」

「うそッ。あかりちゃんは、亜子に何かを隠してるよ。さっき美み優ゆが言ってたよね。お母さんが、亜子を守るための人を用意したって……亜子、そんな人知らないよッ。亜子のそばにいるのはあかりちゃんだけで……亜子を守ってくれて、亜子の心配をしてくれてるのは……あかりちゃん、だけだもん」

「……」

「本当のことを言ってほしいよ。そうじゃないと―――――」

　隠したり、ごまかしたりできるような状況ではなかった。

　結局、早いか遅いかの違いだ。

　大丈夫。秘密にしてくれと言えば、亜子は誰だれにも話したりはしない。

　それに、きっと、この先は話したほうがやりやすいと思うから。

「――実は、うちの家は少し変わった仕事をしているんです」

「どんな？」

「探偵業みたいなものです。といっても普通の探偵とは違ってて、ちょっと乱暴な仕事が多いんですけど――」

　核心を口にしようとする。

　なぜか、躊ちゆう躇ちよしていた。

　言ったら、何かが、壊れてしまうような気がした。

「――今も、その仕事の一つとして、ここにいます」

「お仕事？」

「はい。頼まれたんです。木き嶋じまさんのお母さんから。娘を守ってやってくれって」

　何でだろう。胸が痛い。

　理解できない。苦しい思いをする理由なんて、何もないのに……

「……そっか」

　呟つぶやく声は、悲しそうだった。

「お母さん、亜子と美優のこと凄すごく心配してたから……………そっか」

　何でだろう。亜子の顔が見れなかった。

　長くて、重い沈黙。

　適当にごまかせると思っていた。

　そんな隠し事で、怒るような子じゃないと思っていた。

　本当のことを話しても、亜あ子こは変わらずに馬ば鹿かみたいに呑のん気きな顔をして笑ってくれると信じていた。

　だけど――

　何でこんなに……空気が重いんだろう……

　何か、違った。

「あかりちゃんは……亜子を騙だましてたんだ？」

　嫌になるくらい、その言葉が耳に残った。

「残念だよ。あかりちゃんとは、もの凄すごいマブダチになれると思ってたんだけど……」

「……そんな言い方はないんじゃないですか？　それは、少しは騙してたのかもしれませんけど……そんな嫌味な言い方することはないと思います。隠し事をしてたのは、どっちも同じなんですから」

「そうだね。そうだけど……亜子のことが心配だったっていうのも嘘うそだったんだね。お仕事だからしょうがなく、あかりちゃんは亜子に付き合っていたんだね」

「そ、それは……」

　事実だ。間違ってない。

　何度もそう自分に言い聞かせてきた。

　それを亜子に言われただけだ。

　なのに、なんで……

「友達って言ってくれたのも、嘘だったんだね……」

　亜子が帽子を深く被かぶる。それが邪魔で、顔が見えなかった。

「もう、亜子のそばにいなくてもいいよ。亜子は一人でも充分戦えるよ。あかりちゃんがいても、邪魔なだけだもん」

「なッ、邪魔って……確かに何の役にも立ってないかもしれませんけど……それでも、邪魔って言い方は」

「だって実際、あかりちゃんは役に立たないもん。あかりちゃんがどんなに凄くても、『黒使いウイードブラツク』である神器錬成師ソーマメーカーには勝てないよ。美み優ゆも言ってたよね。私の邪魔をできるのは亜子だけだって。実際そうなんだよ。『黒使いウイードブラツク』とまともに戦えるのは、『黒使いウイードブラツク』だけなんだよ」

「そ、それでも……」

「もしもあかりちゃんが怪け我がをしたとしても、亜子は助けてあげられないよ。だから――」

　深く、とても深く亜子は帽子を被った。

「――あかりちゃんがいても、邪魔なだけだよ」

「……」

　反論できない自分が、情けなかった。

「じゃあね。今日はもう大丈夫だと思うけど、気をつけて帰ってね」

　亜あ子こが小さな背中を向ける。一度だけ声をかけると、亜子は顔だけを向けた。

「亜子はもう、あかりちゃんとは絶交だから」

　最後にそれだけ言って、亜子は立ち去っていった。

　呆ぼう然ぜんと立ちつくすあかり。

「な、な、な、なんですか。突然絶交って……本当のこと言わないとそばにいさせてあげないっていうから話したのに……話が違うじゃないですかッ」

　予想は見事に外れ、展開としては最悪の方向に進んでしまった。

　無性に、気分が悪くなってきた。

　絶交。はっきりいって上等だった。

　こっちは最初からそのつもりだった。仕事が終わったら、つまらない友達ごっこをやめて、一人に戻るつもりだった。

　それが突然訪れただけで……こんな風に、気分を悪くする必要なんて……

「あぁッッ。もう、腹が立ちますッ」

　近くにあった小石を、とりあえず思いっきり蹴けっ飛ばした。





「ただいま」

　気分ではなかったが、玄関の扉を開けると反射的にそう言ってしまっていた。

「あらぁ。お帰りあかりちゃん。お姉ちゃん超待ってたわ」

　自室からひかりが出てきた。服装は、上下ジャージのままだ。

　あかりは普段のようなおっとりとした微笑を浮かべることはできず、むっつりとした仏ぶつ頂ちよう面づらをしていた。

「あのさあかりちゃん。実はねお姉ちゃん、さっき仕事先の人から連絡貰もらっちゃって、締め切り破ったことを超怒られちゃったのよ。それで、今日は徹夜でお仕事しないといけない感じになっちゃったんだけど……お夜食で、お粥かゆでも作ってくれたら嬉うれしいなぁ」

　甘えてくる姉。相手をするのが面倒だ。

「ご自分で作ってください」

「あら？　そんな素っ気ない……ねぇ、そんな意地悪言わないでさ、あたしのためにお夜食を……」

「自分でどうぞッ」

　姉を振りきり自室を目指す。

　今は誰だれとも話をしたくはない。

「ちょ、ちょっと待ってよあかりちゃん。怒られてブルーなお姉ちゃんをもっと落ち込ませるような態度はやめて……あかりちゅわーん」

　荒々しく自室の扉を開け、強く閉める。扉が傷むことなど、一切気にしなかった。

　不機嫌な気持ちのままベッドに飛び込む。頭から毛布を被かぶると、真っ暗になり何も聞こえなくなった。

　ああもうッ。何で私がイラつかないと……

　頭に浮かぶのは亜あ子このことばかり。亜子を思い出すと、絶交という言葉が頭に浮かんできて、余計に気分が悪くなる。

　不愉快で、どうしようもない。

　だけど、気分を晴らす方法がわからない。

　あかりには、モヤモヤとした気持ちを耐えることしかできなかった。

「いいですよ。こっちから絶交ですよッ。もう、木き嶋じまさんと口なんかききませんから。私だって、木嶋さんの子供っぽい趣味が嫌いだったんですよ。何ですか。ちょっとくらい特殊な力を持ってて強いっていうくらいで、あんな偉そうなこと言って……もうッ。むかつくッ。木嶋さんなんて、一人で戦ってやられちゃえばいいんですよ。ほんとにもう……木嶋亜子のアンポンタンのスカポンタン。チンチクリンのアニメオタク」

　疲れて眠ってしまうまで、そうやって思いつく限りの不満を口にし続けた。

　だけど結局最後まで、何でイラついているのかはわからなかった。





『やっほー。あかりちゃーん。今日は機嫌はいいのかしら？　お姉ちゃんは、朝もはよからお出掛けしてきます。お土産みやげは買ってきません。いつごろ帰ってくるかも予想できません。だけどお土産を買ってくる予定はありません。何かあったら携帯にでも連絡してください。多分出ないと思うけど、辛抱強く連絡くれればきっと気持ちだけは届くと思います。それじゃあ、帰ってくるまでよろしく。追伸。お土産は買ってきません』

　いつもより遅めに目が覚め、慌あわてて向かったリビングで、そんなことが書かれている置き手紙を見つけた。

　筆跡は間違いなく本人のものだ。一応の確認で部屋も調べたが、そこにも姉の姿はない。

「朝早くから出掛けるなんて姉さんらしくない……雨でも降るんじゃないでしょうか」

　窓から外の様子を窺うかがう。天気が良く、雨の心配はなさそうだ。

　そんなことよりも問題は時間だ。今日は不覚にも寝坊してしまった。昼食の弁当を作るどころか、朝食を食べる時間もない。

　下着とシャツを変え、顔を洗い髪型を整え、あかりは急ぎ足で家を出て行った。



　学校に着くと、すでに亜あ子こが登校していた。

　普段だったら人懐っこく笑いながら、馴なれ馴なれしく寄ってくるのだが……今日はそれがない。

　目が合った瞬間。とてもわかりやすくそっぽを向かれた。

　……朝から、気分が悪い人ですね。

　文句の一つでも言ってやりたかったが、こちらから話しかけるようなことはしたくない。

　あっちが身勝手にも絶交と言ってきたのだ。頼まれたって、こっちから擦り寄るようなことはしたくない。

　昨日のような不愉快な気持ちになる。

　授業の間。休み時間。その気持ちは続いた。もれ聞こえる他人の会話に、「今日の橘たちばなは機嫌が悪いみたいだ」というものもあった。

　とにかく、亜子のことを意識してイライラした一日だった。

　ただ、たまにその気持ちが途切れる瞬間もあった。

　その瞬間を埋める感情は、いつも寂しさだった。





　今日は園芸部の活動日だった。惣そう一いち目当てのあかりとしては、サボるわけにもいかない。

　お邪魔虫である亜子は、授業中に居眠りをして職員室に呼び出されたからここにはいない。一時間目から気持ちよさそうに眠り続け、四時間目の授業で「もう食べられないよ」という寝言を口にして、職員室行きを決定させてしまった。

　中庭、花壇の前。

　あかりにとっては理想的な、好きな少年との二人っきりの時間。

　だけど――不思議と気分はすぐれなかった。

「あれ？　今日は亜子ちゃんは？」

「……木き嶋じまさんだったら、諸事情があって職員室に行っていまして……今日はクラブに来れないみたいです」

「そっか。それは、残念……」

　惣一があかりの顔を覗のぞき込んでくる。

「どうかしたの橘さん？　なんだか、落ち込んでるように見えるけど」

「え？　そう、ですか。私は普段と同じつもりですけど……」

「そう？　僕には、何か大切なものでも失なくしたように見えるけど」

「……」

　普段とは違う感じで、惣一の優しい声が胸に染みた。

　なぜか自然とうつむいてしまう。永遠に見つめ続けても飽きないであろう惣一の顔を、今日は見る気にならなかった。

「『大切なものの価値がわかる人なんていない。

　いつだってそうさ。

　誰だれだってそうさ。

　失なくして、初めて、価値を知るんだ。

　だから振り返って、探しにいこう。

　大切なものを、大切にするために。』

　落ち込んでる顔は、橘たちばなさんには似合わないよ。何があったのかは知らないけど、元気出してね」

「月つき島しま先輩……」

「それじゃあ、今日は僕と橘さんだけで頑張ろうか」

「はい。よろしくお願いします」

　少しだけ、気分が晴れたような気がした。



　じょうろで花に水をやる惣そう一いちを、あかりはそばで見つめていた。

　雨の心配がないくらい、今日の空は蒼あおく澄んでいる。ポカポカとした陽気の中庭はとても静かで、水が流れる音しかしない。

　時間が、ゆっくり流れているような気がした。

　イラついていた気持ちが鳴りを潜ひそめる。惣一がそばにいるだけで、素直な気持ちになれるような気がした。

「月島先輩」

「うん？　どうかしたの？」

「……友達って、何なんでしょうか？」

　こぼれるように、そんなことを聞いてしまった。

　あれは友達ごっこで、あの子は友達でも何でもなくて……用がなくなったらサヨウナラで、仕事だから面倒な思いを我慢して、そばにいるだけなのに。

『あかりちゃんは……亜あ子こを騙だましてたんだ？』

　騙してるつもりなんてなかった。

『あかりちゃんがいても、邪魔なだけだよ』

　邪魔って言われても悔しくはなかった。だけど、悲しかった。

『亜子はもう、あかりちゃんとは絶交だから』

　最初はそれを望んでいた。

　だけど、叶かなってみたら、全然嬉うれしくなかった。

「誰かと、喧けん嘩かでもしたの？」

「いえ。そうじゃなくて……喧けん嘩かってわけじゃなくて、ただ、その……」

　ごまかしても、意味はなかった。

「……そうですね。ちょっと、喧嘩をしちゃいまして……」

「そっか」

　微笑ほほえみかけると、惣そう一いちはまた花に水をやり始めた。

「橘たちばなさんは、友達はどういうものだって思ってるの？」

「私ですか？　私は、えっと……」

　考えたこともない、自分に気づいた。

　友達なんて必要ないと思っていたし、そばにいても気疲れするだけだとも思っていた。

　だから友達という存在に価値を見みい出だすことができなくて、それがどういう存在なのか、考えたこともなかった。

「私には、よくわからなくて……」

　あかりには、そう答えることしかできなかった。

「そうだね。唐突に友達って何って聞かれても、上う手まくは答えられないよね。でも、そんなに難しく考える必要はないと思うよ」

「……」

　花に水をやりながら、惣一が呟つぶやく。

「『もしも君が暗くら闇やみに包まれたとしても、僕が君を助けてあげるよ。

　もしも君が転んで立ち上がれなくなったとしても、僕が君に肩を貸してあげるよ。

　もしも君が路地裏で一人震えていたとしても、僕が君をみつけてあげるよ。

　僕が君を守ってあげる。

　君は僕の友達だから。

　世界中全すべてが君を苦しめたとしても、僕は君のそばにいるよ。

　僕は君の、友達だから。』

　……友達っていうのは、そういうものだと思うよ。だから深く考えて、悩む必要なんてないよ」

「……」

「橘さんが友達だって思ったんだったら、その子とはもう友達なんだよ。だから、早くその子と仲直りできたらいいね」

「……はい」

　とても自然に――あかりはそう言えた。

　落ち着いてくると、普段と同じような気持ちで、惣一の顔を見つめることができるようになってきた。

　月つき島しま先輩って、やっぱり素敵だな。

　顔を見ているだけで、胸が熱くなる。好きという気持ちが強くなりすぎて、何を考えているのかよくわからなくなってきた。

「橘たちばなさん」

「……」

「橘さんっ」

　想像の世界を飛び回っていた意識が、現実の世界に戻ってくる。

「えッ。あ、は、はい。何ですか？」

「どうかしたの？　ぼうっとしてたみたいだけど」

「い、いえ。ちょっと考え事をしていただけで……」

　純情なあかりとしては、あなたに見み惚ほれていましたとは、口が裂けても言えない。

「そう。それならいいんだけど……」

　それから少し会話をして、その日のクラブ活動は終了した。



　道具もしまい終わり、あとはもう解散するだけだ。

　あかりは感謝の気持ちを込めて、惣そう一いちに別れの挨あい拶さつをしようとした。

　――突如生まれた妙な緊張感。

　聞きにくそうに、惣一が言った。

「あ、あのさ。亜あ子こちゃん……普段と変わったことはなかった？」

　その名前に少しドキッとした。

「亜子さんですか？　ええっと、私が見た感じでは、いつもどおりでしたけど」

　自分に対する態度以外は特に変わったところはなかった。

　授業中に眠っているなど、いつものことだ。

「亜子さんが、どうかしたんですか？」

「いや、別にどうかしたってことはなくて……ちょっと、気になっただけで……」

「月つき島しま先輩？」

　呼ばれ、あかりを見つめる顔は、普段と同じものだった。

「ごめん。特には意味のないことだから。それじゃあね。橘さん」

「は、はい。さようなら」

　そして惣一が立ち去っていく。

　一人になったら、当然のように亜子のことが頭に浮かんできた。

「なんにしろ。木き嶋じまさんとは話をしないといけませんね。そうじゃないと、私がすっきりしません」

　友達云うん々ぬんという話は、今は考えないようにしよう。

　昨日のような、一方的な絶縁宣言ではすっきりと終われない。このまま絶交になるとしても、せめて言いたいことだけは言わないと。

　まだ学校にいるかもしれない。

　かすかな可能性を信じ、あかりは亜あ子こを捜してみることにした。





　あっけないほど、亜子とはあっさりと出会えた。

　まずは鞄かばんを取りに行こうと思って教室に戻る途中、下駄箱で亜子に出会った。手には鞄を持っている。どうやら職員室でのお説教が終わり、今から帰ろうとしているところのようだ。

「あ、あかりちゃ……じゃなくて、橘たちばなちゃん……でもなくて、橘さん」

　まだ怒っているのだろうか。亜子は呼び方を「あかりちゃん」から、友達になる前の「橘さん」へと戻した。そしてそのまま、不機嫌そうにそっぽを向く。

「さようなら」

　素っ気なくそれだけを呟つぶやいて、あかりの横を通り過ぎようとする。

「あ、ちょっと待ってください木き嶋じまさん」

　すでにあかりに背中を向けている状態。亜子は振り返ろうともしない。

「なに？　悪いけど、亜子としては橘さんと話すことなんて何もないよ」

「それは、そうかもしれませんけど……」

　嫌な気まずさだ。

　まさか、亜子との会話でそんな気分を味わうとは夢にも思わなかった。

「何で、そんなに怒ってるんですか？　結果として私は木嶋さんを騙だましたのかもしれませんけど……そこまで怒られるようなことはしてないつもりです」

　亜子の返答には、少し間があった。

「それは、橘さんの理屈だよ。亜子には亜子の理屈があって……とにかく、亜子は騙されて嫌な気持ちになったんだよ。友達って言ってくれて嬉うれしかったのに……信じた亜子が馬ば鹿かみたいだったよ」

「それは……」

　それを言われると、どうしても言葉に詰まってしまう。

「亜子はもう一人で戦うから。橘さんには、邪魔をしないでほしいな」

「……そうはいきません。私にも私の都合がありますから。仕事として木嶋さんのそばにいないといけない以上、嫌でもつきまといますから」

　何だかだんだんとイラついてきた。

　昨日と同じだ。何でここまで拒絶されないといけないのだろう。

　惣そう一いちと一緒だった時の、素直な気持ちはもうすでにどこかにいってしまっていた。

「それだったらもう大丈夫だよ。昨日、お母さんに橘たちばなさんは役に立たないから必要ないって伝えたもん。だから、今いま頃ごろはもうクビになってると思うよ」

「なッ」

　予想外の展開に、思わず素すっ頓とん狂きような声が出た。

「お金を貸したのに逃げられた闇やみ金きんの帝王ぐらい、亜あ子こは怒ってるんだよ。だから、これから先も、亜子には気軽には話しかけないでほしいな」

「あ。闇金で思い出しましたけど……前に貸したお金、まだ返してもらってませんよ」

「……………それとこれとは、話が別だよ」

　返さないつもりだな。

　そんな疑いが生まれた。

「じゃあね橘さん。これ以上亜子につきまとったら、亜子の殺人バックドロップで投げ飛ばしちゃうからね」

「あ、ちょっと……」

　結局亜子は、まともに話をするどころか、最後まで振り向くことすらなかった。

「もう……めんどくさいッ」

　言いたかったことを全然言えなかったあかりは、忌いま々いましそうに言葉を吐き捨て、下駄箱に八つ当たりをした。



    

  
    
      



    

  
    
      



　あかりの家は、住宅街を抜けた、街外れの小高い丘の上にある。

　一昔前は別荘地として賑にぎわっていた場所なのだが、利便性や知名度などの関係で徐々に寂れていき、今はあかりの家がポツンと一軒あるだけだ。

　あかりの家も元々は別荘として使用されていたものだった。

　そこを自宅として選んだのはあかりの父だった。ここから見える風景が好き。姉から聞いた話では、そういう理由らしかった。

　クビって、本当のことなんでしょうか……

　肩を落とし、あかりは家までの道のりを歩いていた。

　あかりが亜あ子こと一緒にいた理由を突き詰めると、絶対にそこにたどり着く。

　理由があるから、あかりは亜子のそばにいた。理由があるから、友達ごっこをしていた。理由があるから――話をしようと思った。

　クビになるということは、その理由というものが、全すべてなくなることを意味している。

　理由がなくなれば、もう亜子のことを考える意味もない。

「とりあえず、姉さんに聞こう」

　早く家に帰り、姉に話を聞いて、そのあたりのことをはっきりとさせたかった。

　住宅街を抜けると人の気配は一気になくなる。そして代わりに、見て取れる緑の量が格段に増えた。

　背の高い木々が立ち並ぶ並木道。家に帰るためには、ここを通る必要がある。

　突如、あかりは振り返った。

　気落ちしていても、無能になったというわけではない。後ろをピッタリとついてくる気配くらい、すぐにわかる。

「……意外です。あなたと会うなんて」

　昨日と同じ格好。違うのは、フードが頭を覆おおっていないということくらいだった。

　眼鏡めがねをかけていないので、戦闘に対する高揚感が今ひとつ湧わいてこない。ただ、敵が現れたという、警戒心に似た思いだけはちゃんと心の中にあった。

　邪魔者のいない世界。



　目の前に立っているのは――黒いソーマを操る、あの小さな少女だった。



　相変わらず冷めた佇たたずまいをしている美み優ゆと呼ばれていた少女は、何も言わずにあかりを見つめている。

　空気を読める人間であれば、誰だれでもそれを察することができる。話し合いで全てを解決させようという気配なんて微み塵じんもない。あと少し時間が経たてば、目の前にいる小さな少女と戦うことになるだろう。

「驚いて逃げ出さないの？　逃げないと、死ぬのに」

　昨日と同じように、突き放はなすようにそう言う美み優ゆの口く調ちようは、あまり興味がなさそうなものだった。

「心配してくれなくても結構ですよ。あなたのお母さんが言ってませんでしたか？　娘を守ってる人は、強い人だって」

「さあ？　お母さんとは大した話はしてない。美優は美優で好きにすればって言ってた。私はただ、邪魔になりそうな人間を消しに来ただけだから――」

　軽く、美優が左手をかざした。そして、『漆シ黒ンなボるル死オのブ造デ形ス――神威カムイ』を作り出す。

「――だから、すぐに死ねば」

　その言葉を実現するために作り出したのは、何度も見たことがある獣型の神威カムイだ。重厚な体つきの黒い獣が、あかり目掛けて駆け出す。

　どうやら、美優はあかりがクビになったことを知らないようだ。

　ここでこの少女を倒しても意味はなく、あかりとしては戦う理由を見つけることができないのだが――このまま、黙ってされるがままというわけにもいかない。

　あかりは慌あわてることなく宙に体を舞わせ、それを回避した。

「ふーん。ただの役立たずじゃないんだ」

　軽いジャンプで宙高く舞ったあかりを見つめそんなことを呟つぶやくと、身を守るために美優はもう一つ、獣型の神威カムイを自分のそばに作り出した。

　二頭目？　そういえば、昨日も二頭同時に現れましたけど……ソーマっていうものは、一人一個のはずじゃあ……

　疑問が頭に浮かぶが、それに意識を割くような余裕はない。

　戦闘が始まったので、あかりは集中するために眼鏡めがねをかけることにした。だが、いつも入れているポケットに眼鏡はない。

　寝坊して慌てていたから、部屋に忘れてきてしまったようだった。

　……まあいいです。あんな小さな子供一人、どうとでもなります。

　あかりの『鋼糸操術ライン』は、障害物が多い場所でその真価を発揮する。左右に木々が立ち並ぶこの空間。あかりにしてみれば、負ける要素をみつけるほうが難しかった。

　ジャンプと同時に『空中楼閣エリアルスクエア』を展開させ、あかりはその上に立った。目を凝こらせて見つめないと、あかりが空中に浮かんでいるように見える。

　美優を見下ろす位置関係をつくってから、あかりは美優を狙ねらい、触れた瞬間に相手を捕縛する技である『星屑の投擲シユーテイングスロー』を放った。そして同時に、足元に『合理的な罠リーズナブルトラツプ』を仕掛ける。

　どう動いても、美み優ゆはその身を確保されてしまう状態。

　頭では、すでに美優を捕縛した後あとのことを考えていた。

　だが、さすがにそう簡単にはいかない。

　美優のすぐそばにいた黒い獣が、飛んでくるワイヤーを爪つめで打ち落とした。



　そしてそこから、あかりの計算は一気に狂い始めた。



「……うそ……」

　ソーマは普通の物体には触れることができないというルールを思い出す。

　そして同時に、ついさっきの出来事を思い出し、言葉を失うほどの衝撃を味わった。

　普通の物体ではソーマに触れることはできない。ソーマに触れることができるのは、同じソーマだけで、それは逆にいえば、ソーマでは普通の物体に触れることができないという意味でもある。

　だけど、あれはそのルールを無視した。

　触れることが『できる』と『できない』を、あれは自分の都合で切り替えた。

　例外として、自然現象で発生するものだったら、普通のものにも触れることができるらしいが……あれは、どう見ても炎や電気、風といった種類のものではない。

　明らかに生物だ。だから、普通に存在しているものに触れてはいけないはずなのに……

「聞いてもいいですか？」

「勝手にすれば。答える気があったら、答えるから」

「……どうして、その狼おおかみみたいな生き物は――神威カムイでしたっけ？　それは、私の攻撃に触れることができたんですか？」

　あかりを襲った獣型の神威カムイが、美優のそばへと身を寄せる。その際、地面に仕掛けている『合理的な罠リーズナブルトラツプ』を踏んだのだが、あかりがそれを発動させることはなかった。

　トラップは繊細なものなので、一度踏まれたら正常に発動させることができなくなる。あかりは美優のそばに仕掛けられているトラップを、その手に引き戻した。

「ふん。くだらない罠わなを仕掛けてたんだ」

　あかりの挙動を見つめ、美優はそう言った。

「ええ。罠を仕掛けてはいたんですが……それも全部パーになりました。あらためて聞きますけど、どうして私の攻撃を防げたんですか？」

　美優は、顔色一つ変えなかった。

「亜あ子こに聞かなかった？　私は特別なの」

「どう特別なんですか？」

「普通はソーマは一つしか作れないみたいだけど、私は違う。どんなものでも、何度でも作ることができる。壊れたら、また作り直せばいいだけ」

「……なるほど。それで木き嶋じまさんが何度倒しても、黒い獣が出てきたということですね」

「そういうこと。そして、私が触れたいと思えば、何にだって触れることができる」

「……触られたくないと思えば、触られないようにもできるということですか？」

「そう。全部、私の思いのまま」

　唐突に、絶望的な戦力差を突きつけられた気分だった。

　敵の攻撃はガード不能で、弾数は無限。なのに、こちらの攻撃はその全すべてが通用しない。

　考えるだけで、頭が痛くなりそうだ。

「それだけ？　じゃあ、死ねば」

「女の子が、そういう物騒な単語は使わないほうがいいですよ」

　余裕があるのはセリフだけだった。考えれば考えるほど、嫌な事が頭に浮かんでくる。

　まだ――一つだけ奥の手があるが――それが通用する可能性は極めて薄い。

　――『黒使いウイードブラツク』とまともに戦えるのは、『黒使いウイードブラツク』だけなんだよ。

　亜あ子この言葉が、頭に浮かんできた。

「助けでも呼べば。亜子があなたなんかのために、来るわけないと思うけど」

「嫌な言い方しますね。確かに、木嶋さんは私のことが嫌いみたいですけど……それでも、困ってる人を放ほうっておくようなことはしないと思いますよ」

「かもね。亜子は馬ば鹿かだから……『竜王の焔バハムートフレイム』なんて、どうしようもない馬鹿じゃないと作れない」

「？」

　気になる言葉だった。あんな理想的な武器を、なぜ美み優ゆは否定するのだろう。

「その気になれば……あなたも作れるんですよね？　その、馬鹿なソーマっていうのを」

　予想の事実確認をするために、さりげなくそれを聞いた。

「ふん。あんなもの、私が作るわけない」

　返ってきたのは、意外にも否定の言葉だった。

「……あなたは、天才だって聞きましたけど」

「馬鹿じゃないの。だから、あんなものは作らない」

「？　どういうことですか？　あまり話が見えないんですけど」

　馬鹿にするように、美優は笑った。

「何も知らないんだ。あなた」

「……何をですか？」

「ソーマが何でできているかっていうことを」

「……」



「話すから覚えれば。ソーマっていう武器は――神器錬成師ソーマメーカー自身の、命でできているの」



「――え？」

「普通のものには触れないのに、人間を傷つけることだけはできる。その理由がそれ。同じ命で作られたものだから、相手の命に触れ、傷つけることができるの」

　なぜか、予感があった。

　この話は、聞きたくない方向に向かって進んでいくという、予感が。

「作られるソーマの種類は三つ。物質系と現象系と、それと生物系。その中で物質系のソーマは、最初に作る時に少しの命を失うだけで済むけど……現象系と生物系はそうはいかない。作った後あと、その姿を維持するために、命を消費し続けなければいけない」

「……」

「『黒使いウイードブラツク』が作り出したソーマは特別で、命に対する攻撃力が普通のソーマの何倍もある。だけどその分、桁けた外はずれの勢いで命を消費することになって……普通に使ってたら、命がいくつあっても足りない」

　小さな体。黒い帽子。黒いマント。

　あの子は、桁外れな攻撃力を持つ黒い炎を操っていた。

「だけど、『黒使いウイードブラツク』のソーマには人の命を奪う力があるから……それを使って人の命を奪えば、自分は命を失わなくてもいい」

　あの子が、人の命を奪うわけがない。

　あの子は、自分の命だけで戦っているはずだ。

「私は神威カムイのために、人の命を貰もらってるけど……馬ば鹿かだよ。『黒使いウイードブラツク』の作り出す黒い炎は最強で、使いこなせば絶対に誰だれにも負けはしないんだろうけど……死んじゃったら、意味ないのに」

　上う手まく呼吸が、できなくなってきた。

　強くて当然だった。

　美しくて当たり前だった。

　だって、あの子は命を燃やしているのだから。

「炎だと相手を命ごと燃やしちゃうから、上手く命の回収ができない。だから、こういわれている。竜王の炎を使う人間には、竜王に命を捧ささげるだけの覚悟が求められるって。私にそんな覚悟はないから……作りたくても作れないんだけど……わかる？　死ぬ覚悟がないと竜王の炎は扱えない」

　言葉がなかった。

　ただ立ち尽くすだけで、最高に、最悪に、気分が悪くなりそうだ。

「……って、聞かせて覚えさせても意味ないか。どうせ、ここで死んじゃうんだから」

　戦闘中だということを思い出す。だが、心がついてきてくれない。

　少しだけでもいいから間の欲しかったあかりは、跳び上がり、時間を稼ぐことにした。

　今は落ち着いて、戦うことに集中しないといけない。

　戦力差がどれだけあったとしても、結局は本体を倒せば全すべてが終わる。二頭いるとはいえ、所しよ詮せんは獣だ。作戦を立て、頭を使って戦えば、勝てない相手ではない。

　空中にあるワイヤーに乗り、美み優ゆを見下ろす。視線がぶつかり合うと、美優は嬉うれしそうに小さく笑った。

　その次の瞬間だった。

　右肩を、激痛が襲ったのは。

「しまッ――」

　動揺から、気づくのが遅れた。

　あかりの肩を襲ったのは、黒い鷹たかのような生き物――鳥型の神威カムイだった。

　冗談……三つも、同時に……

　その強きよう靭じんな爪つめがあかりの命を抉えぐり取っていく。

　体を襲う激痛で、バランスが取れなくなる。あかりは翼をもがれた鳥のように、地面に叩たたきつけられた。

「言い忘れてたけど、私は、三つまでだったら同時にソーマを作り出すことができるから」

　鳥型の神威カムイが、美優のそばで羽ばたく。

「この子があなたを見つけた。そして私は、こうやってあなたに会いに来た。邪魔されても、鬱うつ陶とうしいだけだから」

　どうやら、知らないうちに、あかりはこの神威カムイに監視されていたようだった。今は、それに気づけなかった自分の無能さを呪のろうことしかできない。

「役立たずが、本当の役立たずになった」

　立ち上がる力がない。虫のように地面に這はい蹲つくばる姿を、美優は冷たい目で見下ろしている。

　体を走る痛みは桁けたが違った。力任せに、根元から腕を引き抜かれたような痛みが、消えることなく連続で発生し続けている。

　これが……命を攻撃されるということですか……

　嫌な汗が噴き出す。

　視界が曇る。

　意識を失うのは、時間の問題だった。

　最悪ですね……これじゃあ……木き嶋じまさんの言うとおり、ただの、役立たずじゃないですか……

　諦あきらめたというのとは少し違う。意識が混こん濁だくし、何も考えられなくなってきた。

「じゃあ、死ねば」

　獣型の神威カムイが二つに、鳥型の神威カムイが一つ。こっちはもう、満足に動くことすらできない。

　命を喰くい尽くされてしまうんだろう。

　黒く染まっていく視界の中、思うのはそれだけだった。

「あかりちゃんッ」

　聞き慣れた声だった。

　視界が真っ暗になるギリギリのところ。亜あ子この姿が、瞳ひとみに映った。

「美み優ゆ……」

　怒りを含んだ声。亜子には、似合っていない声だ。

　かすかに、音が聞こえる。きっと、亜子があの黒い炎を作り出したのだろう。

「早く決着をつけたかった。だからその女を襲えば、亜子が現れると思ったんだけど……正解だった。さすが双子。私が力を使うと、必ず亜子が現れる」

「美優……」

「ここで相手をしてあげてもいいけど……それじゃあ、亜子が困るでしょ？」

「……」

　情けなかった。ここでも、心配の種は自分だった。

「亜子が通ってる学校。夜、そこで待ってる。決着をつけてあげる。いつまでも邪魔をされても迷惑だから」

　炎の音が消える。相手の言葉を承知したということなのだろう。

「それじゃあ、また夜に」

　一つの足音が遠ざかっていく。もう一つの足音は、変わらずにすぐそばにあった。

「……ごめんね、ごめんね……」

　泣きじゃくっている声だった。

　その声が、いつまでも耳に残った。

　そしてそこで、何の音も聞こえなくなった。





　それは、とても遠い日の夢だった。

　太陽が眩まぶしい、ある晴れた日。

　出掛ける用意をした父親が、家を出て行こうとしていた。

　数年前の出来事。歳としは、七つか八つだったと思う。

「お父さん。どこか行くの？」

　あかりがそう尋ねると、父親は振り返り、いつもと同じ優しい顔で微笑ほほえんでくれた。

「ああ。ちょっと出掛けてくるよ」

「どこ行くの？　私も一緒に行ったら駄目？」

「そうだな。俺おれも、できれば可愛かわいい娘を連れて行きたいところなんだけど……今日はちょっと駄目だ。あかりは家で大人おとなしく留守番をしていてくれ」

「うん。わかった……」

　大好きな父親と離れることになる。幼いあかりは、それが悲しかった。

　父親は膝ひざを曲げて、視線をあかりと同じ高さに持ってきた。

「あかり。俺が言ったこと、まだ覚えてるか？」

「どんなこと？」

「友達を、つくるなっていうことだ」

　暗殺師と呼ばれる、特殊な血が流れる特殊な家系。橘たちばな家はそのうちの一つで、あかりが高い身体能力と、『蝶ちよう』という能力を持っているのも、その血が理由だった。

　そんな暗殺師という家系に生き、表おもて沙ざ汰たにはできない仕事をしている限り、危険なことから逃のがれることはできない。いつ何が起こって、どんな死に方をしたとしても不思議ではない。

「俺たちみたいな人間は、友達をつくっちゃあいけないんだよ。その人を、危険なことに巻き込んじゃうかもしれないからな」

　大好きな父の言葉を、あかりは素直に聞いていた。

「友達が死んじゃったら、悲しいもんな。凄すごく仲が良くて、幸せになってほしいって思う奴が死んだら……もう、何もできなくなるくらい、悲しくなるもんな」

「お父さんは、そうなったの？」

「一回だけな。その時思ったんだよ。もう、友達をつくるのはやめようって」

「……」

「あかりにはそんな思いをしてほしくないんだ。だから、友達はつくらないでほしいって思ってるんだけど……」

　父親が立ち上がる。見上げた顔が太陽と重なって、眩まぶしかった。

「でも、それでも勝手にできちゃうのが、友達ってもんだからな……」

　父親はポケットから眼鏡めがねを取り出すと、それをあかりに差し出した。

「あかりにやるよ。俺が昔から使ってたもんだから、よかったら貰もらってくれ」

「ほんと？」

　眼鏡を受け取る。どんな宝物よりも、大切にしようと思った。

「それと、これもあかりにやるよ」

　右手を差し出す。そこには、何度か見たことがある、父親の大切な道具があった。

「貰ってもいいの？」

「ああ。あかりだから、受け取ってほしいんだ」

　何度かそれに触れようとしたことがある。

　だけど、いつもそれに触れることはできなかった。

　父親がそれをあかりの手にのせる。受け取れるか心配だったが、それはごく普通に、あかりの手に収まった。

「できることなら、友達はつくらないほうがいい。だけど、もしもできてしまったら――」

　父親は、大きな手のひらで、優しくあかりの頭を撫なでた。

「その時はそれを使って、全力で守ってやれ」

　父親の声は、とても優しかった。

　だからあかりは、大きな声で「うん」と答えた。

　それは――遠い昔の思い出だった。

　その日を最後に、父はいなくなってしまった。

　どこに行ったのかは、まるでわからない。ブラッと散歩に出掛けるような気軽さで家を出て、いなくなってしまった。

　良い子にしていれば、帰ってくると思った。だから、あかりはみんなの前で、良い子を演じるようになった。どこに出しても恥ずかしくない娘でいれば、必ず、父親は帰ってきてくれると信じていた。

　だけど、結局何の連絡もなくて――



    

  
    
      



    

  
    
      　成長し、戦えるようになったあかりは、姉の協力を受けながら、父親がやっていた仕事をするようになった。

　理由は簡単。この仕事をしていれば、いつか父親に会えると思ったからだ。

　だけど昔と違い、恋しいから会いたいと思っているわけではない。

　自分を置いて、勝手にどこかに行ってしまった父親が憎かった。だからいつか、父親と会える日が来たら、ぶん殴ってやろうと思っていた。

　憎いから。

　悔しいから。

　腹が立つから。

　できることなら、あまり父親のことは思い出したくない。

　だけど、そんなことを思っているのに――

　片思いをしている相手は、どことなく父親に似ていた。

　恨んでいるはずなのに、思い出したくないはずなのに、父親に似ている人を好きになってしまった。

　自覚はあった。

　どんなことを言っても、私は――父親のことが、大好きなんだという。

　だからきっと、この先も永遠に。

　父親のことを、想おもい続けるだろう。





　視界に映ったのは、見慣れた自室の光景だった。

　机や本棚、ベランダと窓。位置関係から察するに、いつも寝起きしているベッドの上にいるようだ。

　上半身だけを起こす。外はすでに暗かった。

「あら。おはよう。あかりちゃん」

　普段と同じ調子の、姉の声が聞こえた。

　窓とは反対側。扉の近くの壁にもたれかかるようにして、ひかりは立っていた。いつものだらしない格好とは違い、今日は上下黒のスーツをしっかりと着こなしている。唇には口紅が塗られており、化粧もちゃんとしていた。

　ちゃんとしていたら、やっぱり姉さんは美人なんだ。

　長い黒髪をかきあげる仕草を見て、そう思った。

「えっと……姉さんは、どうしてここに……………ッ。そうだ。木き嶋じまさんは？」

「亜あ子こちゃんだったら、さっきまでいたんだけど」

「さっきまで？」

「ええ。ちょっと前だったかな、帰らないといけないから帰りますって言って、出て行ったわよ。良い子ね、あの子。小さくて可愛かわいらしくて、思わずぎゅっと抱きしめたくなっちゃったわよ」

　今までのことを思い出す。思い出せるのは、意識を失う前までだった。

「わ、私はどうしてここに？」

「あたしが運んできたからよ。びっくりしちゃったわ。家の近くの道で、あかりちゃん寝てるんだもん。駄目よあんなところで寝たら。風邪ひいちゃうわよ」

「……」

「そのそばに亜あ子こちゃんがいたのよ。あたしがあかりちゃんのお姉さんだって説明すると、泣きながら助けてほしいって言って。それでさすがのあたしも慌あわてたんだけど……よく見りゃ何の怪け我がもしてないじゃない。心配して損しちゃった」

　そういえば、何の痛みもない。

　意識を失うほどに苦しめられたあの激痛は、眠っている間に消えてしまったようだった。

「それでも、妹を道端に放ほうっておくわけにはいかないからね。ちゃんと連れて帰ってきたってわけよ」

「そうだったんですか……ありがとうございます」

「ふ、ギャラはスイス銀行にでも振り込んでおいて」

　得意げな態度。実際は、大したことはしていない。

「それで、姉さんはどこかに出掛けていたんですか？　今日は、オシャレをしているみたいですけど」

「ええ。ちょっとクライアントさんと話を……ええっと、この場合は亜子ちゃんのお母さんになるのかな」

「木き嶋じまさんの、お母さん……」

　それは同時に、美み優ゆの母親ということにもなる。

「ど、どんな話をしてきたんですか？」

　ひかりが頬ほおを掻かく。どうやって説明するか、考えているようだった。

「契約についての話で……簡単にいっちゃえば、もう亜子ちゃんを守る必要はないって言われちゃったわ」

「それって……」

「契約終了ってことね」

「……」

　壁際から移動し、ベッドの上に腰を下ろす。長い黒髪が、雪のように白いひかりの肌を際きわ立だたせていた。

「何で急にそうなったのかは聞かなかったけど……ま、あっちにはあっちの、何か特別な理由があるってことでしょうね」

　あの子だ。

　あの子が、あかりを関かかわらせるのはやめてほしいって頼んだんだ。

　不思議な虚無感が生まれた。放ほうっておくと、心を喰くわれてしまいそうだ。

「それで、今度はあたしの質問なんだけど……ああ、ちなみに、お土産みやげは買ってないわ」

「……別にいりませんよ。そんなの」

「そう？　それだったらいいんだけど……あかりちゃん。何であんなところで寝てたの？　通りがかりの浦うら島しま太た郎ろうにでも助けてもらうつもりだったの？」

「……私は亀かめじゃないですから」

「んじゃなんで？　亜あ子こちゃんに聞いてもよかったんだけど、ずっと泣きそうな顔で聞ける雰ふん囲い気きじゃなかったのよ。駄目じゃない。あんな可愛かわいい子泣かせたら」

「好きで、泣かせたわけじゃあ……」

　思い出しながら、ひかりにここに至るまでの経緯を聞かせる。

　亜子の泣き声を思い出したら、胸が締めつけられた。



「ふーん。そりゃまた面倒な話で。よかったわね。完かん膚ぷなきまでに負けたのに、生きてて」

「相変わらず、ノリが軽いですね」

「トマトとネガティブ思考は、あんまり好きじゃないのよ」

　何かを思い出しながら、面倒くさそうにひかりは髪をかきあげた。きちんと整えた髪型を、鬱うつ陶とうしがっているようだ。

「実はね、契約終了のついでに、次のお仕事についての話もしてきたのよ。そのことについては少しあかりちゃんにも話したと思うんだけど……覚えてる？」

「……原因不明の、昏こん睡すい事件でしたっけ？」

　あの少女が頭に浮かんだ。

　神威カムイという名の、死の造形を操る少女が。

「そう。その事件のことで、目撃者が一人見つかったのよ。それでその人が何を言ってたのか……あたしには劣るけど聡そう明めいなあかりちゃんだったら、簡単に予想できるでしょ？」

「黒い獣を、見たって言ったんですよね」

「ご名答。黒い獣に襲われたのに怪け我がはない。だけど意識だけは奪われて……言ってたわ。まるで、死神に魂を狩られたみたいだって」

　命を奪う。

　浮かんできたのは、そんな言葉。

「それで次のお仕事として、その事件の調査をお願いされてきたんだけど……黒い獣を操る魔法使いだったっけ？　頼まれたって、相手をしたくないタイプね」

　否定する余地は、一片もなかった。

「生きるのに最低限必要な分だけを残して、その子に命を食べられちゃったのね。その結果、食べられたほうは昏こん睡すい状態になっちゃったってわけで……………二度目になるけど、よかったわねあかりちゃん。あかりちゃんは目覚めることができて」

「……そう、ですね」

　嬉うれしさなんて、これっぽっちもない。うつむき、毛布を眺めるだけだった。

「命を使って武器を作ってそれで命を奪うって……まんざら、死神って表現は間違ってはいないわね」

「……」

「それでお姉ちゃんは竜王の焔バハムートフレイムを使うか……本意じゃなかったとはいえ、契約終了になってよかったわね。竜王と死神の喧けん嘩かに付き合わされたら、命がいくつあっても足りないわよ」

　姉の言葉には納得できた。実際、命を根こそぎ奪いかけられたあかりだから、誰だれよりもその言葉に共感することができる。

「というわけで、あかりちゃんはゆっくりしてていいわよ。それで早く体調を万全にしてね。そうじゃないと、この家の家事を全部あたしがやることになって、とんでもないことなっちゃうからね」

「……」

「それじゃあ後あとは、ごゆっくり」

　ヒラヒラと手を振り、姉が部屋を出て行く。香水のいい匂においが、わずかに香ってきた。

　ベッドに寝転がり、天井を見上げる。

　事実を知ったことによる動揺は収まり、今は静かに落ち着いていた。

「死神……か」

『黒使いウイードブラツク』とまともに戦えるのは、同じ『黒使いウイードブラツク』だけ。

　その言葉を、強烈に実感させられてしまった。

　ガード不能で、攻撃は無効。話にならない。レベルが違うという問題ではない。勝ち負け以前に、戦いにすらなってない。

　あんな理不尽な相手とは、二度と戦いたくない。

　姉の言葉どおり、素直に休もうと思った。誰だって、殺されるのは嫌に決まっている。だから、死神だなんてふざけた相手と戦うことを拒否したって、誰も責めたりはしない。



　――だけど、あの子は、今も戦っている。

　小さな体に、竜王の焔バハムートフレイムを宿しながら。



　弱さを見せなかった。弱音を吐かなかった。いつも周りに笑顔を見せて、あの子は戦っていた。

　思い出すと、掻かき毟むしりたくなるくらいに、胸の奥が熱くなった。

　あの子が戦っている相手は自分の妹だった。そしてそのために、あの子は自分の命を武器にしていた。

　馬ば鹿かげた話だった。

　あの子は、自分の命を竜王に捧ささげながら戦っていた。

　勝利しても、幸せにはなれない。必ず、大切なものを失ってしまう。

　ずっと笑顔だった。

　ずっと、無邪気で、きれいな笑顔を見せていた。

　どうして。

　気づくことができなかったんだろう。

　あの笑顔の奥で、あの子は、ずっと泣いていたんだ。

　戦うことを、好むような子ではない。

　傷つけることを、望むような子ではない。

　強いことを、誇るような子ではない。

　本当は戦いたくないんだ。本当は傷つけたくないんだ。だけど、戦わないといけないから――自分しか、戦える人間がいないから。

　あの子は泣くことを我慢して、戦っているんだ。

　そばにいたのに――

　あんなにも近くにいたのに――

　どうして、今まで、気づいてあげられなかったんだろう。

　強く、拳こぶしを握った。

　心の奥で、何かが叫んでいる。

　やっとわかった。

　あの子は、あかりを巻き込みたくなかったから、あかりを拒絶したんだということが。

　何を見ていたんだろう。少し考えれば、簡単にわかることなのに――

　心配してるって言うと、とても嬉うれしそうに笑った。

　アニメが好きで、プロレスが好きで、銭湯が好きで……本当に訳のわからない子だった。

　だけど――嫌じゃなかった。

　拒絶反応があったのは最初だけで……慣れてしまえば、どうってことなかった。

　それどころか、拒絶されたことが、とても悲しかった。

　苦しんでいる自分のために、あの子は泣いてくれた。

　絶交だって言ってたのに、助けてほしい時に、あの子は駆けつけてくれた。

　今なら、素直に認められる。

　あの子と一緒にいる時間は、楽しかった。

　あの子と一緒にいる時間は、大切なものだった。

　あの子は自分にとって――

　飽きるほど天井を見つめ、決意した。

　――行かないと。

　まだ、あの子は戦っている。

　辺りを見回す。

　枕まくら元もとに、眼鏡めがねはあった。それを手に取りベッドを下りる。

　行くべき場所はわかっている。意識を失う前に聞いたあの場所に行けば、あの二人がいるはずだ。



　玄関に向かい、腰を下ろして靴を履はく。急いでいるからだろうか、行動ががさつになってしまい、見た目よく靴くつ紐ひもを結ぶことができなかった。

「お出掛け？」

　いつの間に、後ろにひかりが立っていた。

「はい。いつ帰るかは、わかりません」

　振り返らず、答えた。

「普段のあかりちゃんらしくないわね。殴りこみに行くような気配発して……どこに行くか、わからないあたしだとでも思う？」

「ごめんなさい今は、見み逃のがしてください」

　姉の気配は重かった。それが、思いを伝えているようだった。

「言ったでしょ。竜王と死神よ。あかりちゃんが加勢したところで、への役にも立ちはしないわ」

「そんなこと、わかってます。それでも……」

「どうして行くの？　行って亜あ子こちゃんを救ったところで、何の解決にもなりはしないわ。ただ、危ない思いをするだけよ」

「そんなことありません。どんな手段を使ったとしても、あの、死神って呼ばれてる子を戦えないようにすれば、それで木き嶋じまさんが戦う理由がなくなりますから」

「とりあえずボコボコにして、後あとはそれから考えるってわけね。いいわねそういうの。もの凄すごく単純な理屈で、あたし的には結構好きよ。でもね、そのもの凄い単純な理屈の中に、もの凄く単純な矛盾があること……気づいてる？」

　そんなこと、当の本人であるあかりは、嫌というほど理解していた。

「あかりちゃんは、そのボコボコにする予定の相手に、一度負けちゃってるのよ」

「……」

「確かに一度喧けん嘩かして勝っちゃえば、あとは好きなようにできるわ。そういうことを考えてとりあえず戦いに行くって発想は、間違ってはいないと思うけど……それはあくまでも、その喧嘩に勝てるのであればの話であって、勝てないとわかってて喧嘩に行くなんて、どうしようもなく馬ば鹿からしい選択よ」

「そんなことわかってます。わかってますけど……」

「決意は固いってわけ？　それならあたしにも考えがあるわ。どうしても行きたいっていうんだったら、まずは強固にして強大な壁であるあたしを倒して――フガッ」

　そばにあった靴を投げつける。ものの見事に、それは姉の顔面に当たった。

「ちょ、こらッ。ヒーローの口上中は攻撃しないっていうのが、全世界共通のルールでしょ。あかりちゃんもいい歳とししてるんだから、それくらいのルールは守りなさいよ」

「ごめんなさい。急いでるんです。だから、悪いですけどこれ以上姉さんの相手は――」

　立ち上がろうとして、息を呑のんだ。



　強烈に死を意識させるものが、喉のど元もとに突きつけられていた。



　それは目で知覚するどころか、触れても気づけなさそうなくらいに細い、鋼はがねの糸だった。そんな極細の鋼こう糸しが、罠わなとなって空中に仕掛けられている。

　あかりが知っている限り、そんなことができる人間は世界に一人しかいない。

「あたしが本気だったら、今ので一回死んじゃってたわよ」

　あかりに『鋼糸操術ライン』を教えてくれたのは、姉のひかりだった。そしてひかりの『鋼糸操術ライン』は、それなりの熟練者であるあかりと比べてもなお、格が違うものだった。

　たとえどんなに無ぶ様ざまな姿を晒さらしたとしても、絶対にあかりは姉を見下したりはしない。

　理由は単純だった。

　ひかりが、半はん端ぱじゃなく強いからだ。

「現役じゃないあたしを相手に不覚を取ってるのよ。そんなんで、本気で生きて帰れると思ってるの？」

「……現役じゃなくても、これくらいできたら充分だと思いますけど」

　昔の怪け我がを理由に、ひかりは一線からは身を引いている。が、一瞬の強さだけなら、今でも桁けたが違うものを発揮する。

「命は大事にするものよ。そうじゃなくても、あかりちゃんは一回殺されかけてるわけなんだから。だから――」

　手が切れることも構わず、あかりは仕掛けられている鋼糸に触れた。そしてそれを、無雑作に払いのける。

「待ってるんです。あの子が……」

　スッという音を立て、鋼こう糸しがひかりの手元に引き寄せられる。

「お父さんの言葉、忘れちゃった？　友達なんてつくるもんじゃないわよ。あかりちゃんが亜あ子こちゃんのことをどう思っているのかは知らないけど……自分の命よりも、大切なものじゃないでしょ？」

「そうかも、しれませんけど……」

　馬ば鹿からしくて、比べる気が起こらなかった。大切なものに、優先順位なんて必要ない。

「父さんに言われたんです。友達は、全力で守ってやれって」

「……」

　立ち上がり、玄関を後あとにする。誰だれにも邪魔はさせない。立ち塞ふさがるもの全すべてをなぎ倒すだけの覚悟があった。

「友達か……羨うらやましいわね」

　扉を閉める瞬間、ひかりのそんな声が聞こえた。



　それは、どうしようもないくらいにわかっていることだった。

　行っても何の役にも立たない。戦う力を持たないあかりは、亜子のそばにいるだけの飾りでしかない。

　ずっとそうだった。だから、どうしようもなく、それがわかってしまう。

　ひかりの言うとおり、行っても殺されるだけだ。

　あかりがしようとしていることは、せっかく助かった命を、亜子が助けてくれた命を、わざわざ捨てに行くようなものだ。

　――わかっていた。

　そんなの全部、わかっていた。

　わかっていた。わかっていたけど――行きたかった。

　役に立たなくてもよかった。そばにいるだけの飾りでも問題はなかった。

　ただ、あの子を一人にしたくなかった。

　心に貰もらったたくさんのものを、少しでもいいから、返してあげたかった。

　このまま終わったら、絶対に後悔すると思ったから。

　……待っててください。

　二人がいる場所。夜の学校めざし、あかりは走り出した。
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　息を切らし、駆けつけた場所は夜の学校。校舎の前、並木通りに二人はいた。

　たどり着いた時、亜あ子こはすでに膝ひざをついていた。それを見下ろすようにして美み優ゆが立っている。どちらが相手の命を握っているのか、明白な状態だった。

　美優はまだあかりに気づいていない。

　不意打ちなら当たると思った。いや、正確にいえば、不意打ちでしか攻撃を当てることができないと、確信していた。

　亜子を救うと同時に、美優を窮地に追い込める。それを計算して、あかりは手にある全すべてのワイヤーを『星屑の投擲シユーテイングスロー』として放はなった。

　それは月の光の反射して、わずかに光る。

　まるで、星ほし屑くずが降ってきたようだった。

　だが――

　獣型の神威カムイは、美優が察するよりも速く反応し、爪つめであかりの攻撃を全て叩たたき落した。

「そんなに上う手まくは、いきませんか」

　不意打ちに失敗したあかりがそんなことを呟つぶやく。それは同時に、唯一無二と思える勝機を逸いつしたということの証明にもなっていた。

　それでも、ここで身を翻ひるがえすわけにはいかない。何の策もなく、あかりは亜子たちをめざして走り続けた。

「ふーん。戦えるくらいには、回復したんだ」

　美優のそばには二つの獣型の神威カムイがある。美優の視線がこちらに向くと、そのうちの一つが低いうなり声を上げながら突進してきた。

　ミスは、許されませんね。

　射程ギリギリのところで跳び、黒い獣を飛び越える。凶暴で凶悪な爪が、わずかに服をかすった。

　獣型の神威カムイをやり過ごし地面に着地したあかりは、勢いそのままに亜子の下まで駆け続ける。そしてたどり着くと、何の言葉もかけずに亜子を抱き上げた。

「あ、あかりちゃん……」

　一瞬も止まることなく変わり続ける状況に亜子は混乱していた。だが、そんな亜子を意に介すことなく、あかりが美優に叫ぶ。

「また後あとで来ますからッ。逃げないで待っててくださいねッ」

　美優は反応しない。

　何度も見た冷めた表情で、獣型の神威カムイに攻撃を促うながす。今度は一つだけではなく、鳥型の神威カムイも含めた、三体同時の一斉攻撃だ。

「ちょッ。後でって言ってるじゃないですかッ」

　抱きかかえている亜あ子この靴を脱がす。そしてそれを、美み優ゆ目掛けて投げつけた。

「あかりちゃんッ。亜子の靴……」

「大丈夫です。お金を貯めて新しいのを買えば問題ないですから」

　身勝手な理屈で亜子を黙らせる。やぶれかぶれでやったことだが、それなりの効果はあったようだ。皆無ともいえるほど攻撃力のない靴であるにもかかわらず、神威カムイたちはあかりを追いかけることをやめ、その攻撃から美優を守った。

「覚えててくださいよッ。後あとで必ず仕返しに来ますからッ」

　捨て台詞ぜりふを残し走り去っていく。

「あかりちゃん……かっこ悪いよ」

　抱きかかえている亜子がそんなことを呟つぶやく。その一言で自分の情けなさを理解したあかりは、少し照れながら「しょうがないじゃないですか」と答えた。





　逃げ込んだ先は校舎の中、普通教室の一室だった。

　現在通っている高校の校舎なので、当然、土地勘がある。この状況でその利点を活いかさない理由はない。

　三つの机を並べて、横になれる場所をつくる。その上に亜子を寝かせると、あかりは近くにあった椅い子すに腰を下ろした。

　小さな死神が獣を操る、緊張感があったさっきまでとは違う。

　月の光がわずかに差し込む教室内には、耳鳴りがしそうな静寂しかなかった。

　聞きたいことや、話したいことはあった。だが、きっかけがないから、あかりは話し出すことができず、腕を組んで不機嫌そうな顔を浮かべているだけだった。

　亜子は寝かされたまま、何もない天井を見つめていた。

　言葉も、音もなく、そのままの時間を二人で過ごす。

　それは、たった数十秒のことだった。

「あかりちゃん……………」

　口を開いたのは亜子だった。

　あかりは、できる限りいつもの調子で言葉を返した。

「なんですか？」

「助けてくれて、ありがとう」

　亜子は天井を見上げたまま、そう言った。

「いえ、お礼なんて言わないでください。木き嶋じまさんには借りがありますから、まずはそれを返しただけで……それに、木嶋さんを守るのが私の仕事なわけですから……お礼を言われる必要はないですし……それに、ええっと……」

　素直じゃないから、素直なセリフが口にできなかった。

「でも、危ないから……あかりちゃんは、もう帰って」

「……邪魔……ということですか？」

　その言葉を聞き、亜あ子こは歯がゆそうに唇を噛かんだ。

「ううん。邪魔じゃないよ。あかりちゃんがそばにいてくれるだけで、亜子は勇気が貰もらえて、強くなれるよ。だから、亜子的には……あかりちゃんにはずっとそばにいてほしいけど……」

「けど？」

「もう、あかりちゃんが傷つく姿を見たくないんだ」

　そう言っている亜子の姿が、とても痛々しかった。

「美み優ゆのことは亜子がどうにかするよ。守ってくれるのは嬉うれしいけど、もう……あかりちゃんには、手伝ってほしくなくて……」

　嘘うそをついているのがわかった。

　素直じゃない自分だから、相手の嘘を簡単に見抜くことができた。

「逃げたらどうですか？」

「え？」

　寝転がったまま、顔だけがこちらを向いた。

「木き嶋じまさんが痛い思いをして、妹と戦う必要なんてないじゃないですか。放ほうっておけばいいんですよ。何で木嶋さんが戦わないといけないんですか？　ああいう危ない人は、他の誰だれかがどうにかしてくれます。だから、木島さんは家で寝て、それを待っていれば――」

「駄目だよ」

「……どうしてです？」

　返ってくる答えなんて、わかりきっていた。

「美優に悪い事をさせたくないし……それに、亜子は、みんなを守りたいから……」

　やっぱり。

　それぐらいにしか思わなかった。

　亜子の優しさを知っているから。亜子の馬ば鹿かさを知っているから。亜子の優しさに――友達として触れたから。それぐらいにしか、思えなかった。

「それでも……木嶋さんが命を賭かける必要はないと思います」

「……あかりちゃん」

　声が、少し強くなった。

「あの子が言ってました。ソーマは、自分の命を使って作り出すものだって」

「……」

「救えない話です。妹は人の命を奪う悪い人で、その子と戦える力を持っているのは木嶋さんだけ。だから木き嶋じまさんは命を燃やして戦っている。本当は、戦いたくないのに……………もういいじゃないですか。別に誰だれも怒りはしません。ここで木嶋さんが退場することに文句を言う人がいるんだったら、私がぶん殴ってあげます。だから……もう……」

　亜あ子この顔が見れなかった。うつむくあかりの視線の先にあるのは、見慣れた教室の床だけだった。

「美み優ゆは……本当は良い子なんだよ」

　亜子の声を、うつむきながら聞いていた。

「あかりちゃん。美優が、幼い頃ころに養子に出されたって話は知ってる？」

「いえ、知りませんけど……」

「美優はね、特殊な体質をしてるんだ。それでそれを治すために、昔、地ち堂どうっていう名前の家に養子に出されたんだ」

　亜子は視線を、再び天井に移した。

「特殊な体質って……『黒使いウイードブラツク』のことですか？」

「ううん。そうじゃないよ。美優は、人から命を貰もらわないと生きていけない体質なんだ」

「……」

　悲しい物語には、まだ続きがあるようだった。

「天才的な力を持ってる代わりなのかな。美優は生まれながらにして、命を失っていく体質だったんだ。それで、その失っていく命を補うために……」

「黒い力が、命を奪うというわけですか？」

　返事はなかった。その沈黙が、答えだった。

「美優は好きで命を奪ってるわけじゃないんだよ。そうしないと自分が生きていけないから……だから、悪い事をして……本当は、良い子なのに……」

「養子に出された家で、その体質は改善されなかったんですか？」

「……その家ではね、美優は神様扱いされてたんだ。美優の力は、選ばれた神様だけが持てる力だって、褒ほめ称たたえられていたんだ。それで、その家では結局、美優の力をどうにかしようとはしなくて……………強すぎる力はそのままで、いつの間にか、人の命を奪うようになっちゃって……」

「……」

　声の調子が変わった。

　きっと、涙ぐんでいるのだろう。

「お母さんは……本当は、美優を助けたいんだよ。だけど、助ける方法がわからないから……美優の好きにすればいいって言って、人の命を奪う事をやめさせようとしなくて……でも、でも、本当は、そんなことしてほしくないと思ってるから……美優と戦う亜あ子こも、とめようとはしなくて……お母さんにもわからないんだよ。どうしたらいいのか……だけど、だけど……このままじゃあ、絶対にいけないと思うから」

　仕事を依頼してきた、母親の気持ちがわかったような気がした。

　敵ははっきりしていた。だから、その敵である、美み優ゆをどうにかすればこの問題は全すべて解決した。だけど、母親は敵を倒せではなく、亜あ子こを守れという依頼をした。

　母親にとっては、二人共が大切な存在だった。だから、何か奇跡のような事が起こって、美優が人の命を奪わなくてもよくなるという、万が一の可能性を信じて――

　亜子を守ってほしいなんて、依頼をしたんだろう。

「木き嶋じまさんは、美優さんをどうしたいんですか？」

「……わからない。亜子も、それをずっと考えてたんだけど……どうしたらいいのか全然わからなくて……でも、美優に悪い事をさせちゃあ駄目だと思って……」

「一人で、黒い獣と戦い続けてたんですね」

「うん……だって……美優は、ずっとずっと、一人で苦しんできたから……」

「……」

「私は、何もしてあげられなかった。辛つらくて、悲しくて、泣いてる時……私は美優のそばにいてあげられなかった。だから、美優は私が助けてあげないといけないんだ。私はどうなってもいいんだよ。命が消えちゃっても……大おお怪け我がをして死んじゃっても、どうでもいいんだよ。ただ……美優が悪い事をして、みんなに……嫌われちゃうのが嫌だ、よ……」

　泣き顔は亜子には似合わない。だから、もう、そんな顔は見たくなかった。

「話はわかりました」

　膝ひざに手をつき、立ち上がる。

「もう……木嶋さんは戦わないでください」

　無言で亜子があかりを見つめ返す。

「どんな形にしろ、これは終わらせなきゃいけない話なんですよね？　だから木嶋さんは命を削って、戦いたくない相手と戦って……この話を終わらせようとしたんですよね？」

「……うん」

「もういいです。これ以上、木嶋さんが戦う必要なんてありません。木嶋さんには、いつもの能天気な顔のほうが似合ってますよ」

　能天気という言葉に、亜子がいつもの自分を取り戻したかのように反応する。

「そうかな？　亜子は、いつも男の子にキャーキャー言われるくらいの可愛かわいい顔をしているつもりだけど」

「男の子にキャーキャー言われるのは無理だと思います。どうしてもと言うんだったら、整形しないといけないと思いますよ」

「じゃあ整形するから、あかりちゃんお金貸して」

「そういうことは、この前貸したお金を返してから言ってください」

「……じゃあ、亜あ子こは今のままの能天気な顔で我慢することにするよ」

　いつの間にか、こんなやり取りを楽しく思うようになってしまっていた。

　だから、それを守るために。

「あとは任せてください。どうなるかはわかりませんけど……もうこれ以上、木き嶋じまさんの命を竜王に食べさせたりなんかはしません」

　強く、そう言いきった。

　途中で終わることなど許されない。

　どんな結末になるとしても――結末にたどり着くまでは戦わないといけない。

　どんな結末になったとしても。

　それが自分にとって最悪の結末になってしまわないために――

「決着は、私がつけます」

　あかりは友達のために、戦うことを選んだ。

「でも、あかりちゃんじゃあ……美み優ゆには……」

　当然の心配を、亜子が口にする。

　条件が圧倒的に不利だった。あかりにどれだけの力量と覚悟があったとしても、今のままでは戦いにならない。ましてや、あかりは一度美優に大敗している。その時と何も変わっていない状態で戦ったところで、結果は見えている。

　せめて何か一つ――武器と呼べるものがその手に欲しかった。

「実は……まだ、木嶋さんに隠していることが二つほどあるんです」

「えっ」

　右手を、亜子の前に差し出す。

　そして父親の顔を思い出しながら――

「……」

　――あかりはそれを作り出した。

「私の父さんも、木嶋さんたちと同じ神器錬成師ソーマメーカーだったんです。といっても、父さんは木嶋さんたちと違って黒使いウイードブラツクなんて特別なものじゃなかったですけど」

　手のひらにあるものは、銀色に輝くナイフだった。

「どうして……それって……」

「『戦うべき理由ヒロイツクテーゼ』。父さんに貰もらったもので、戦うべき理由って意味だそうです。ソーマというのは、炎とか生き物みたいにややこしいものじゃなかったら、人にあげることができるんですよね？」

「う、うん。物質系のソーマだったら、譲渡することができるけど……………」

「それで、これを貰ったんです」

　父親を思い出すと感情的な気分になる。あかりは、無意識のうちにポケットの中のもう一つの秘密を触っていた。

「そうだったんだ……だけど、どうしてそれを隠してたの？」

「人を痛めつけることにしか使えないナイフを自慢してもしょうがないですし、それに……」

「それに？」

「……いえ、別に何でもないです」

　家族を置いて失しつ踪そうしてしまった父親のことを思い出すから、ナイフを作り出すようなことはしたくなかった。

「でも、あかりちゃんがソーマを持ってたとしても……それじゃあ、美み優ゆには……」

　黒使いウイードブラツクの特権。

　それは、同じ黒でしか傷つけることができないということ。

「黒じゃないから、あの黒い獣を倒すことができないというのはわかっています。だけど、何もないよりはマシですし……場合によったら、不意打ちとかでどうとでもなりますし」

「でも、だけど……」

　心配事を延々と並べ立てても意味はない。状況は変わらないし、時間は待ってくれない。戦うと決めた決意に、揺らぎはない。

　銀色に輝く『戦うべき理由ヒロイツクテーゼ』を手に、あかりは進もうとした。

　その気持ちを察した亜あ子こは、何も言わずにうつむき息を呑のんだ。次に顔を上げた時、亜子の顔も決意に染まっていた。

「あかりちゃん。ちょっと待って」

　言って、亜子が両手をナイフに伸ばしてくる。真意がわからなかったが、あかりは黙ってそれを見守った。

　亜子の手に黒い炎――『竜王の焔バハムートフレイム』が宿る。

　命を燃やしながら全すべてを焼き払う、あの黒い炎が。

「……」

　亜子がナイフから手を離す。

　それが終わると、あかりのナイフに炎が宿っていた。

「これは……」

「亜子の炎だよ。黒じゃなくても、同じソーマだから力を宿せるかなって思ってやったんだけど……よかった。成功したみたいだね。長くはもたないと思うけど……それだったら、美優の作り出す黒に触れることができると思うよ」

　命を使い、炎を作る。作った炎を、ナイフという武器に宿す。その武器は、助けたいと思っている相手に向けられるものだとわかっている。

　わかっているはずなのに――そんなことを一切感じさせない顔で、亜子は笑っている。

　見てるだけで、胸が痛くなった。

「いいんですか？　ハンデのない状態だったら、あっさりと勝っちゃいますよ」

　無理して、冗談めいた顔をつくりながらそう言った。

「うん。あっさりと勝ってきてね」

　無理して、冗談めいた顔で答えてくれた。

　これから戦いに行く。

　傷ついてほしくないから、嘘うそをついて距離を取ろうとした大切な友達が、ナイフを持って戦いに行く。

　笑顔で、見送れるわけがなかった。

　だけど二人は笑っていた。

　二人は無理をして冗談めいたやりとりを続けた。

　二人は無理をして、優しい嘘をつき続けた。

「あかりちゃん。それで、もう一つの隠し事ってなに？」

　何も言わず、ポケットから眼鏡めがねを取り出す。

　恐こわさがあった。これで、せっかくできた友達がいなくなってしまうんじゃないかという、恐さが。

　だけど、たとえそうなったしても、今は――

　あかりは眼鏡をかけた。

　そして――自分自身の全すべてを、塗り替えた。

「じゃあ、行ってくるから。お前は大人おとなしく待ってろ」

「あかりちゃん……」

　振り返ることなどない。

　ただ、前だけを見て、あかりは教室を後あとにした。



　夜の学校には人の気配などはなく、当然、光がなければ音もなかった。

　美み優ゆを捜して校舎を進む。あれからずっとグラウンドにいるという可能性は低いが、とりあえず他に捜す場所がなかったので、あかりはグラウンドに向かうことにした。

　だが、すぐにその足が止まる。

　誰だれもいない夜の学校。視界の中に動くものがあった。それは廊下の窓から見える外の風景で、屋上に誰かがいる。

　ぼんやりと、月しかない空を見上げるようにして、美優が立っていた。

「隠れる気はないってわけか……」

　誘っているのは明白だった。そうでなければ、あんな目立つところに突っ立っているわけがない。その姿を隠すものは何もなく、主役を照らすライトのように月が浮かんでいる。

　舞台は、すでに整っていた。

「んじゃ、行くしかねえよな」

　覚悟を胸に、あかりは屋上を目指す。

　屋上へと続く階段の前――二つの獣型の神威カムイが、あかりを待っていた。

　臆おくすることなどない。

　手には、父親に貰もらったナイフと友達の炎があった。

　スカートをなびかせ、神威カムイに告げる。

「犬っころ。お前たちには、お前たちの戦う理由があるんだろ？　それはこっちも同じだ。だから、つまんねえ御ご託たくはもういらねえ。絶対に譲れねえ理由があるから――ここでてめえらをぶっ潰つぶす」

　二つの神威カムイが向かってくる。

　あかりは強い視線で、それを迎え撃つ。

「こいよ。全部まとめて、切り裂いてやるぜッ」

　夜の校舎。静寂の中、戦いは始まった。





　フェンスの金網に手をかけて、美み優ゆは屋上からグラウンドを眺めていた。といっても、光がないからよくは見えない。なんとなくぼんやりと、サッカーのゴールがあることだけは確認できた。

　はるか遠くに駅が見える。そこは、光に満ちていた。

　夜空の下で、美優は無意味に時間を過ごしていた。

　逃げ出した敵を、無理して捜すつもりはない。逃げたというのなら、それでもよかった。

　戦力が違う。一度戦って負けている。状況は、あれから何も変わってはいない。ここにたどり着くまでに、神威カムイと戦わなければいけない。

　そして、あの女にはこれ以上無理をして戦う理由がない。

　たくさんの理由がある。だから、あの女は来ないと思っていた。

　だが、一応という意味で、美優は目立つところに立って、あの女を待っていた。

　何の期待もせず、ぼうっと、突っ立っていた。

　風が美優の髪を撫なでる。

　寒いからフードを被かぶろうかな。

　そんなことを思った。

　――わずかな前触れもなく、それを感じた。

　自分が作り出した神威カムイが、わずかな時間差をもって、二つとも消されてしまった。何かの間違いで消えてしまったのではない。自分ではない誰だれかが、意図的にそれを消滅させた。

　……亜あ子こ？

　思い当たるのは、その名前だけだった。

『漆シ黒ンなボるル死オのブ造デ形ス――神威カムイ』を倒せるのは、同じ黒い力を持っている亜子しかいない。だが、先ほどの戦闘で負傷して、まだ戦える状態ではないはずだ。仮に戦ったとしても、勝てるとは思えない。

　じゃあ誰だれが……

　もう一度風が吹く。もう、寒さは気にならなかった。

　屋上の扉が開く。

　見えたのは、制服姿の少女だった。

　その手には、銀色に輝くナイフがあった。

　そしてそのナイフは――黒く激しく、燃えていた。

「……よう」

　眼鏡めがねの奥に輝く瞳ひとみには、自分を信じる強さがある。その立ち振る舞いには、相手に対して頭こうべを垂れるような謙虚さはない。

　神様が相手でも、強気な態度を貫きそうな姿。

　姿を現したのは――亜子の炎を持った、橘たちばなあかりだった。

「……来たんだ」

　美み優ゆの顔色は変わらない。だが、内面は、少なからず驚いていた。

「ああ。待ってろって言ったんだから、行くに決まってるじゃねえか。約束は守らないと、いけないもんだろ」

「そう。それは別にどうでもいいけど……なに？　雰ふん囲い気きと言葉遣いが全然違ってて、眼鏡なんてかけて……意味あるの？」

「そんなこと気にすんなよ。どうせ、大して興味なんてねえんだろ？」

「ま、確かにそんなことに興味なんてなくて、どうでもいいことだけど……………聞くけど。どうやって、私の神威カムイを倒したの？」

　一番知りたいのはそれだった。

　神威カムイを倒すことができるのは、同じ黒い力を持つ人間だけだ。それは絶対のルールで、あかりにはそれを破るだけの力がない。だから、絶対に、あかりは神威カムイには勝てないはずなのに……

「ばーか。聞いたら教えてもらえると思うなよ。こっちだってそんなに余裕はねえんだ。知りたかったら、無理やり聞き出してみろよ」

「……ふん。なんだか色々と変わったみたいだけど……別にどうでもいいや。そのまま死ねば」

　消された数と同じ、二つの獣型の神威カムイを作り出す。

　それをあかりは、軽く笑いながら見つめていた。

「芸がねえよ。お前は」

　直線的に襲いかかる獣型の神威カムイを、右に飛んでかわす。そのすれ違いざま、あかりは黒い炎が宿ったナイフで獣型の神威カムイを切り裂いた。

　胴体をナイフで深く切り裂かれた獣型の神威カムイが悲鳴めいた声を上げ、飛散するように砕けて消えていく。

　間を置かず、残った神威カムイが飛びかかってくる。

　呼吸を合わせタイミングを計ると、今度は姿勢を低くして、飛びかかってくる獣型の神威カムイの下を駆けその腹を切り裂いた。

　そして同じように、腹を裂かれた神威カムイが飛散して消えていく。

　美み優ゆの眼前に残ったのは、黒い炎を宿したナイフを持つ、あかりだけだった。

「……それ、亜あ子この炎？」

「ああ。その通りだよ」

「それなら、神威カムイを攻撃できても不思議じゃないけど……そのナイフは何？　普通のナイフに、ソーマが宿るとは思えない」

「ふん。手品は手品師の専売特許じゃねえってことだ。お前に噛かみつく牙きばくらい、こっちも持ってんだよ」

「……神器錬成師ソーマメーカーなの？　あなた？」

「別にそんなんじゃねえけど……………今はそんなのどうでもいいだろ。もっと大事なことを気にしろよ」

「……大事なこと？」

「お前はもう勝てねえぜ。それでも――まだやるのか？」

　今のあかりには美優が作り出した黒を攻撃する手段がある。それでも、今の状態はまともに戦えるようになったというだけで、圧倒的に優位になったというわけではない。

　なのに、あかりは自分の勝利を信じて疑っていない。

　美優にはそれが、気に入らなかった。

「むかつくくらい、凄すごい自信」

「ああ。凄い自信だぜ」

「そう。じゃあ、そうやって自分を信じたまま、死ねば」

　今度は獣型を一つと、空を舞う鳥型の神威カムイを二つ作り出した。

　空中と地上からの同時攻撃。高が知れた広さの屋上に、身を隠せる場所などない。

「何度も言わせるなよ。お前は、芸がねえよ」

　だが、あかりの態度は変わらなかった。向かってくる三つの黒い影に対し、不敵に笑う。

　真正面から向かってくる獣型の神威カムイを、跳び箱を飛ぶ要領で飛び越え、よどみのない動きで背中を切り裂き消滅させる。

　そして、次に視線は空を射抜く。

　見下ろすように、二つの鳥型の神威カムイは空中で様子を見ていた。無理をして攻める様子はない。上空という有利を保ったまま、機会があれば襲いかかろうという構えだ。

　それを見上げるあかり。顔の笑みが消えることはない。

　不意に、ナイフを片手に跳び上がる。

　見上げるほどに高く舞う、その跳躍力があれば、普通の人間よりはまともに空中で戦うことができるだろうが、それでも、空で生きる者が相手では分が悪い。

　――これでお終しまい。空で、翼を持ってる私の神威カムイに勝てるわけがない。

　美み優ゆはそう思った。

　少しだけ、あかりのジャンプは相手に届かなかった。頂点に達したことで、ゆっくりと落下を始める。

　そのまま、落ちていく体を神威カムイが引き裂く――はずだった。

「なに？」

　何もない空中。あかりは何かを蹴けって再び飛び上がり、鳥型の神威カムイの上を取った。

　そこで美優は思い出した。

　あの女が、いつのまにか張り巡らせた、細いワイヤーの上に立っている姿を。

　目を凝こらして辺りを見回す。思ったとおり、フェンスを利用して、いくつかの線が張られている。

　あかりはそのうちの一つを土台にして、鳥型の神威カムイよりも高く舞った。そして容赦なく隙すきだらけの翼を切り裂き、消滅させる。

　残す黒は一つ。

　張り巡らされたワイヤーよりも高く跳んでいるため、次の攻撃を更さらに上空に舞ってかわすことはできない。

　鳥型の神威カムイが、それを本能的に理解し襲いかかる。

　その時、ナイフを持っていない左手が小さく光る何かを投げた。

　次の瞬間、空中にあった体が引っ張られるようにして地面に向かって急降下していく。

　急降下することで攻撃をかわしたあかりが、再びワイヤーを蹴り、鳥型の神威カムイの上を取る。だが、二度目のことなので不意を突かれたという感は薄い。

　冷静に、鳥型の神威カムイは後あとを追う動きを見せていた。

　それを見て、あかりは再び左手で小さく光るワイヤーを投げ体を移動させた。そして先ほどと同じように張り巡らせたワイヤーを蹴り、空に留とどまる。

　それを、何度も繰り返した。

　鳥よりも優雅に、風よりも速く、何者にも邪魔されず、遊ぶように。

　まるで――空は自分の世界だと主張するかのように。

　あかりは、空を舞い続けた。

「なに……あの女……」

　そこでやっと気づいた。

　あの女には翼はない……だけど、代わりに、あの女には羽がある――と。

　スカートを翻ひるがえし、ときたま左手で髪の毛を押さえ、銀色の牙きばを持った蝶ちようが夜の空を飛びまわっている。

　その姿はとても華麗で、とても楽しそうで――

　思わず、美み優ゆは見み惚ほれてしまった。

　その動きに翻ほん弄ろうされた鳥型の神威カムイが隙すきを見せる。それをあかりが見み逃のがすわけもなく――黒い炎を宿した銀色のナイフが、その体を切り裂いた。

　全すべての敵を倒し、美優には背中を向けながら、あかりが地面へと着地する。

　そして振り返った。

「どうする？　まだやるのか？」



    

  
    
      



    

  
    
      　完全に追い込んでいた。あの程度の生き物なら、何度作り出したところで結果は同じだ。

　全部切り裂いて、全部消し去ってやる。

　一度も負けることなく、何百回でも勝てるという自信があかりにはあった。だから今は余裕を持って、美み優ゆと対たい峙じすることができている。

　しかし、それは時間の問題でしかない。

　ナイフに宿った亜あ子この炎が消えてしまったら全すべてが終わる。だからそれまでに、全てを終わらせないといけない。

「まだやるのか？」そう聞いても、美優は答えなかった。ただ、瞳ひとみが言っていた。まだ終わりにするつもりはないと。

　つい、ため息が出てしまった。

　目の前にいる人間が、どうしようもなく子供に思えた。

「これ以上は時間をかけられねえ。言ってる意味、わかるだろ？」

「……亜子の炎が消える。そうなったら、あなたはもう何もできない」

「わかってんじゃねえか。だったら……次に言うことも、わかるだろ？」

「私を、殺すの？」

　ひどく悲しい気持ちになった。

　あの子は、そんなことは決して望まない。

「……なんでそんな風にしか考えられねえんだよ、お前は」

　死神と呼ばれている少女は、自分を生かすために、人の命を奪っている。

　人よりも優すぐれた力を持っているから。

　神様になれるほどの力があるから。

　自分が生きるためという、理由があるから。

　人間という生き物の命を、奪っている。

　亜子に聞いた話を思い出すと、胸が痛くなった。

「お前。この先も人の命を奪うつもりか？」

「当然。私の力は、そのためにあるんだから……」

　この先も、小さな死神は、死をばら撒まき続けるというのなら――

　できることなんて、一つしかないような気がした。

「お前は、そうやって永遠に……」

　聞いても、意味はないと思った。だから、あかりはもう何も言わないことにした。

　一度だけ瞳を閉じた。心は、とても落ち着いていた。

　美優が構える。再び、神威カムイを作り出そうとしていた。

　来ないのかな。

　そう思って、あかりは走り出そうとして――

　――足が止まった。

「亜あ子こ……」

　呟つぶやいたのは、美み優ゆだった。

　振り向きその姿を確認すると、あかりは一歩引いた。

「あかりちゃん……ごめんね、来ちゃった」

「……見りゃわかるよ」

「約束破ってごめん。亜子のこと、嫌いになっちゃった？」

「来なかったら、大嫌いになってただろうよ」

　目が合った。二人は笑った。

　まだ傷が痛むのだろう。

　腕を押さえ、苦痛に顔を歪ゆがめながら、亜子が進み出る。亜子の道の邪魔になりそうなワイヤーを引き戻し、あかりは距離を取った。

　二人が手を伸ばせば、指先で触れられそうな距離。そこで、亜子は立ち止まった。

「美優。ごめんね、遅くなっちゃった」

　無理して、いつもの声を出そうとしている。

　自分も体験したことがあるからわかる。神威カムイに負わされた傷の痛みは半はん端ぱじゃない。立っているのも、辛つらいはずだ。

「……何しに来たの？」

　声こわ音ねには敵意があった。痛みに顔を歪めながらこの場に姿を現した亜子の真意が、美優には理解できていない。

「私ね、美優に、謝らないといけないことがあったんだ」

「謝る？」

「うん」

　二人だけの会話。二人だけの世界。二人だけの物語。

　あかりは、黙って見守るだけだった。

「今まで助けてあげられなくて、ごめん」

「……」

「恐こわかったんだ。何も、知らなかったから。だけど、成長して……色んなことがわかるようになってきて、やっと……私は、美優の痛みがわかったんだ。ごめんね。こんなにも簡単なこと、ぜんぜん気づいてあげられなくて……本当に、ごめんね。謝っても許してもらえないよね。だけど……私は美優に謝らないといけないから……」

　聞いていて、辛かった。

　だけど、耳を塞ふさいではいけないと思ったから。

　あかりは適当に視線を泳がせながら、その話を聞いていた。

「ごめん。本当は、最初にこれを言わないといけなかったんだよね」

　言葉を受け、美み優ゆは黙り込んだ。

　その沈黙は、数十秒ほど度続いた。

「だから、なに？」

　口を開いて美優が言ったのは、そんな一言だった。

「亜あ子こが謝れば、何か変わるの？　言っておくけど、私は亜子のことなんて気にしてない。亜子も他の人間と変わらない。私にとったら、奪うための命でしかない。だから何を言っても無駄。人間なんて、命を奪われてもしょうがないくらいのくだらない生き物だから。だから、他の人から命を奪うことをやめようとは思わない。自分がしていることが、間違っているとは思わない……だから……」

「美優」

「……」

「帰ろ」

「……」

「お母さんも心配してるよ。大丈夫だよ。私は、ずっと美優のそばにいるよ。もう美優を一人になんかしない。ずっと一緒だよ。どんなに恐こわいものが相手でも、私が守ってあげる。だから……もう大丈夫だから……一緒に、帰ろ」

　美優の気配が変わる。

　人を恐れ、噛かみつくことしか知らなかったものが、少し、心を開いたように見えた。だけど、それはほんの少しのことで、すぐにまた、心は閉ざされてしまった。

「人の命って、どんなものか知ってる？」

「……」

「黒くて、真っ黒で、凄すごく、どうしようもないくらいに汚れてて……クズみたいに悪い人間がたくさんいて……私はずっと、そんな汚い命を奪ってきて……」

　二人とも、何も言わずに美優の言葉に耳を傾けていた。

「本当は命なんて欲しくなかった。どうしようもなく汚いから、そんなもの、いらなかった。だけど、死ぬのは嫌だから……人の命を奪ってきて……………悪党なんて、この世界には腐るほどいる……人間なんて、ろくな生き物じゃない。わかる？　この世界が望んだから、私はこんな力を持って生まれたの。この世界が、ろくでもない人間の命を奪う事を認めた。だから私は命を奪ってる。だから私は、命を奪う事をやめようとは思わない。自分が生きるために人を殺して、なにが悪いッ」

　それは、他人を拒絶する死神の叫びだった。

　だけど、そんな風に叫ばれても、亜子の優しさに変わりはない。

「大丈夫だよ。私が、ずっと美優を守ってあげるから」

　声は、あくまでも優しかった。

　相手を想おもう、優しい声しか心には届かない。そしてその声は、美み優ゆの心に届いたと思う。

　美優は言葉もなく、うつむいた。

「……………偽善者」

「それでもいいよ。一緒に、やり直そう」

「……亜あ子こ…………」

　静かに風が吹く。二人を撫なでるその風は、どうしようもなく優しかった。

「亜子……………亜子が何て言ってくれても、もう駄目なんだよ。私はもう、決めちゃったから。この生き方じゃないと……私が、生まれてきた理由がわからなくなるから」

「美優……」

「それにね、私は…………………………………亜子みたいな偽善者が大嫌いだから。そんなに言うんだったら、私のために死んで」

　言って、美優が獣型の神威カムイを作り出す。亜子は、ただ静かに立っているだけだった。

　作り出された神威カムイが亜子の命を奪おうとする。

　だが、それよりも遥はるかに速く動く影がある。

　駆け抜けたのは、黒い炎を宿した銀色のナイフだった。そのナイフが神威カムイの体を切り裂き、その存在を消滅させる。

　そしてそこで、『戦うべき理由ヒロイツクテーゼ』に宿った黒い炎は消えてしまった。

「……」

　言葉を発するものは誰だれもいない。きっと、この場にいる誰もが、それを予想していたからだろう。

「ほらね。みんな同じだよ。みんな自分のために、何かを奪うんだよ…だから、私は、これからも……」

「嘘うそだよ」

「……」

「美優は優しい子だもん。本当は、誰も傷つけたくないんだよね。だけど、傷つけないと、いけないから……………私が、ずっとそばにいるよ。ずっと守ってあげるよ。だから、だから……」

「………………」

　その沈黙は、とても長かった。

　心の中にあった、全すべての答えが壊れてしまった。だけど、違う答えを出すには、あまりにも足りないものが多すぎて――ただ、立ち尽くすことしかできなくて。

　あかりには、そんな風に見えた。

「わからなくなっちゃった………………私は、何で……」

　返す言葉を持つものは、誰もいなかった。

「亜あ子こにはわからないよ。私の、ことなんて……だから、私は、これからも……」

　こぼれ落ちるように言葉が続く。

　そこでやっと、あかりが口を開いた。

「やってみろよ」

　美み優ゆの瞳ひとみが向けられる。

「お前がこの先も命を奪うっていうんだったら、この先も何でも邪魔してやるよ」

「……」

「自分は神様の力を持っていて、人間はくだらない生き物だから命を奪ってもいいっていうんだったら、この先もお前の好きにしたらいいさ。お前が決めたことなんだから、こっちは文句なんて言わねえよ。ただな、お前がそうすることで、亜子が悲しむっていうんだったら――何度だって邪魔してやるッ。絶対に、お前の思い通りになんかさせねえからなッ」

　初めてできた友達。

　友達は、全力で守らないといけない。

　そのために、父親は銀色に輝くナイフをくれた。

　だから、この先も――

「あかりちゃん……」

　呟つぶやくようにこぼれた亜子の声は、嬉うれしそうでもあり、悲しそうでもあった。

　無言で、美優が獣型の神威カムイを作り出す。だが、もはや戦うという意思は、欠片かけらも感じられない。

「勝手に吼ほえれば。私は、これからも生きるために命を奪い続けるから」

　美優が後ろに下がる。そこにあるのは、フェンスだけだ。

「二対一だと、さすがに勝てない。ここで、あなたなんかに殺されるのは絶対に嫌だから」

　黒い、獣型の神威カムイを新たに作り出す。それは、その強きよう靭じんな腕でフェンスを切り裂き、人が一人通れそうな隙すき間まをつくった。

「亜子はずっと偽善者のままでいれば。私は、そんなあなたを永遠に笑っててやるから」

　言って、フェンスを越え、美優は暗い空に自分の体を投げ出していった。

「バイバイ。亜子」

「みッ――」

　凍りつくような亜子の悲鳴。

　あかりが手にあったワイヤーを投げる。だが、それは美優の体を捕まえることはなく、獣型の神威カムイによって叩たたき落とされてしまった。

　そして、後あとを追うようにして、神威カムイも虚こ空くうへと身を投げる。

　小さな死神は、一瞬で、この世界から姿を消してしまった。

「あかりちゃんッ。あかりちゃん……」

　動転し、亜あ子こはどうしたらいいのかわからないでいる。

　若干の冷静さが残っていたあかりは、すぐに亜子を引っぱって屋上を後あとにし、下に向かった。



　そこに、小さな死神の姿はなかった。



　屋上の下。美み優ゆが飛び降りたはずの場所に、その姿はない。夢でも見ていたかのように、その姿は消えてしまった。

「どこいっちまったんだ？　あいつは」

　聞いたところで、答えがあるわけがなかった。

　亜子は自分を抱きしめるようにして、何かを考えていた。何を考えているのかは、聞かなくてもわかる。

　真っ黒な夜の空。真っ白に輝く月だけが、二人を照らしていた。



    

  
    
      エピローグ



    

  
    
      


　学校に向かう人の波の中、あかりは昨日のことを考えていた。

　結局、美み優ゆがどこに行ったのかはわからなかった。痕こん跡せきや手がかりがないから、捜したくても捜せないというのが現状で……最後まで、亜あ子こに笑顔が戻ることはなかった。

　美優が人の命を奪い続ける限り、亜子は命を焔ほのおにして戦い続ける。

　それを、自分はいつまで守り続けてあげることができるんだろう？

　そんなことを考え、あかりは学校に向かっていた。

「橘たちばなさん」

　突然声をかけられ振り返る。いたのは、クラブの先輩、月つき島しま惣そう一いちだった。

「つ、月島先輩ッ」

　予想もしていなかった出会いで声が裏返る。

「お、おはようございます」

「うん。おはよう。今日もいい天気だね」

「はい。今日もいい天気です」

　天気なんてどうでもよかった。

　雨が降ろうが、雪が降ろうが、槍やりが降ろうが。心が蕩とろけさせられるようなこの気持ちは変わらない。

「橘さんと登校中に出会うのは初めてだね。いつもこれくらいの時間に登校しているの？」

「ええっとですね。普段は、もう少し早い時間に登校してて……」

　今日の姉はいつも以上に寝起きがひどく、世話をするのが大変だった。

　普段よりも遅く家を出る時、そんな姉を苦にが々にがしく思ったものだが、そのおかげで惣一と出会えたと考えれば、今はむしろ情けない姉に感謝したいくらいだ。

　月島先輩……朝からかっこいいな。って、今はそんなこと考えてる場合じゃなくて……心配しないといけないことはたくさんあって、でも……

　若干混乱気味だが、気分としては満まん更ざらではない。

「どうかしたの？　橘さん。何だか、顔が赤いみたいだけど」

「え、あ、いえ……それは、その……あ、大丈夫です」

　手のひらをうちわ代わりに、火ほ照てってしまいそうな熱を下げる。惣一と一緒に登校しているということを考えるだけで、お腹なかいっぱいになってしまうような気がした。

　学校が近づき生徒の数が増えてくる。周りの生徒を風景にしか思っていないあかりの瞳ひとみには、惣一のことしか映っていない。

　部活動以外で会えるチャンスなんて滅めつ多たにないですからね。ここは、悔いが残らないように話しかけない……と……

　前を見つめている惣一の顔は、なぜか悲しげなものに見えた。

「橘たちばなさん。最近の亜あ子こちゃんの様子って、どうかな？」

　またそのことを聞かれた。そしてそのことを聞く時は、決まって悲しげな顔をする。

「……どうって、聞かれましても……」

　漠然としすぎていて、答え方がわからない。

　惣そう一いちの目があかりに向けられる。

「橘さんはもう知ってるかもしれないけど……亜子ちゃんの家族って、ちょっとした問題があるみたいなんだ」

　ドキッとした。だけど、その動揺を顔には出さない。

「病気っていったらいいのかな。僕も、詳しくはよく知らないんだけど……それで、あの子は色々と苦労をしてるみたいで……だけど、気丈な子だから、いつも笑顔を絶やさないで周りを明るくしようと頑張って……」

　大体の事情は知っている。だけど、それを話すと間違いなく面倒なことになりそうだったので、あかりは何も知らないふりをすることにした。

「そうなんですか？　それは、あの子らしいと思いますけど……でも、どうして月つき島しま先輩がそれを知ってるんですか？」

「僕の家と亜子ちゃんの家は、昔からのちょっとした知り合いだったんだ。その関係で、亜子ちゃんとは仲良くなって……ふとした時に、そんな感じの話を聞いて」

「そうだったんですか。それで、たまに悲しそうな顔をしてたんですね」

「うん。心配そうな顔をしても亜子ちゃんを悲しませるだけだから、あの子の前ではそんな顔をしないようにって心掛けていたんだけど……駄目だね。あの笑顔を見てると、逆に心配になっちゃうよ」

　赤の他人である亜子を、惣一は心の底から心配していた。

　きっと、亜子もその優しさに触れたから、少しだけとはいえ、自分の悩みを打ち明けてしまったのだろう。

　おそらくは、全すべてを話してはいない。だけど少し話すだけでも、心は軽くなる。

　一人で戦ってきた亜子の気持ちを考えると、自然とその答えにたどり着くことができた。

「大丈夫ですよ。私が、亜子さんを守りますから」

　思うよりも先に、そんなことを言ってしまっていた。

　そんなことを照れずに言える自分が、少し気恥ずかしかった。

「橘さん……」

「月島先輩は心配しなくても大丈夫です。亜子さんは私が守りますから。だから、いつまでもそんな心配そうな顔をするのは、やめてください」

「……そうだね。亜子ちゃんには、橘さんっていう友達がいたんだったね」

　惣一の顔に、いつもの優しい笑顔が戻る。

「橘たちばなさん。亜あ子こちゃんのこと、よろしくね」

「はい」

　言って、偽いつわることなく微笑ほほえむことができた。

　話はそこで一応の区切りとなる。あとは、学校にたどり着くまでの二人っきりに時間を楽しむだけだ。

　時間が許す限り、いつまでも話し続けていたい。あかりは、思いつくことを適当に口にすることにした。

「ところで月つき島しま先輩」

「うん？　なに？」

「月島先輩は、ずいぶんと亜子さんの心配をしてるみたいですけど……もしかして、亜子さんのことが好きなんですか？」

　それは、空気よりも軽い気持ちで言った質問だった。

「そんなことないよ」と惣そう一いちが否定する。「じゃあ好きな人はいないんですか？」と、からかう感じで、再度質問をする。そこでもしも自分の名前が出たらと、考えるだけで胸がときめく。

　それはその場のノリに任せた、完全な冗談だった。

　その数秒後だった。

　自分の愚かな行為を、恨んだのは。

「うん」

　照れながら、惣一はそう答えた。

「……………………………………はい？」

　そしてその一言で、あかりの時間が止まった。

「最初は、いつも元気で、可愛かわいらしい子だなって思うくらいだったんだけど……だんだんと、亜子ちゃんのことを知っていくうちに、好きになっちゃって」

「……」

「時間が空あいてる時とかも、顔が浮かんでくるようになっちゃって」

　この人はいったい何を言っているんだろう？

　今のあかりに、言語を理解する力は残されていない。

「亜子ちゃんは、僕に興味がないみたいだけど……僕は、亜子ちゃんのことが好きだから、園芸部に入るって言ってくれた時は、凄すごく嬉うれしくて……そういえば、亜子ちゃんがそう言ってくれたのは、橘さんのおかげだったね。ありがとう」

「……イ、イエ、ドウイタシマシテ」

　ここはいったいどこだろう？

　心が勝手に、この場から逃げ出そうとしている。

　誰だれもいなければ、きっと――心を空っぽにして泣いていただろう。

　どうして私は、あんな馬ば鹿かな質問をしてしまったんだろう。

　願っても、時間は戻らない。何か硬いものに思いっきり頭をぶつけて、記憶を消してしまえればいいのだが……それでも、知ってしまった真実は変わらない。

「迷惑じゃなければ、これからもよろしくね。橘たちばなさん」

「メ、迷惑ナンテソンナ、わたしは、ただ、あの、エエット……………はい。こちらコソ、よろシくおネがいイたしまス……」

　機械仕掛けの声で、何とかそう答えることができた。

　そこからの記憶は曖あい昧まいだった。

　歩いて、正門を抜けて、下駄箱にたどり着いて、惣そう一いちと別れるまで、あかりは真っ白で空っぽの状態だった。

　予鈴が聞こえる。

　あかりには、空からのお迎えの馬車が鳴らしている鈴の音に聞こえた。

「それじゃあ、またね橘さん。遅刻にならないように気をつけてね」

「は、はぁ……」

　そんなことどうでもよかった。

　隕いん石せきが落ちてきて、この星が滅びますように。と、願った。



    

  
    
      



    

  
    
      　一人ぼっちになるあかり。

　とりあえず、教室に向かうことにした。

　頭の中は真っ白。足取りも、おぼろげだった。

　押せば倒れてしまいそうな身体を引きずり、教室の前までたどり着く。そこで、今登校してきたばかりの亜あ子こと出会った。

　――顔には、いつもの笑顔が戻っていた。

「あかりちゃーん。おはよう。珍しいね、亜子よりも遅く来るなんて。今日はお休みするのかなって心配しちゃったよ……………あかりちゃん？」

　亜子があかりの目を覗のぞき込む。真っ白に燃え尽きている目を見て、亜子は驚いた。

「これ見える？」

　顔の前で、亜子が手を振っている。その鬱うつ陶とうしさで、あかりの目は光を取り戻した。

「あっ。あかりちゃんが復活した」

　目の前には、いつもと同じ顔をしている亜子がいる。

「どうしたのあかりちゃん。元気がないを通り越して、生気がない顔をしてるけど……拾い食いでもしたの？　だったら、急いでトイレか保健室のどっちかに行ったほうがいいよ」

　答える気力がなかったから、無視をした。すると、亜子は何かに気づいたような顔をして、あかりのバックに回った。

「あかりちゃんを正気に戻すために、亜子は心を鬼にして殺人バックドロップであかりちゃんを病院送りにすることにするよ。だからいくよ。うにぃッー」

　気合を入れて体を持ち上げようとする。結果はいつもと同じで、あかりの体は一ミリも持ち上がることはなかった。

「ふう。今日はこれくらいにしておいてあげるよ」

　かいていない額ひたいの汗を拭ぬぐいながら、亜子があかりの正面に場所を移す。

　二人の少女の目が合った。

　特には何も考えていなかった。頭が勝手に、その顔を憎いと思ったから。

「い、いたいッ」

　ペチッと小気味のいい音を立てて、亜子の頭を引っぱたいた。

「く、ひどいよあかりちゃん。いきなり亜子の頭を叩たたくなんて……タッグパートナーに裏切られたプロレスラーくらい、亜子はショックだよ」

　両手で叩かれた頭を押さえ、抗議の言葉を口にする。

「蜂はちがいたんです。だから、頭を叩いて追い払ってあげようと思って」

「ほんとッ。どこどこ？」

「もうどこかに行っちゃいました」

　視線は合わせない。嘘うそをついたことが、ちょっと後ろめたかった。

「そっか、突然叩たたかれたから驚いちゃったよ。それにしても、学校の中に現れるなんてとんでもない蜂はちだね。巣を見つけてハチミツを奪って、二度とそんなことをしないように注意しないと駄目だね」

「いえ、そこまでする必要はないと思いますよ。蜂さんも凄すごく反省してたみたいですし……それに、年老いた親の面倒をみていて、生活に困って仕方なくやったみたいですから、今回は許してあげましょう」

「そっか。蜂さんにはそんな事情があったのか……それだったら、許してあげないと駄目だよね……………うん？　生活に困った蜂さんが、どうして亜あ子こを襲うの？」

「そういうのは蜂さんに聞いてください。私は、蜂さんの家庭の事情にはあまり詳しくないものですから」

　不思議そうな顔をしていた亜子だったが、やがて納得したようだ。

　いつもの無邪気で平和的で呑のん気きな顔で、あかりに微笑ほほえみかけてくる。だけど、やっぱり、隠しきれない悲しさのようなものもあった。

「あかりちゃん。昨日はありがとう。亜子は、たくさん感謝してるよ」

「感謝する必要はないですけど……もう、大丈夫なんですか？」

「うん。亜子が泣いて、みんなに心配かけるのは嫌だから」

「……そうですか。強いんですね、本当に」

　少し照れ、亜子がうつむく。次に話し出した時のトーンは、少し低かった。

「あかりちゃん」

「なんですか？」

「大嫌いなんて言って、ごめん」

「……」

「本当は、亜子は友達なんてつくる気はなかったんだ。だって、美み優ゆが一人で苦しんでる時に、亜子一人、楽しい思いをしちゃいけないし……それに、『黒使いウイードブラツク』の亜子と友達になっても、危ない思いをさせちゃうだけだから……友達は、つくっちゃ駄目だって思ってた。だけど、あかりちゃんは優しくて、一人ぐらいだったらいいかなって思って……」

「……気にしないでください。結果的には、私は木き嶋じまさんを騙だましてたんですから」

「ううん。そんなことないよ。亜子は……騙されたことなんて全然怒ってないよ。あかりちゃんは……亜子を守ろうとしてくれてたんだから……感謝しても、嫌いになんて……なるわけないよ」

「でも、絶交だって言ったじゃないですか？」

「……あれは……あかりちゃんがそういう仕事をしているって聞いて……あかりちゃんが、美優をやっつけちゃうんじゃないかって思って、恐こわくなったんだ。だから、お母さんに言って、あかりちゃんをクビにしてもらって……それで、あかりちゃんと絶交すれば、あかりちゃんがこのことから、手を引いてくれるって思って……………だけど、なのに……あかりちゃんは、亜あ子こを助けに来てくれて……」

　亜子が目線だけを上げる。上目遣いにあかりを見つめてくる顔はとても可愛かわいらしくて、少しドキッとしてしまった。

「亜子は、あかりちゃんのことが大好きだよ……………でも、でも……あかりちゃんが怪け我がをする姿とか、見たくなくて……美み優ゆのことは、亜子がどうにかしないといけないって思って……」

「……」

「あかりちゃんに、ひどいこといっぱい言っちゃった……ごめんね……亜子、最低だね……本当に、自分のことしか考えてなくて……あかりちゃんの気持ちとか、何にも考えないで……あかりちゃんを、傷つけちゃって……」

　少しずつ、悲しげな顔になっていく。このままだと、泣いてしまうような気がした。

「ごめんね。いまさら、友達になりたいって言っても……………もう、無理だよね」

　勇気を出して搾り出すように、亜子はそんなことを言った。

　あかりは笑った。

　それがあまりにもつまらないお願いだったから、思わず笑ってしまった。

「何言ってるんですか。もう――」

　照れずに、それを伝えることができた。

「――私たちは、友達です」

「あかりちゃん……」

　嬉うれしそうにあかりの名前を呼ぶと、とても幸せそうに亜子は笑った。

「ありがとうあかりちゃん。あかりちゃんはいつも亜子を守ってくれるね。感謝しても、したりないよ。あかりちゃんは、亜子にとっての王子様で……眼鏡めがねをかけた時のあかりちゃんは凄すごく格好よくて、今思い出しても、亜子はポッて顔を赤らめちゃいそうで……何で眼鏡をかけるだけで、あんな風に格好よくなっちゃうの？」

「別に、大したことじゃないですよ。眼鏡をかけたら格好よくなる。そう認識してるだけで、充分ですから」

「そうなんだ。じゃあ、またいつか、あの格好いいあかりちゃんに会わせてほしいな。その時は、亜子は、愛の告白をしちゃうかもしれないよ」

　そう言って、赤く染まった頬ほおを両手で押さえ、亜子は照れていた。

　本当に求愛してほしい人は、自分ではない別の子が好きで……その子は、自分のことを好きだと言ってくれている。

　何だか、もの凄く面倒くさいことになっているような気がするが――今は、考えてもしょうがない。

　ふと、外を見る。

「亜あ子こさん。放課後、どこかに遊びに行きませんか？」

「えっ。いいの？　あかりちゃんから誘ってくれるなんて、亜子は驚きだよ」

「まあ、亜子さんにその気がないのなら、別に私は構いませんけど」

「ううん。その気満々だよ。だから、今日はあかりちゃんのトラウマになるくらい、遊びまくって――」

「どうかしたんですか？」

　不意に亜子が言葉を詰まらせる。聞くと、亜子は意外そうな顔をして答えた。

「あかりちゃん。亜子のことを亜子って呼んでくれたね」

「……それが、どうかしましたか？」

「ううん。別にどうもしないけど……」

　とても嬉うれしそうな顔。放ほうっておくと、そのまま嬉しさで爆発してしまいそうだ。

「あかりちゃん。亜子、お金がないからお金貸して」

「そういうのは、前に貸したお金を返してから……」

「駄目？」

　捨てられた子犬のような目をしている。

　それを、見捨てることができなかった。

「わ、わかりました……」

「わーい。楽しみだな」

　そう言って、亜子が教室に入っていく。その姿を見つめながら、あかりは思った。

　いつの間にこうなっちゃったんでしょうか。

　誰だれかと遊びに行くなんて、頼まれたって嫌で……一人でいるのが、一番だって思ってて……友達なんて、面倒で邪魔なだけだって思ってたのに……

　思いとは裏腹に、顔には笑顔が浮かんでいた。

　しょうがないか。

　そんな具合にため息をつくと、気持ちが軽くなる。今だったらこのまま、空も飛べそうな気がした。

　今日は天気がよかった。

　こんな天気が、永遠に続けばいいのに。

　そう、思いながら――

　あかりは思いっきり、背伸びをした。



    

  
    
      


　あとがき





　こんにちは、星ほし家いえなこと申します。好きなプロレス技はシャイニングウィザードです。

　今回から新シリーズとして、こういった感じのお話を書かせていただくことになりました。前回の作品を読み、ああいった雰ふん囲い気きを期待してくれていた人には少々違和感があるかもしれませんが、そこは、一生懸命頑張るということでお許しください。



　ネタ作りの参考にと、昔はよくインターネットの某フリー百科事典を読んでいたものですが、最近はそれに加えてゲームセンターに行くようになりました。格闘ゲームに出てくるキャラクターなどは、容姿や言動はもちろんのこと、格闘スタイルや戦う理由において一人一人他のキャラとの差別化を図っているため、見ているだけでキャラ作りの参考になるものです。

　格闘ゲームなどは小説と違い、作品の受け手であるプレイヤーが主人公を選ぶことができます。だからどんなキャラクターであろうが、主人公並みに設定が作りこまれています。ああいうのは、僕のある種の理想です。登場人物、誰だれの目線にしても話が成立する。誰を主人公にしても、物語として魅力的なものになる。この先、どれだけの期間このシリーズを続けられるかはわかりませんが、一人でも多く、そういった魅力的なキャラクターを作れればなと思います。

　今回一番のお気に入りのキャラクターは、ひかりさんです。当初の僕の予定では、知的で美人で、何も考えていないように見えて実はちゃんと頭を使っているという、素敵な女性になるはずだったのですが……ううん、どこでどう間違ってしまったのでしょうか。僕の予定を大きく外れて、残念な人になってしまいました。でも、それがひかりさんの魅力なんだと思うと愛らしく思え、最終的には一番のお気に入りキャラクターになりました。

　ちなみにですが、ひかりさんはボケでああいう言動をしているわけではありません。あれらは全すべてひかりさんの素です。本人は一切おかしなことをしているという自覚がありませんので、ご理解ください。



　あとがきだけで一冊書けるくらい、書きたいことがあるのですが、ページがそれを許してはくれません。そういったことはまた別の機会にでも書くこととして、最後に関係者の方へのお礼の言葉を書かせていただこうと思います。

　一人では作品を作ることはできません。関係者の方々に力を貸してもらい、やっとのことで一つの作品を作り出すことができます。最近になってやっとそれがわかってきたような気がします。

　だから心の底から思います。この作品を作るに当たって、力を貸してくださった皆々様。本当にありがとうございました。

　何かの拍子で殺し屋が現れて銃弾を放はなってきた場合、躊ちゆう躇ちよはするでしょうが、僕が弾たま除よけのためにこの身を差し出そうと思います。なのでこれからもご助力の方、よろしくお願いいたします。



　読者の皆様へ。

　一番大きな感謝の念を込めて、ここまでお付き合いいただきありがとうございました。



星ほし家いえなこ。



    

  
    
      



    

  
    
      

　著者

　星家なこ（ほしいえ・なこ）

　　第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　一月六日生まれのＡＢ型で、性格は天邪鬼でいいかげん。物語を考えるのは好きだけど、小説を書くのは結構苦手です。だけど努力して、いつか、透明感のある優しい物語を書けたらいいなと思っています。

　　好きな言葉は「沈黙は金なり」。



　イラスト

　後藤なお（ごとう・なお）

　　岐阜県出身。「月刊コミック電撃大王」99年３月号掲載の「がんばれ！　真奈ちゃん」でデビュー。以後の代表作として、ブロッコリーの「アクエリアンエイジ」カードイラストや富士見ファンタジア文庫「ザ・サード」の挿絵など。
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